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茨城県はタ県土の均衡ある発展を念頭にお　ながら地域の特性を生

かした振興を困るためにタ　高規格幹線道路などの根幹的な県立基盤の

卒備とともに言責域的な交通ネットワい曲クの薬情を進めておりますノ

北関東自動車道建設事業も，その　的に添って計画されたものであり

ます。

このたび，甘尽道路公鯛は，岩瀬町長方地区において，北蘭嘉自動

車道（協和～友部）建設事業を決定いたしました。この事業地相∴は

埋蔵文化財包蔵地である辰海道遺跡が薪存します。

財団法Å茨城県教育財団はタ　ロ本道路公団から埋蔵文化財発掘調査

事業について委託を受け，平成14年8月から守成］Li等3ノ‾言まで発掘詞

査を実施しました。

本書は，辰海道遺跡の調査成果を収録したものです。本書がタ学術

的な研究資料としてほもとよりジ　郷土の歴史に対する理解を浣め，ひ

いては教育〇文化の向上の－人血として御活用いえ一だければ幸いです。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である日本退

路公団から多大なる御協力を賜りましたことに対し，厚く御礼申し上

げます。つ

また9　茨城県教育委員会，岩瀬町教育委員会をはじめ，関係各位か

らいただいた御指導，御協力に対し，衷心より感謝申し上げます。

平成温6年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　任　那
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1　本書は，廿本道路公国の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成14年度に発掘調査を実施した言失城
たづか㌔－どう

県西茨城郡岩瀬町大字長方に所在する辰海道遺跡の発掘調査報告書であるし、

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりであるく、〕

調査　一一、日茂14年8月11ト平成15年3Jj3＿‖」

整理　平成：15年4月l r十、平成1＿6年2月2鋸1

3　当遺跡の発掘調査は言凋査第二課長鈴木美治のもと．以下のものが担当した。

調査第2班長　村上　和彦

調査第1班長　萩野谷　悟

主任調査員　浅野　和久

鴨志田祐一

川上　直登

榊　　雅彦

皆川　　修

鳥目l　和宏

調査員　鹿島　直樹

越出真太郎

平成14年8月1［＿I～′9jj30l－1

平成巨1年10月1「！、平成‾15年3月3111

平成14年8月1［‾1～‾1封‾‾は汗l

平成l叫二8月11ト9月3＝‾l

平成14年10Jjlli、′10jj3111

平成1こ‥1年11＿月lI－1、11月3＝！

、日成15年lJ「11ト・3月31＿＝

平成＿15年2月：111、3Jj3＿lIl

、日射巫日2Jjlli、平成15年3Jj31日1

、日茂15年1Jjlll、3jj3日1

・ノー1－　当遺跡の整理及び本書の執筆・編集は，整理第　二課長鶴見貞雄のもと。調査員越川I真太郎が粧当した．ご

5　本吉の作成にあたり、墨書・刻書十器の文字の判読について国立歴史民俗博物館副館長兼教授の平川南氏

にご指導いただいた．、＿、＿



凡 例

1　当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ＝＋39，920m，Y＝＋22，120mの交点

を基準点（Alal）とした。なお，この原点は，日本測地系による基準点である。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大

調査区を東西・南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C‥・，西から東へ

1，2，3・・・とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へa，b，

C・‥　j，西から東へ1，2，3‥・0とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Alal区」，「B2

b2区」のように呼称した。

その他，調査年次等による名称は第2図に示した。

2　抄録の北緯及び東経の欄には世界測地系に基づく緯度・経度を（）を付して併記した。

3　遺構番号は平成13年度調査からの継続である。遺物番号も平成13年度調査からの継続であるが，今年度報

告分は5001から付した。

4　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

住居跡－SI　掘立柱建物跡－SB　土坑－SK　井戸跡－SE　溝跡－SD　道路跡－SF

柵跡－SA　ピット群－PG　柱穴－P　撹乱－K

5　土層観察と遺物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）および『日本の侍統色　その色名と色調』（長崎盛輝著　青幻社）を使用した。

6　土層解説中の含有物については，各々総量で記述した。

7　遺構及び遺物の実測図中の表示は次の通りである。

焼土・粕・赤彩・貼床［＝コ　炉・火床面・漆・石器使用痕・被熱痕E∃

竃部材・粘土・炭化材・黒色処理・金属付着匿Ⅲ　柱痕・油煙・煤・炭化物超過　硬化面一一一

土器●　　土製品○　　石器・石製品□　　金属製品△　　瓦▲　　木製品■

8　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は250分の1と600分の1，遺構は60分の1に縮尺して掲載したが，異なる場合もある。

（2）遺物は3分の1に縮尺して掲載したが，異なる場合もある。

（3）文字資料のうち，焼成前に線刻されたものを「ヘラ書き」，焼成後に線刻されたものを「刻苦」と分け

て記述した。

9　「主軸方向」は，炉または竃の中心と入り口を結んだ軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線を主軸とみなし，

その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　N－100　－E）。

10　遺物観察表の記載方法は次のとおりである。

（1）計測値の単位は，C皿及びgで示した。なお，現存値は（），推定値は【］を付して示した。

（2）備考の欄は，残存率や写真図版番号等，その他必要と思われる事項を記した。

（3）遺物番号については通し番号とし，挿図，観察表，写真図版に記した番号は同一とした。

11遺構一覧表における計測値は，現存値は（），推定値は［】を付して示した。

12　住居跡で建て替えが行われていると判断できたものは，番号の後に古い順から「AJ「BJ「C」と付した。
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所 収 遺 跡 名 種　 別 主な時代 主　 な　 遺　 構 主　　 な　　 遺　　 物 特記事項

辰 海 道 遺 跡 集落跡

その他

古　　　 墳 竪穴住居跡　　 23軒 土師器，須恵器，石器 ・石製品（紡

錘車 ・双孔 円板 ・砥石上　土製 品

（支脚 ・有孔土錘）

遺 構 ・遺 物

は 奈 良 ・平

安 時代 を中

心 としてお

り，鉄 。漆

関連 の工房

跡，灰 粕 ・

奈良 ・平安 竪穴住居跡　　 51軒 土師器，須恵器，灰粕陶器，縁軸

掘立柱建物跡　 3棟 陶器，石器 ・石製品 （紡錘車 ・砥

鍛冶工房跡　 1軒 着） 士製品　 鯖羽日 ◎紡錘車上　 線粕 陶器 な

土坑　　　　　 1基 金属製 品 （刀子 ・釘 ・鉄鉱上　本 どが 出土 し

井戸跡　　　　 1基

溝跡　　　　　 1 条

製品 （曲物）　　　　　　　　　 ている。

土師質土器，陶器，磁器，古銭

土師器夕　須恵器芦　土師質土器夕　瓦

中 ・近 世

時 期 不 明

溝跡　　　　 12条

道路跡　　　　 1条

士坑　　　　　 283基

井戸跡　　　　 8 基

溝跡　　　　　 7 条

柵跡　　　　　 3 列

ピット群　　 5 か所

質土器，陶器，磁器



次

序

例言

凡例

抄録

目次

第温章　調査経緯

第1節　調査に至る経緯

第2節　調査経過

第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

第2節　歴史的環境

第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

第2節　基本層序

第3節　遺構と遺物

1　古墳時代の遺構と遺物

口）竪穴fm瑚亦

2　奈良・平安時代の遺構と遺物

l訂）竪穴住居跡

綾　掘立柱建物跡

持　鍛冶工房跡

（、4）土坑

（、5）井戸跡

（、6、）溝跡

3　その他の遺構と遺物

（1）土坑

（2）井戸跡

（、3）溝跡

（4）道路跡

（5）柵跡

（6）ピット群

（7）遺構外出土遺物

第4節　まとめ

付章　茨城県辰海道遺跡出土木製品の樹種調査結果

写真図版



第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

日本道路公団は，常陸那珂港と北関東の各主要都市を結ぶ北関東自動車道の早期開通をめざしている。

平成10年11月4日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，北関

東自動車道建設事業地内における埋蔵文化財の所在の有無とその取り扱いについて照会した。これを受けて茨

城県教育委員会は，平成11年3月15日に岩瀬町長方地区において現地踏査を実施し，遺跡の所在を確認した。

平成12年9月11日，茨城県教育委員会教育長は日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長あてに事業地内に辰

海道遺跡が存在する旨回答した。

平成13年1月26日，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，文化

財保護法第57条の3第1項の規定に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。

茨城県教育委員会教育長は，計画変更が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると判断

し，日本道路公団東京建設局水戸工事事務所長あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。日本

道路公団東京建設局水戸工事事務所長は，茨城県教育委員会教育長に対して，北関東自動車道建設に係わる埋

蔵文化財発掘調査の実施について協議した。その結果，茨城県教育委員会教育長は，日本道路公団東京建設局

水戸工事事務所長あてに，辰海道遺跡について，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化

財の調査機関として，財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，日本道路公団から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，平成14年8月

1日から辰海道遺跡の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調査経過

平成14年度の調査は，平成14年8月1日から平成15年3月31日まで実施した。調査経過については，下表の

とおりである。

年　 度 平成 14年度 平 成15年度

月

工　 程
8 月 9 月 10月 11月 12 月 1 月 2 月 3 月

調　 査　 準　 備

表　 土　 除　 去

遺　 構　 確　 認

遺　 構　 調　 査

洗 浄 ・注 記 ・

写 真 整 理 作 業

－1－



第2車　位置　と　環境

第凰節　地理的環境

版海道遺跡は　茨城県西茨城郡岩瀬町太字長方字北辰海道蟻番地ほかに所在している。

岩瀬町は　茨城県の中西部に位置している。北には富谷山　繭巻山及び高峰山がありタ　栃木県真岡市砂益子
くわがら

町砂茂木紺に接している。町は山地で取　囲まれた盆地をなしている。町の北東部に位置する鍬柄時の山間警

鐘ヶ池に源を発する桜川が町の中央部を東西に貰流している。平地は　桜川　大槻　筑輪用などの流域　山間

部に入り込んだ谷状の低地などである。

当町を取　囲んでいる入港山系は9人溝山塊　鷺の予山塊　鶏足山塊　筑波山塊の　つの山塊群から成り立っ

ている。これらの山塊の地質は　中◎古生代の地向斜に堆積された地層とこれを貰　花崗岩類からで　ている。

海蝕の大部分はタ　関東ローム層に厚くおおわれだ洪積台地である。この上層は赤土と呼ばれ芦　鹿沼軽石を含む

火山灰が堆模した　のである。また　水田に利用されている桜川流域一帯などは　河川の浸食扱堆積作用によ

る沖積地である1。当遺跡は　岩瀬町西部の長方地区にあ軋　桜川の支流である泉用右岸の標高墟～狛mの台

地上に立地し，調査前の現況は畑地・杉林である。

二ハ＿　∴：′、′－ノ〕ノ、′，ふ了

当遺跡周辺の桜川及びその支流域の畜地上には縄文時代から中健にかけての遺跡が多く分布し汐　またタ低地

を臨む丘陵上には古墳が数多く存在している㍉

縄文時代には　桜川流域の沖横地から見　込む支谷に画した畜地上の縁辺部に　集落が形成されるよ弟こな
ちょうへんじ　　　　　　さきもり　　　　　いのくぼ　　　　　いぬだじんじゃまえ

り　遺跡は長辺寺遺跡0㌦　防Å遺跡は上　猪窪遺跡は〉　太田神社前遺跡〈4〉　などが所在している。

この　ち　太郎社前遺跡は平成摘年度に発掘調査が行われ　中期の遺構参遺物が多数出土している男。また，
たかもり　　　　　　たかもりにし

当遺跡から南的且。8kmの太和樹の桜川右岸には高森遺跡〈24〉　高森酋遺跡紹5〉が位置している。

弥生時代の遺跡はタ　縄文時代の遺跡と同じ畜地上に多　分布している。これまでに栃木県との県境に近い太
おぎかた

泉地区から細頸壷形土器と箇形土器が出土してお酌　下館市に所在する女方遺跡出土の土器に類似している。
みなみいいだ　　　ばんしょうめん

またタ　南飯田遺跡と番匠免遺跡出土の土器は那珂用命久慈川流域に分布する弥生時代後期の土器と類似しタ

この時期に集落が営まれていたと想定されている㌦

古墳時代になると　遺跡数は増加の傾向を見せる豊　にな娠　現在のところ朋か所の古墳群撃　膵基を超え

る古墳が確認されている。また撃　町の南に隣接する太郎相では　桜川流域に沿って　か所の古墳群と　基の古

墳が確認されている男。それらの古墳や古墳群は　桜川流域の沖積地を臨む丘陵上に位置している。還れまで
きつねづか　　　　　まなか　　　　　　あおやぎ　　　　　　はなぞの　　　　　　　　　　にし

に調査された古墳は　狐塚古墳〈5〉タ　間中古墳群〈6〉タ　青柳古墳群〈7〉タ花園古墳（第3号墳）〈8〉，西
ぎわ　　　　　　いな　　　　　　　まつだ　　　　　　　いぬだやまのかみ

沢古墳〈の　稲古墳群〈10〉，松田古墳群〈Ⅲ〉タ　太田山神古墳〈温2〉である。狐塚古墳は当遺跡から東約3。3

kmの長辺寺山酋裾に所在し　昭和墟年に工場建設のために緊急調査が実施された。古墳の朝練は正南よりわず

かに東にふれ　規模は全長的購m　高さ約　m　後方部墳丘　の前方後方墳である㌔　また　標高約柑mの長
ちょうへんじやま

辺寺山山頂には，長辺寺山古墳〈13〉が所在している。この古墳は未調査であるが　全長約且鋼m　前方部を

南東に向けて築造された前方後円墳であ娠　旧新治国東部地方における凝太規模の古墳である。これら二つの

古墳は岩瀬盆地のほぼ中央の劫立丘陵上に築造されておりタ　古墳時代前期の首長墓と考えられ，当遺跡とは桜
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と考えられる濠や9mを超える太形佳屠跡などが確認されてお軋　狐塚古墳や長辺寺山古墳をはじめ　飯渕古

墳群拍弟　などとの関連が　かがえ　岩瀬盆地が古墳時代の枢要の地であったことが推測される。
かなや　　　　　とうむかい　　　　　さんのう　　　　　　　　　　　　し、そべ
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遺跡〈温8〉等が所在している。この中で磯部遺跡は撃　町立東中学校建設に伴って昭和崩年に発掘調査が実施さ
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また　これらの遺跡の中で　桧田古墳群砂金谷遺跡の当向遺跡は平成摘年度に発掘調査が行われている鋸。

奈良の平安時代になると　長方地区は新治郡に編入されることとな勘　和名類栄抄　中の新治郡坂門　戸）
ふるごおり　　　　　　にいはをブくんが

郷に既定されているの。当遺跡から南西的航mの協和町古郡地区付近には新治郡街路ね釦が位置し　その北
にいはりはいじ

側に隣接する上野原地区には新治廃寺跡佃釣が位置している。奈良録平安時代の遺跡は　当遺跡から西南西
うえのはら
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当遺跡周辺は新治郡衛の機能を支える都営工房として形成されていた紺能性もある。
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の平将門の乱後　討伐に功労のあった平貞盛の子孫が次第に勢力を伸ばし　筑波山西南濃を拠点に真壁　筑波タ
ちゅうぐん

新治の三部を勢力下に置く豊　になる。この£　な状況の中で岩瀬地方は　中郡」と呼ばれ　摂関藤原戌を
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呼ばれる豊　になる用。そして寄進後　中郡既は中郡荘の下司職とな勘　を地領主としての確固たる地位を保

持していった。しかし　中郡既の居館跡は明らかにされておらず　今後の調査研究が待たれるところである。

※文中の　〈　〉　内の番号は撃　第温囲及び周辺遺跡一覧表の該当番号と同じである。
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第1回　辰海海道遺跡周辺遺跡分布図



表温　巌海道遺跡周辺遺跡一覧表

遺　跡　名 遺跡番号

時　　　 代 時　　　 代
番

遺跡番号旧　縄弥古奈中　近 遺　跡　名 旧縄弥古　奈　中近

に3号
右　　　　　 。

に寺号
石　　　　　 ・

器文生墳平世世 器文生墳平世世

◎ 辰海道遺跡 08324082
。！。

0 0 0 0 0 14　飯渕古墳群 08324046
！日 。

且 長辺寺遺跡 08324026
！。。 i

15　金　谷　遺　跡 08324081 〇〇〇

i
2 防　人　遺　跡 08324068 〇〇〇〇 16　当　向　遺　跡 08324080 ○

。。陣

i
3 猪　窪　遜∴跡 08324027

。！。
17　山　王　遺　跡 08324064 ○○

4 太田神社前遺跡 08324086 〇〇〇〇〇〇
■
18　磯　部　遺　跡 08324005 ○ ○

i i

5 狐　塚　古　墳 08324048
梱 旧

19　新治郡街跡 08505038
附

6 間中古墳群 08324076
！。 i

20　新治廃寺跡 08505039 ○
！

7 青柳古墳群 08324050
！ 。 車 野原遺跡

08505028
i i

○

8 花　園　古　墳 08324019
。！ 車 野原瓦窯跡

08324051 ○
i

9 西　沢　古　墳 08324060
！。 i i 車 の幅 窯躍

08324032
i

○

10 稲　古　墳　群 08324004
‖ 回 i 中 森 遺跡

08504001 ○

Ⅲ 松田古墳群 08324020 ○
。。！。 。i

錆　高森西遺跡 08504025 ○ ○○

12 犬旧山神古墳 08324085
。。陣 。i

26　間　中　遺　跡 08324087 ○

13 長辺寺山古墳 08324003
！。 i
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第2図　辰海道遺跡調査区設定図
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第3章　調査の威∴猥

第且節　遺跡の概要

調査区は，便宜上1－6区に分けた（第2図）。平成13年度の調査区は1～4区，平成14年度の調査区は2

～4区（一部），5区，6区（一部）で，平成15年度の調査区は6区の一部である。今回報告するのは，平成

14年度に調査した2～5区の5，333。52I衰分についてである。調査の結果，古墳時代から近世にかけての複合遺

跡であることが判明した。

遺構は，竪穴住居跡74軒（古墳時代23，奈良の平安時代51），掘立柱建物跡3棟，鍛冶工房跡1軒，井戸跡

9基，溝跡20条，道路跡1条，ピット群5か所，士坑284基，柵跡3列などである。

遺物は，遺物コンテナ（60×40×20cm）に78箱出土している。出土した主な遺物は，縄文土器，弥生土器，

土師器，須恵器，灰粕陶器，緑粕陶器，土師質土器，陶器，磁器や，石器。石製品（紡錘車，双孔円板），土

製品（支脚，備羽目，有孔土錘），金属製品（刀子，釘，鉄鉱，古銭），本製品（曲物）などである。

第2節　基本層序

調査5区の南部（D5C3区）にテストピットを設定し，基本上層の観察

を行った（第3図上　以下，テストピットの観察結果から土層の解説を行う。

第1層は黒褐色の表土である。粘性e締りは普通。層厚は8～15cm。

第2層は褐色のソフトローム層で，第∴・黒色帯（BBI）に相当する。粘

性。締りは普通である。層厚は6～15cm。遺構は本層の上面で確認できた。

第3層は黄褐色のソフトローム層で微量のガラス質粒子が認められ，姶良

丹沢テフラを含む層と思われる。粘性。締りは強い。層厚は7～18cm。

第4a層はにぷい黄褐色のハードローム層である。粘性e締りとも強いが

ソフト化が進んでおり4b層よりはやや柔らかい。層厚は2～21cm。

第4b層はにぷい黄褐色のハードローム層である。粘性は強く，締りは非

常に強い。層厚は3～19cm。
第3図　基本土層図

第5a層は暗褐色のハードローム層である。粘性・締りとも強いがソフト

化が進んでおり5b層よりはやや柔らかい。層厚は4～18cm。

第5b層は暗褐色のハードローム層である。粘性は強く，締りは非常に強い。層厚は7～25cm。

第6層はにぷい黄褐色の鹿沼パミス（以下KPと略す）との漸移層である。層厚は2－14cm。

第7層は明黄褐色のKP紙屑である。粘性は弱く，締りは非常に強い。層厚は70～82cm。

第8層は暗褐色のハードローム層である。7層との境目付近に直径2～7mmの黒色スコリア粒子を微量含む。

粘性e締りは強い。層厚は10－18cIn。

第9層は暗褐色のハードローム層である。粘性。締りは強い。層厚は15～38cm。

第10層はにぷい黄褐色のハードローム層である。粘性は強く，締りは非常に強い。層厚は現状で15cm以上あ

るが下層が末掘のため本来の厚さは不明である。

－　7　－



第3節　遺構と遺物

温　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査で，竪穴住居跡23軒を確認した。以下，遺構と遺物について記述する。なお，平成13年度の調査

で一部が報告されている遺構については『茨城県教育財団文化財調査報告第222集　辰海道遺跡1』（以下，『辰

海道遺跡1』と略す）から実測図を一部転載し，今回調査した部分と併せて幸艮告する。

・1　竪穴仕居跡

第欝考健腰掛（第4図）

位置　調査区東部のF12g6区に位置し，平坦部に立地している。本跡は平成13年度調査区域と平成14年度調

査区域にまたがって位置している。

重複関係　第608号住居跡を掘り込み，第272号住居と第1604・1746・1748号士坑に掘り込まれている。

規模と形状　一辺が約4．9mの方形で，主軸方向はN－120－Wである。壁高は6～18cmで，各壁とも外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められており，今年度調査区域内では壁溝が周回している。

魔　北壁の中央部に付設されているが，第160401746号土坑に掘り込まれているため，右袖部の一部と壁外へ

の掘り込みは不明である。袖部はロームと粘土で構築されている。また，左袖部は床面と同じ高さの地山南に

構築されているが，右袖部と火床面は20cmほど掘りくぼめた部分に，暗褐色土を床面と同じ程度の高さまで埋

め戻した上に構築されていたと推測される。

竃土層解説

1　暗　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロッ
クe炭化粒子微量

2　暗　褐　色　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子
微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量，締り強

7　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
8　暗　褐　色　ロームブロック少量

9　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少

量，炭化粒子微量，締り強
10　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微

量，締り強
4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量　　11黒　褐　色　ロームブロック少量，焼士ブロック・炭化粒子・

5　暗　褐　色　焼土ブロック中量，炭化粒子・粘土粒子微量　　　　　　　　　　　　粘土ブロック微量，締り強

6　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子少量，ロームブロック・　12　黒　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土プロツ
炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク・炭化粒子微量

ピット　5か所言主柱穴はPl～P4が相当し，深さは50～60cmである。P5は深さ12cmで，南壁際中央の竃

に対面する位置にあり，出入り口施設に伴うものと考えられる。

覆土　5層に分層きれる。『辰海道遺跡1』と土層番号は対応しているが，第1・3層は今年度調査区域内で

は確認できず，第5層は今年度調査区域内でのみ確認されたものである。堆積状況は各層に焼土e炭化物を含

み，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
5　黒　褐　色　焼士ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

遺物出藍状況　今年度調査区域からは土師器片441点（埠42，高塚3，賓395，ミニチュア1），須恵器片7点

（高台付捧1，棄5，瓶1），灰粕陶器片1点（長頸瓶），縄文土器片1点が中央部から西側にやや集中して出

土している。覆土上層から下層にかけて散在しており，細片が多く図示できるものは少なかったが，5001が南

西部の床面から出土している。須恵器片と灰粕陶器片は覆土上層から出土し，流れ込みと考えられる。

所凰　時期は，出土土器から7世紀前半と考えられる。
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第4図　第271号住居跡・出土遺物実測図

第271号住居跡出土遺物観察表　（第4図）

0　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　5cm

5001　　ヒこ∃ここ∃

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　 の　 特　徴 出土位置 備　　 考

5001 土師器 高杯 － （4．1） ［10．2］ 金雲母 にぷい橙 普通 裾部内外面横ナデ 南西部床面 20％

第430号住居跡（第5・6園）

位置　調査区南部のK12a4区に位置し，平坦部に立地している。本跡は平成13年度調査区域と平成14年度調

査区域にまたがって位置している。

重複関係　第426・513号住居と，第836～838・857・858・1818・1819号土坑に掘り込まれている。

－　9　－



規模と形状　長軸は6．5mで，短軸は約6．2mの方形と推定され，主軸方向はN－100－Eである。壁高は約20

cmで，各壁ともやや外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は今年度調査区城内ではほぼ全周している。

竜　北壁際の中央部やや西寄りに床面が焼けている部分があり，火床面の痕跡と考えられる。耕作により削平

されており，上部構造の痕跡はとどめていない。

ピット　1か所。深さは約12cmで，性格は不明である。

覆土　5層に分層される。覆土は薄く，堆積状況は不明である。

土層解説

1黒　褐　色　炭化物少量，ローム粒子・炭化粒子微量，締り弱　　4　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　5　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　今年度調査区城からは土師器片48点（杯18，高杯10，棄20），縄文土器片3点が散在して出土

している。5002・5003は西側の覆土下層から出土している。

所見　時期を『辰海道遺跡1』では，出土遺物，住居の主軸方向や形態などから6世紀前葉と推測している。

今年度出土した土器もそれを裏付けるものであると考えられる。

第5図　第430号住居跡実測図

－10－
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第6図　第430号住居跡出土遺物実測図

第430号住居跡出土遺物観察表　（第6図）

10cm

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 ． 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

5002 土師器 杯 ［13．8］ （4．8） － 長石 赤褐 普通 口緑部外面横ナデ 西側下層 20％

5003 土師器 高杯 16．2 （10．1） － 長石，白雲母 にぷい赤褐 普通 口緑部内外面横ナデ 西側下層 50％

5004 土師器 高杯 ヵ ［15．6］ （4．2） － 長石，白雲母 明赤褐 普通 口緑部内外面構ナデ 覆土中 20％

第484号住居跡（第7図）

位置　調査区中央部のE9al区に位置し，平坦部に立地している。本跡は平成13年度調査区域と平成14年度

調査区域にまたがって位置している。

重複関係　第1077号土坑と第45号ピット群のPlに掘り込まれている。

規模と形状　長軸5・6m，短軸4・9mの長方形で，主軸方向はN－130，Wである。壁高は13～30cmで，各壁と

もほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部と南壁際が踏み固められており，壁溝が東壁を除いて巡っている。

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは40～60cmである。P5は深さ20cmで南壁際中央に位置

し，出入り口施設に伴うものと考えられる。

覆土　8層に分層される。各層にロームブロック・粒子を含み，人為堆積と考えられる。土層番号は『辰海道

遺跡I』と対応している。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼十粒子・炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

5　黒　　　色　ローム粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土ブロック微量

7　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

8　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　今年度調査区域からは土師器片3点（杯1，整1，甑1）が出土している。5005は覆土中から

の出土である。

所見　遺構の大半が平成13年度調査区城に位置し，今年度調査区域は狭小であった。時期を『辰海道遺跡1』

では，出土土器から6世紀前葉と考えており，今年度出土した土器も少量であるがそれを裏付けるものである

と考えられる。

1－－111
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第7図　第484号住居跡・出土遺物実測図

第484号住居跡出土遺物観察表　（第7図）

5cm

し：　－1

0　　　　　　　　　　　　　2m

番号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

500 5 土師器 杯 ［14 ．8］ （3 ．4） － 赤色粒子 橙 普通 ロ緑部外 面横 ナデ 覆土 中 10％

－12－



第493号住居跡（第8図）

位置　調査区中央部のE8gO区に位置し，平坦部に立地している。本跡は平成13年度調査区域と平成14年度

調査区城にまたがって位置している。

第8図　第493号住居跡・出土遺物実測図

－13－
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重複関係　第別号緩屠　第2号藩に掘　込まれて折る。

．　、　、　′′　　　　　∴　ニ　　　　　　　　　　　′　　　、′・．　　　、、　　　1

ほぼ直立している＿、、．

′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

、　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　′　　　　　　　ノ　、　′　　　　　′　′　　　　　　　　　　　　　　　　′

、　′　′　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　′

電土層解説

i　暗赤褐色　焼土プロッタ微量

2　暗赤褐色　焼土プロッタ少量
3　赤　褐　色　焼士粒子少最

Ll　暗赤褐色　焼＿士粒J’・中量．炭化粒千微量

5　赤　褐　色　焼土プロッタ少量

6　暗赤褐色　焼土粒子微量
ア　赤　褐　色　焼土プロッタ微量

バ　暗　褐　色　焼上プロ・ソク・炭化粒自微量

′　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　、　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　ノ′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′、ノノ

る、1

′　　　‥　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　・．

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　ノ、

土層解説

i　暗　褐　色lブームブlJ・ソク微：1i：

褐　　　色　ローH一ムプロ、ソケ・触上プロ・ソク・炭化粒召散量

：ミ　視　　　色　ロームプロ、ソク微量

・－i　暗　視　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒子微量

う　暗　褐　色　ロームブt」、ソク少：iI：

（う　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少：－；：

γ　暗　褐　色　tブームプロ、ソク少㍑　焼日章r・炭化粒子微量

・．　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′．　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

鉢）が出上している。、5飢）6は覆回丁から出i二したものである、、、

′　　　′　　　　　　　　　ノ　　　ノ　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′

あると考えられる、、

∴　　　　　ノ　　　　　ノ　ノ　　　　　　　　　　ノ　　　′

番号i種別極種恒径極高！底径！胎　土′！色　調！焼成i 手法の特徴 i出土位置i備　考

5輌6
巨踊 中 の中 釦i　 石　 塀褐色国 禁雷跨面横ナデ体部外商務土中　 ％

′

・′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

・・′　ノ　　　　′　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

、

れており不明である、一

床　ほぼ平坦で　中央部が踏み固められて折る。壁溝が第醐B骨住膚の床官から検出されたが　東壁際と商

′　′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　‥

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′ノ　　　　　′　ノ　　　　　　　　′

可能性が考えられる．、一

一　　　　ノ　　　　　　　　　ノ′、ノ　′！・・′　′　一　　　／′　－′、′

…＋掴「…



′九　　　∴∴　、／1、‘ノノ　　ー　．・′′　　　　　、　′′

。ノ　ノー、一ノ：、′言ノ、つ1）′ノ、・・′、＼の∴・ノー。「、‾∴、十二一ユ　ニ　ノ　ーソ了∴　‾∴ノ）六　一′、′∴⊥　　／．r∵∴′了）」′親　の

時期から，6世紀中葉と考えられる。

0　　　　　　5cm

』器羞器』

′　′：一・く　二・‥　　　　　1　　．も／∴　ノ

ノ　′・　　　　　　　　　1′ノり・・　　′　．．・・

監守

番号 種 別 極 穫 描 径 極 目 可 底 径 胎　 可 色　 言年 賦 手 法 の 特 徴　 序 城 中 備　 考

5榊 7 士踊 つ　 塔 批 可 妹 項 石鼠 長石 巨 ぷ 減 車 摘 日舶 内夕浦 横げ 滴 堅 ≡ P 摘 土下層 巨5％

ィ　：．　　　　′　∴ノ　　く

一√　・ノ／ご／l　′′・：′．；　′　′　．・　　　　′．　′′　・．、・　　．・、．

∴’、・・∴　′　．・′、′・′′′．　　－∴．　＿　′　ノ、：ノ、′．′　‥．、′　　一・′′　′・　．

．、．　′　，、　　　　　　　　　′　，、ノノ′　言、　　　′　　′．＼　　、′′、　′　　．　′　′　′∴　′　　ノ・，

張きれており不明である＿。

、　　　′　　　　　ノ　　　・　′　　′　′　　一　㌦・′　ノ、．　　′　′′　　ノ　∴ノ・′　　　′　　　　▼、ノ′　　・ノ

一一151－－1－



存しているのみである。

竜　北壁際の中央部に床面が焼けている部分があり，火床面の痕跡と考えられる。あまり焼け締まってはおら

ず，使用期間が短かった可能性が考えられる。竃は拡張の際に取り壊されたと推測され，上部構造の痕跡はと

どめていない。

A

D

可　叫　　七，2。6

＿旦＿43．6m

ヽ「ヰr′‾
C

旗。。8　∈≡
第10回　第603B号住居跡・出土遺物実測図
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陛ッ睦　臓か所あ娠　すべ等第翻3g号住居の床下から検出された。主柱光は㌘　～P　が欄当し　深さは狙

′

南側中央にあ勘　出泉　田施設に伴う　のと考えられる。㌘　～㌘臓は性格不明である。

′、．一　′′　′　　　・・　　　　　　′

土層解説

l　黒　褐　色　ロームプロ、ソク中量．締吊蛍　　　　　　　　　　　二1黒　褐　色　ロームプロい′′ク少量

2　黒　褐　色　焼日日あ・炭化粒J’l少量．ローーム粒再呈錆l：　　　・i　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

が出士している、－

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

第醐選者住居跡出土遺物観察豪　　第摘囲）

番号 ！種 別 極 種 桓 径 極 高 極 径　 義　 士 色　　 調　 焼成 手 法 の 特 徴 i 出土位置 備　　 考

尋 空 車 小 河 項 醐 唇 臓拶内外緋ザ　 こ恒錮 摘％
5輌　 土師器　 捧　 持 e射　 持せ裏　　 窓羞鉱

浅黄橙　　 普通 目線部内外面横ナデ　　　　　 P l 覆上中 摘％

窮醜踪考健腰妙　第且～臓囲う

位置　調査区東部の指摘鼠　区に位置し　平坦部に立地して折る。

重複関係　第礪選者佳屠跡を拡張して構築し鷲折る。第蟻膵骨土坑に掘　込まれて折る。

′

がっている，、、，

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　・ノ

′

ー　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　　　′一・・　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　′

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　ノ　　　　二

電土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ・ソク出し　焼上プロ1ソク・炭化粒J’・・

粘土粒子の砂粒少量

2　暗　褐　色　粘目白∵・砂粒中量．ロームプロ・ソク‥地上プ

ロ、ソク・炭化粒j′・少量

：l　暗　褐　色　ローームプロ、ソク・粘土粒J’一・f射申‾「量．焼上プ

ロ、ソク・炭化粒J’・少量

・l　暗赤褐色　ロームプロ、ソク功日∵プロ、ソケ中量．炭化粒J’一・

机上プロ、リク少量

5　暗赤褐色　ロームプロ・ソク・焼l二プロ・ソク中量．炭化粒Jr－・

粘土プロ・ソク・砂粒少量

（う　暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量∴鳩十プロ、ソク・炭化粒子少量

7　暗　褐　色　ロームブロック中量∴　焼上プロ、ソク・粘吊白′一・

！天少甘．炭化粒J’一微量

8　暗赤褐色　ロームブロック・焼上プロ、ソク中量．炭化粒jr一・

灰少量

し）暗　褐　色　ロームプロ、ソク・精一i二プロ、ソク・砂粒中量．炭化

粒子教義

10　暗赤褐色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク弓も‖二粒J『－量．

砂粒少量　炭化粒子微量

11黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・炭化プロ・ソク・吠

少量

12　暗　視　色　ロームプロ、ソ珂弓‡‡∴　焼上プロ‥ノク・粘上ブロッ

ク少量、炭化粒Jつ紆量

lこう　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少結　焼1∵プロ、ソク・炭化粒J∴

粘土粒子微量

111暗　褐　色　ロームブロック中量．炭化粒自微量

15　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・炭化粒j’一・粘上

粒J’一少量：

1（i　褐　　　色　ロームプロ・ソク・焼「プロ、ソク・粘上プロ、ソク・

砂粒中量　炭化粒子少量

17　褐　　　色　ロームプロ、ソク・粘1∵プロ、ソク中量，焼上プロ、ソ

ク・砂粒少結　炭化粒子微；－‡i：

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′
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第11図　第603C号住居跡実測図

「し、二二二ノー

0　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　1m
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貯蔵穴　長径83cm，短径61cmの楕円形で，深さは25cmである。竃の北東側に位置し，底面は皿状を呈する。土

層は3層に分層され，レンズ状の堆積状況を示し，自然堆積と考えられる。

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，締り強

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土ブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック中鼠　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

覆土10層に分層され，第6層は貼床である。レンズ状の堆積状況を示し，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量　　3　黒　　色　ロームブロック・焼土粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子徴呈　　　　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量

－19－
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第13図　第603C号住居跡出土遺物実測図（2）

5　黒　褐　色　ロームブロック少量，締り弱

6　黒　褐　色　ロームブロック中量，締り強
7　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量，

締り強

0　　　　　　　　10cm

王　　　　：　　　！

8　褐　　　色　ロームブロック多量，締り強

9　暗　褐　色　ロームブロック中量，締り強

10　極暗褐色　ロームブロック中量，締り強

遺物出土状況　遺物は北西側を中心に土師器片762点（杯207，嚢555），須恵器片7点（杯2，襲4，提瓶1）

が出土している。5010は南部の，5015・5019・5020は中央部から北西部にかけての床面から出土している。5017

は南部の覆土下層から出土しており，破断面もあまり摩滅しておらず，住居の廃絶後それほど時間をおかずに

廃棄されたものと考えられる。5018は竃の左袖部の先端に逆位で埋め込まれていた。竃の内側に向いていた部

分だけが焼けて赤変しており，袖部の補強材として使用されたものと考えられる。

所見　本跡は第603A号住居跡・第603B号住居跡の2度にわたる拡張・建て替えを経て構築されており，当遺

跡における当該期の中心住居の一つといえる。5017は肩部の把手が退化してボタン状になっており，焼成がや

や甘く，近在の窯のものと考えられるが，産地の特定はできなかった。時期は出土土器と第603A・603B号住

－20－



居跡との関係から，7世紀前半と考えられる、、、l．

．．　′．′　′　　　　ノ　　　　▼つ　ノb　′、　：′　ノ　・∴く

鮒i種別極裡桓径極轟i底径！胎　土i色　調！焼成i 手法の特徴　恒朗潤い清　孝

車 纏巨 巨ア　ゎ7i i㌫濃矩 減普通日縁部梱薗桟ナデ滴面げ南部床面監

親　土師器　杯　鉦扇　02 ・2　白雲母　 にぷい班普通完慧㌶監蒜豊諾南離睡層箆

溝は恒師器　輝　鉦可　対　 極瀾尉恒い橙普通　縁部梱醐ナデ滴薗げ北西断層極％

減臓土師器　琢　鉦車 がi i霊葺軌iにぷ減褐普通打線部内桶横ナヂ働 デ北西部下層ト％

渕摘　土師器　堵恒の中摘i　 赤繍予　恒噛褐普通　嫁部梱繍柑橘げ南東部下層極％

溝蟻巨纏　 椀　　 恒可　 恒瀾断恒い褐普通　縁部減債ナデ　　 北西部床面極％

識摘土師器　椀はさ…0釦　　　 にぷい構普通打線部梱商横ナデ滴薗ナ中西縮小％

那 須意器提瓶　 恒　 欄石英舶　 不慮霊離蒜綱潤 、賓南断層豊

車 師器　婆　 拍車 0割　 離 豊明赤褐普通ロ舶内浦横げ内面ナデ竃左舶纏 料Pは6

尋空士亘㌣匪十斗読再議 普通打線部内浦横ナデ輔車酋嫡商品浮L器

開邦　土師器　婆i　 触郎恒05　楓長石恒い橙普通匝ナデ郎繹涌桶痕　′北西部緬i脇

′　　　　′

、ノ‘・・　　∴　　　′　　　′‘　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　．

′∴　　′　、　　　　′・　　・・　　′′‘′　　　　　　　一′　　　　　ノ、　′、・　′．　′　　ノ　　．　′

′　　　　　　　′′　　　　　　　　　　　′　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′ノ’　・ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　′　　　　　　　　　．′、′、　′、．

張されており不明である。，

‘．　、　′　｝′　ノ′　　′∴′．′　　　’’　　　／　　　　　　、、　　　．　　　′、．　′一　・

に1条づつ検出された．一一一

′ノ′　　’　′　1′、　　′　ら’ノノ　′′′′．′　　′、‥　ソ　ー′、！・′．′　ノ　　　　．、／了：′　　　′、．・

たと推測され，上部構造の痕跡はとどめていない＿＿二．

′　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　　．’、・　．・　　　　　　′　　′　′′　　　　′　　　　　′：′‥　　　　　′　。　　　　　　　　　　　　　．一．

・・′　　　′　　　　J　　　′　　　　　　　　　′　　　　一　　′′　・・′　　　　　′　　　　　一　　　　　　　　ヽ

切り溝に伴うものの可能性があるニ

P3土層解説

l　黒　褐　色　ロームプロ、ソク微量 2　灰　褐　色　ロームプロ、ソク中量

l　　・　　′′　　　　　　ノ　　　　・′、′ノ′′．／、ノ　　　　　、′、‘：′　　・．・二、　　　′′．、一′　ノ　ノ′．一

と考えられる，、、、．

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量．焼土ブロック微量　　　　　・l　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量

2　褐　　　色　ロームプロ、ソク小甘　焼上プロ、ソク微量　　　　　　5　褐　　　色　ロームプロ、ソク少軋　締り強

ニl　暗　褐　色　ロームブロック少量、焼上プロ、ソク微量

ノ　　′　　　′、、　′・・′　！　　　　　　　／　′三言　　一　　　　′　　　′　′　　′′　　ノ、′言　．

一一21・・l－
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第14図　第606A号住居跡・出土遺物実測図
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所見　第606B号住居への拡張・建て替えを行う以前の住居であり，時期は出土土器と第606B号住居の年代か

ら，7世紀初頭から前葉と考えられる。

第606A号住居跡出土遺物観察表　（第14図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

50 2 1 土 師 器 珂こ ［12 ．0］ （3．1） － 石 英 ， 長 石 にぷ い橙 普 通 口縁 部 内 外 面横 ナデ ，内 面 ナ デ 覆 土 中 10％

－23－

第15図　第606B号住居跡実測図
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、　′　　　　ノ　　　ー′　　　　　、一　一　　　　　　　′　′　　　　　　　　‥′′　　′　－　′′　　一′′、′　　　　′・′　　　、

′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　′　　′　　　　・・

、．′　　′　二　　′　　　　　　　′　　　、　　　　　、　．、

がすべて拡張されており不明である、、．

、　　′　・・、、　′　　！　∵　ノ′、　∴　　　／′、　ノ′　′ノ　′　′′ノ　　二・・、、′、、　．

’　、′′　ノ　　　　　　′・′　　　　：∴17ノ　∴　　　ノ　ノ、　′′∴、・　′　．　　．。・　′′′・　一　′　、

たと推測され，上部構造の痕跡はほとんどとどめていない、一

一　　　　　　　　　　ノ、　・・′　　　・　・・　　　－．．　　　′、　　‥、ここ、′、・、′′’

′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　．　　′　ノ　　・・、、′　′ノ　　ノど／　′／

′　　　′　′ノ　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　一　　　　　　　　　　　　　′

と考えられる、、、

土層解説

′1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼巨位！一少量．粘性強

2　暗　褐　色l：トームプロ・ソク・炭化粒子瑞＝二粒j’－少量、柚、′摘i

ニj　暗　褐　色　ロームプロ、ソク小品　焼日詰つ’一少㍑　粘性強

4　黒　褐　色　ロームプロッタ少量

う　黒　褐　色　ロームプロ・ソク出し　焼上プロ、ソク微星　締り強

（う　黒　褐　色　しトームブしブック少量∴　焼上プロ・ソク微量

7　尿　勘　色　ロームプロ、ソク′吊；∴　締り強

ノ　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

′　′　′　　′　　′　　　　　　　　．・

柚部の補強材として使用されていたと考えられる、、

．′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　．・

る、二、

′ノ　′　′　′　　　′　・　　　　ケ　′　′．′く

一二鋼予…
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第醐　遺骨住居跡出立遺物観察表　　第摘固）

番号 種　 別 器　 杵 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出十位置 備　　 考

5鵬2 士師器 林 ［且5．3］ 「凱鋸 － 赤色粒子 橙 普通 目線部内外面横ナデ，内面ナチ 将士申 10％

5鵬3 士帥器 襲 22 。2 （28。ア） －
小礫†長石，

黒雲母
工ぷい橙 普通 目線部内外面植ナデ，内面ナデ 電左袖部内 50％

射 り 器 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重 量 i 材　 質 井　　　　　　　　　 微 出上位置 備　　 考

減封　　 砥石 練潮 軋牒 J．5 拍関）　 酸性凝灰岩 砥面イ面，藩状の擦痕 2 本 南壁際溝内 PL 寸¢

第醜　院号健應跡　第膵の摘固）

位置　調査区東部のIつ2日区に位置し，、仲川吊こ立地している、一

重複関係　第60（うBU住居跡を拡張して構築しており。第（う（‾）8・（う31号す主居跡を裾iHムみ，第175事十上坑に握り

込まれている、一、、

′

ほぼ直立している、＿－・

床　ほぼ、上田で，中央部は貼床きれ踏み回められている一　壁溝が全周している、、．

′

・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　′　－

ているもののあま服舶ナ締まっていない、．、頻繁に灰の掻き出しを行いながら，長期間竃を使用していたと推測

される、、．

電土層解説

1　暗　　視　　色lて一一∴プロ、ソク・焼‖三日’・・粘‖三日’一少量．炭

化粒子微量　締　強

ご　帖上ブtJ、ソケ

こう　暗　視　色　口、“－ムプロ、ソク・焼上プロ・ソク・粘‖1号一少量

hl　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼＝位「少軋粘上プロ、ソク微；11：

う　暗　　視　色　焼上プロ、ソク・粘上プロ、ソケ少量，ロームブ

ロック徴最

（i　暗　　視　色　粘上プロ・ソク中量、ロームプロ、ソク・焼上ブ

ロック少量　炭化粒子微量

7　焼上プロ、ソク

8　暗　褐　色　焼上ブロック・炭化粒j∴・枯上プロ、ソク少結

ローム粒子微量

～：）暗　赤　褐　色　焼上プロ・ソク・粘上プロ・ソク少量．ローム粒j’一・

炭化粒子微量

1り　暗　赤　褐　色　焼上プロ、ソケ中量．しトームプロ、ソク・粘‖こ白’・

少量．炭化粒j’l・小礫微量．粘性弱

11暗　赤　褐　色　「ト∴－ブ「「ソケ・焼上ブ［一丁、ソク少量言ハト粒√・微蔓

12　灰　褐　色　焼‖＼白’小結　ローム粒√・炭化粒J’・少；－I：

1こう　にぷい赤褐色　粘上プロ、ソク・焼日詰つ′一小結　ローム粒J′一・歳

化粒J’一少量．締り強

「1暗　赤　褐　色　ロームプロ、ソク・焼巨拉丁一・炭化粒j’・・粘上プ

ロ、ソク少量

15　にぷい褐色　粘上プロ・ソク中量．ローム粒J’・・焼＝位！一少量

締り強

蟻　暗　褐

膵　灰　褐

18　暗　褐

19　灰　褐

2（）Iノミ　　掲

色　ローーム粒J’・・焼上ブロック・粘日章’一少量、炭

化粒Jつ鋸重責∴　粘性・締り強

色　焼巨粒子バー量、ローム粒Jr－・炭化粒JP一少量

色　ロームプロ、ソク・粘＝粒子少量．焼目白∵・炭

化粒子微量　粘性の締　強

色　ローーム粒J’l少量∴　焼日立「微量

色　ローム粒」∴・粘廿日′一少量、焼「粒つ′・微量

ピット　7か所－＿　主柱穴はPl、P∴′1が相当し言策きは‘Il（ト7（五二mである、、P5ほ深さ∠1（うcmで言有壁際中央の竃

に対面する位置にあi主　出入りIl施設に伴うものと考えられる、、P（う・P7の性格は不明であるこ，

P5土層解説

1　暗　褐　色　ロ㌧－ムプロ、ソク少量

ご　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量．粘性強

：う　極暗褐色　ロームプロ、ソク・炭化粒Jr一少結　焼‖11′つつ糾‡L

粘性強

覆土　9層に分層され。第8層は貼床である。レンズ状の堆積状況を示し勺　自然堆積と考えられる．、「

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少：－1；∴焼「プロ、ソク・炭化粒j雄描：　11　黒　配　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量．炭化粒r・・

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粘上プロ、ソク微蔓

：う　黒　褐　色　ロームブUJノク少結　焼日も白’一微［‡1：　　　　　　　5　暗　褐　色　ロームプロ・ソク少量．焼目白′・・炭化粒自微量

ーrH・一一25一一一一



第17図　第606C号住居跡実測図
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第18回　第606C号住居跡出土遺物実測図
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（i　黒　田　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒j’－・机上ブ

し上′ク微量

γ　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少品∵地上粒「・尉ヒ粒子微量

8　暗　褐　色　ロームプロ、ソケ少量焼吊Jつ雄錆∴粘性・締り強

9　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　廃土粒子微鼠　粘性強

′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　・′一　　ノ　ー　　．・　　　　　　　＿′　・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

’・′　　　ノ　′′　′・・　　　　　　　÷　　　　　　ノ　　　　　　ノ、　　　　　　　．・・，

ノ　　　　ー　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′　　′　′　　′、　　　　　　　、　　　　　　　　ノ、．　ノ　′、′　　　　　、　′　　　　　′

：J′：′：．　　　∴　　　　　　　．．　′′．　　‥　′　　　　　′　′．

、　　　　　　ノ　　′　　　ノ　　ノ　　　　・　　　　　　　′　　・・

′　～　・．　　　　　．　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　二　　　　．、

．・　：　　　　　ノ　　　　　′　　′　　　　　ノノ、工こ

番頭種別　器橙恒径器高底径　胎　土　色　調焼成　 手法の特徴　 出土位置
備　　考

減　 土師器　 塚　 服］目せIi　 極右溺粒子恒い橙普通　縁部梱商横ナデ湖面げ軸錮層
腑％詔亀嵩

舗錆巨師器　 塔　極細日の目　　 窯雲母　 恒い褐普通　嫁部内摘横げ痛げ 離紳層
渕％煤付着

減車 師器巨 恒 i e9i 齢 新 二ぷい橙普通纏 篭鸞‡芸底部内北棉床面
30％

淵　 士捕　 球　 融 巨中　　 紘黒磯雲母恒い褐普通　嫁部内滴横げ桶げ極東部床面
40％

渕錮土師器　 中 細回　　　 にぷ中 道纏 畿票謡 賢 中央部欄
測％

淵　 土師器　 塚　恒可　 細　　　　　　 にぷい橙普通　繚部内摘横ナデ　　 離上層
湖％

甜可土師器　 塔　 鵬 恒中　　 黒雲母　 恒い褐普通　舶内浦横げ湖面ナ中 央部下層
鋼％

粥霊巨師器　 棒　恒や中 可　　 赤醜予　庇褐　 普通　嫁部梱面積げ桶ナデ竃内
5％

測器　臓器　 塚　極み中 せ、ラ　　 恒磯駐中こぶ′褐普通　嫁部内摘横げ　　 東壁構内
摘％

均車 車 車　 長石　 貴族　 普通細 禁 馴 体部内隼 離瞳商
ア5％撃
PL2ホ

溝器　土師器　綱 i i摘i　 長石泊雲母褐灰　 普通内浦栂庄痕　　　 東部下層
5％

掴　須恵器　 施　　 恒可　　 長石　 極　　 良好僻的摘口タロナデ　　 穫土中
5％

車 師器回 拍車 車 2 楓 最中 ぶ瀾普通唐霊荒票孟宗内面ナ北東角床面
鱒％撃
被熱痕つ生霊

5車 師器i 婆巨中 3や5 90日石英瀾 iにぷ減褐i普通庫 β梱礪げ㈲ 車朗床面
95％撃
破勲虹PPγ

番可券種いい科　料厚さ！重畳i材　質i　 特　　　　 徴　 ！出土位置備　　考
淵「鍍i触可鍼 部　鵬　　　 鉄　　姦身先乳　茎端部欠損、森閑　　　　　　　　 摘部床面PL媚

．・　　　　　　　′　　　　　′

－　ノ　・・　　’′ノ．　　ノ　　　′

ノ　　　　′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′一　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ハ′　　　　　　　　　　　　　′　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了一　　　　　ノ　　　　　／　・．

ぼ直立しているご

′、　　　　　　　′　　ノ　　′　′　　　　　′　　　　　、　ノ　　′　＿　　　l　　′　－　′　　　　　　　′

込まれている部分にも巡っていたものと推測されるご

一　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　二　　　　′　　　．′′．　削．ノ．′、　　∴　　′

′　：　　　　　　　　　′’　　　　　　　　　　　　　′　　　．ノ．　∴　　　　　　　．．　　′

で∴性格は不明である、＿、

－28－



′　　　　　　　′ノ・　′　　′／′、′バ′、　′、′　′．′l＿　　　′、‥一一　／∴：ノ′．

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソケ中量．焼上プロ、リク・尉ヒ粒自微量

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少－‡L　焼巨匠イ・微量

：i　黒　勘　色　ロームブ［ト・ノ㌢中音∴　締り強

・l　黒　褐　色lJ一一ムプロ、ソク中量

1　黒　褐　色　U－ムプロ、ソク中量　焼出目・・尉ヒ粒自微量

（ミ　暗　褐　色　ロームプロ・ソケ中量

γ　暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量，焼「二粒J’－・尉ヒ粒子微；一妄‡二

8　暗　褐　色　ロームプロ・ソケ少量

！）黒　褐　色　ロームプロ、ソケ少量

ノ　′∴　　′　　　　ノ　　／　′

…当然巨…

腕恥ぼ



遺物出土状況　土師器片277点（杯90，高杯2，嚢185），須恵器片10点（杯2，嚢8），弥生土器片3点，土製

品1点（支脚），石器1点（磨石），石製品2点（双孔円板）が全域に散在して出土している。5040は南壁際中

央部，5041は中央部の覆土下層からそれぞれ出土し，5042は東壁際中央部，5045は南東部の覆土中層からそれ

ぞれ出土している。

所見　時期は，7世紀初頭から前葉と考えられる第606A号住居跡に掘り込まれていることと出土土器から，6

世紀後葉と考えられる。

8⊂：：：：⊃D　　5044
0⊂：二二〕口

第20図　第608号住居跡出土遺物実測図

第608号住居跡出土遺物観察表　（第20図）

○。4。

番 号 種 　 別 券 　 種 口 　 径 器 　 高 底 　 径 胎 　 　 土 色 　 　 調 焼 成 手 　 法 　 の 　 特 　 徴 出 土 位 置 備 　 　 考

5 0 4 0 土 師 器 杯 1 3 ． 8 4 ．8 －
長 石 ， 赤 色

粒 子
に ぷ い 赤 褐 普 通

口 緑 部 内 外 面 横 ナ デ ， 内 面 へ

ラ ナ デ ， 輪 積 み 痕
南 壁 際 壁 溝 内

8 0 ％ ，

P L 2 7

5 0 4 1 土 師 器 高 杯 9 ．3 （ 5 ． 7 ） －
長 石 ，

黒 ・ 金 雲 母
に ぷ い 橙 普 通

口 緑 部 内 外 面 横 ナ デ ， 内 面 へ ラ ナ デ

後 へ ラ ミ ガ キ ，脚 部 外 面 指 頭 圧 痕 中 央 部 下 層
6 0 ％ ，

P L 2 7

5 0 4 2 土 師 器 小 形 整 1 2 ．8 1 8 ． 1 －
長 石 ， 赤 色

粒 子
橙 普 通

口 緑 部 内 外 面 横 ナ デ ， 内 面 へ

ラ ナ デ
東 壁 際 中 層

8 0 ％ ，

P L 2 7

番 号 器 　 種 長 　 さ 最 大 径 最 小 径 重 　 量 材 　 　 質 特 　 　 　 　 　 　 　 　 　 徴 出 土 位 置 備 　 　 考

5 0 4 3 支 脚 （ 1 3 ．5 ） （ 5 ． 5 ） 2 ．9 （ 3 3 0 ） 粘 土 ナ デ ， 指 頭 圧 痕 ， 被 熱 痕 ， 胎 土 に 石 英 ， 長 石 含 む 南 西 部 床 面 P L 4 4

番 号 器 　 種 長 　 さ 幅 厚 　 さ 重 　 量 材 　 　 質 特 　 　 　 　 　 　 　 　 　 徴 出 土 位 置 備 　 　 考

5 0 4 4 双 孔 円 板 2 ． 6 2 ． 5 0 ．3 4 ．0 滑 石 両 面 研 磨 覆 土 中 1 0 0 ％ ， P L 4 5

5 0 4 5 双 孔 円 板 3 ． 3 3 ．6 0 ． 5 1 0 ．3 滑 石 両 面 研 磨 南 東 部 中 層 9 5 ％ ， P L 4 5

第623A号住居跡（第21図）

位置　調査区東部のFllc8区に位置し，平坦部に立地している。

－30－



重複関係　第604号住居，第42号掘立柱建物跡，第1756・1758・1793号土坑，第38号溝に掘り込まれている。

また，当初は1軒の住居跡として調査を進めたが，南・西側を拡張して建て替えが行われていると判断し，建

て替え前を第623A号住居跡，建て替え後を第623B号住居跡として調査を実施した。

規模と形状　長軸3・4m，短軸3・Omの長方形で，主軸方向はN－00である。壁高は，四方の壁がすべて拡張

されており不明である。

床　ほぼ平坦で，壁際を除き踏み固められている。壁溝が西側と北壁の一部を除き巡っている。

ピット　2か所。Plは深さ30cmで南壁際中央に位置し，出入り口施設に伴うものと考えられる。P2は深さ

10cmで西部に位置するが，性格は不明である。

遺物出土状況　土師器片13点（杯7，嚢6），須恵器片1点（襲）が出土している。

所見　時期は，出土土器から7世紀後半と考えられる。

二三： 0　　　　　　　　　　　10cm

－31－

第21図　第623A号住居跡・出土遺物実測図



第鵬風音佳屠跡出土遺物観察表　　第割固）

番号 種 別 極 種恒 径極 高i底 径i 胎　 士 i色　 調 焼成i 手 法 の 特 徴 ！出土位置 i 備　 考

5温Ⅲ 土師器　 輝　 融 日 射　　 長石　　 舶 褐 普通　 縁部梱 醐 ナデ内面げ 覆土中　 恒％

5m 2 須恵器　 塔　 鵬 恒 の3 恒 の射 恒 溜組子 貴族 普如 墜 墜 竺 墾　　 ‾丁 彿 彿 可 読

5m 3 墜 痕 選 ⊥ ニ 士 鯉 十 二　 極 言 「 嘉 普通！タ摘叩き　　　　 極 部床面　 巨聖二＿…

′　　　　・・・　′

位置　調査区東部の野鼠旺　区に位置し　平坦部に立放し等折る。

、　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　′　′　　　．　、　　′　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　　与．

1758el＿7～）2。17t）3号仁兄　第38号溝に握り込まれている、、．

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

ぼ直立している．、一・、

應　ほぼ平坦で　北東部を除　踏み固められぞお酌　壁藩が飽遺構に掘　込まれた部分を除　巡って折る。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′

′　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　′

一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

で。第14、＿1（津封ま竃の掘り方である、一一、、

竃土層解説

且　暗　褐　色　焼士粒子か粘土粒子少登タ　ローム粒子微鼠　粘

性弱　締　強

ご　黒　褐　色　粘巨粒子一少量．ローム粒J∴・焼巨粒千微量．締

り強

3　褐　　　　色　粘土粒子中叢タ　ローム粒子や焼土粒子の炭化粒

子少量夕　締り強

4　褐　　　　色　焼土粒子の粘土粒子中農営　澄－ム粒子も炭化粒

子少量夕　締り強

5　灰　褐　色　焼‖粒子・粘目白’一中量．1ローム粒J’一・炭化粒

子少量夕　粘性強

6　暗　赤　褐　色　ローム粒子の粘土粒子少最多　焼士粒子微量

7　にぷい赤褐色　焼土粒子や鼠　ローム粒子少量夕　粘土粒子微量

呂　極　暗　褐　色　ローム粒子の焼土粒子の粘土粒子少量草　炭化粧

召散量

9　暗　赤褐　色　焼土粒子多量夕粘土粒子中量，ローム粒子微量争

締り強

摘　暗　赤　褐　色　焼土粒子多選，ローム粒子の炭化粒子の粘土粒

子少量

温温　暗　赤　褐　色　焼土粒子中農資　ローム粒子の粘土粒子少量

12　にぷい褐色　焼士粒J∴・粘L粒子中軋　ローム粒J’・少量，粘

性強

1：1赤　褐　色　焼吊白’一多鼠粘出立戸日払　ローム粒子少量，

粘性強

摘　灰　褐　色　粘土粒子中量　ローム粒子ゆ炭化粒子少量　締

り強

15　灰　褐　色　粘‖＼リ一多結　焼日立「中量＼Lトー∴ブtJ、ソケ

少軋　締り強

圧　暗　褐　色　ローム粒j′－・焼‖∵イ・炭化粒j′一・粘日章「少

量．粘性強

膵　灰　褐　色　粘土粒子中量　ローム粒子の廃土粒子少量

は　暗　赤　褐　色　焼1二粒Jつ－量．ローーム粒J∴粘‖位「′吊；∴　炭

化粒子微量

川　灰　褐　色　粘日も白’・多量、ローーム粒J’－・焼卜粒J∴尉ヒ粒

子微巌，締り強

20　褐　灰　色　ローム粒子の粘土粒子少量夕　焼土粒子微量学　締

り強

2＿1灰　褐　色　粘日立戸川㌫　ローム粒J’・・焼日も号・少甘．炭

化粒子微量　粘性の締　強

黒　黒　褐　色　ローム粒J′・・焼‖＼．つ’－・粘吊Il′つ雄描：

23　極　暗　褐　色　ローム粒子ゆ粘土粒子少量，焼土粒子や炭化凝

予微量

錮　灰　褐　色　粘土粒子中量　ローム粒子少最夕　廃土粒子や炭

化粒子教義，締り強

25　極　暗　褐　色　ローム粒j’・・焼目白∴・粘‖こ予つ’一少：一重呈て

ハ、気　　　　　　′、ノ　′　′：た、・一、－、′、′　　　′　　　　′　　′　　　　一　′‥′　＿

′　′／　　′′　　　　　　′　・　　　　　′　　′ノ′　　I　′　　　　　　　　′　　　　　　．．

が，ノ性格は不明である、、．

二　　．∴・′　　　′　　　　　・　　　．ノ．　　　　　　　、．　　ン　　　　　　　　　ノ．　　　　′　　　　′

積と考えられるし、、また，竃の前面に粘土・焼上塊が見られる．二、

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼相可・炭化粒召机吊糾弱　　2　黒　勘　色　ロームブLJ、ソク・炭化粒J’・少量、粘上ブIJ、ソク微
鼠締り弱

・一一一．一一lF32－1－－1・・・l



3　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量，締り弱

4　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量，締り弱

5　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

粘土・焼土塊土層解説

1灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量，締り強
2　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

3　暗　褐　色　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量，粘性強
4　灰　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒

子極微量，締り強

6　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量，締り弱

7　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量，締り弱

5　暗　褐　色　粘土粒子・焼土粒子少量，ローム粒子微量，粘性強

6　灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・炭化
粒子微量，締り強

7　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子少量，ローム
粒子微量，粘性・締り強

遣物出土状況　土師器片107点（杯27，賓80），須恵器片10点（杯2，蓋1，台付長頚瓶1，嚢6）が出土して

いる。5118は中央部の床面から土庄でつぶれた状態で，5117は南西コーナー部の覆土下層から出土している。

13

第22図　第623B号住居跡実測図

－33－
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所見　竃の前面に粘土・焼土塊があり，住居の廃絶時に投棄されたもの，あるいは住居の壁が倒壊したものと

推測される。5117はもともと台付長頸瓶であったが，破損後に椀に整形し，転用したものである。体部の破断

面を打ち欠き，研磨して擬口緑とし，高台の分離した貼り付け部を研磨して丸底状にしている。時期は，出土

土器から7世紀末葉から8世紀初頭と考えられる。

二三‾lll二4

ク／′

／

．1

第23図　第623B号住居跡出土遺物実測図
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第623B号住居跡出土遺物観察表　（第23回）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

5 11 4 土師器 杯 は3 。4］ 2．6 － 長石 赤褐 普通
目線 部外 南棟 ナ デ、内面 放射

状へ ラ ミガキ
北東部中層 2 0％

5 11 5 土師器 林 ［15 ．0］ （2 ．7） － 長石 明赤褐 普通 目線 部外南棟 ナデ 覆土中 10％

5 116 須恵器 蓋 ［13 諸］ （2 ．4） － 石 英，長石 灰 自 普通 天井部回転へ ラ削 り 中央部上層 20％

5日 7 須恵器
台付

長頸 瓶
（11 ．8）

小礫 ，長石 ，

黒色 粒千
暗灰 良好

ロクロ成形，体部上方波状 沈

線 （3 本 1 単 位）・沈 線 ，高

台貼 り付 け

南西角 下層

鴫 桶 自楓 痛

柵繍緋 部上端

を研磨し擬硝化藩

紺離後貼細 ナ翻

磨滅転用カ、PL27

5 1 18 土師器 嚢 23 ．4 （2 7．0） － 石英，長石 明赤褐 普通 口縁部内外面横ナデ，内面へラナデ 中央部床面 8 0％ ，P L 27

5 11 9 須恵器 嚢 ［43 湖 （1 0．4） － 小礫，長石 灰 普通 口縁部下波状沈線（4本 1単位）戒 線 東部中層 1 0％

5 120 須恵器 婆 － （8 ．5） － 長五 黒色粒子 灰 自 普通 外面叩き，内面同心円状当て具痕 中央部中層 5 ％

5 12 1 須恵器 婆 － （7 ．5） － 長石諸 色粒子 褐灰 普通 外面叩き，内面同心円状当て具痕 覆土中 5 ％

5 122 須 恵器 嚢 － （4 ．7） － 長右 灰 自 普通 外面叩き，内面同心円状当て具痕 覆上 中 5 ％

第鵬考健腰掛（第24囲）

位置　調査区東部のF12fこ4区に位置し∴、円甘部に立地している。

重複関係　第606B・606C・607・608号住居に掘i）込まれている。

規模と形状　東酋長は409mでタ　南北長は北側が調査区外へ延びてお軋。mのみ確認できた。形状は方形も

しくは長方形と考えられ，主軸方向はN－00である。壁高はmcmで　各壁と　ほぼ直立している。

第24図　第631号住居跡実測図
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床　ほぼ平坦である。壁溝が西壁から南西コーナー部にかけて確認された。

ピット　2か所。Pl・P2はその位置から主柱穴と考えられる．。

穫蓋　7層に分層される。良好に残存している部分は少ないものの禁　レンズ状に堆積していると推定され，自

然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上粒J’・少量，炭化粒J二・精工

粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロックの焼土ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量，粘性強

・l　極暗褐色　ローム粒J’－・焼‖靖子少量言封ヒ粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロックe焼士粒子少量，炭化凝予微量，

粘性強
6　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼士粒子微量

7　暗　褐　色　ロームプロ・ソク・焼巨粒子少軋　締り強

遣物出土状況　本跡に明確に帰属する遺物はない。

所凰　時期は　世紀複葉と考えられる第6瞞号住居に掘　込まれていることから，それ以前であると考えられ

る。

第闘常住腰掛　第錆図）

位置　調査区東部のFlle9区に位置し．平出部に立地している．

重複関係　第633・634号住居に据i）込まれている。

規模と形状　長軸3。3m，短軸3。2mの方形で管　主軸方向はN…温00…Eである。壁高は42～45cmでタ　各壁とも

やや外傾して立ち上がっている。また　壁が半円筒状に摘cmほど掘り　ぼめられた場所が西砂南壁に2か所ず

つある。

床　ほぼ平坦でタ　壁際を除き踏み固められている。壁溝が北会商壁際の一部にのみ確認された。

竃　北壁中央部に付設されている。焚持部から煙道部までは鮒cmで　壁外へ翫cmほど掘　込んでお酌　磯部幅

は鋸cmである。天井部は残存していない。磯部はロームと粘土で構築されているが　右裾部が第634号住居に

掘り込まれておりタ　左袖部も遺存状態が悪い。火床部は床面とほぼ同じ高さで　火床商は被熟し赤変硬化して

いる。

電土層解説
l　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク・粘上プロ、ソク少紅，炭化粒J’・微量
2　黒　褐　色　焼上ブロック少軋　ロームプロ、ソク・炭化粒J′一・粘上プロ、ソク微量
3　暗　褐　色　ロームブロック。焼土ブロックの粘土粒子少量，炭化粒子微量

ぽッ睦　　か所。P　は深さ舗cmで南壁際中央の竃に対面する位置にあ勘　出入　m施設に伴う　のと考えら

れる。P　は深さ謂cmで　竃前にあ　枝先とは考えにくら　性格は不明である。

穫羞　Ⅲ層に分層される。プロッタ状に堆積し，Å為堆積と考えられる。

土層解説

l　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼吊l「「・炭化物微量

2　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼士ブロック少量，炭化粒子

微量

3　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量，炭化物微量

4　黒　　　色　ロームブロック微量，締り弱

5　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼上ブロック・炭化粒子微量

6　黒　　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

！）暗　褐　色

10　黒　褐　色

11黒　褐　色

12　黒　褐　色

ロームプロ、ソク小姑．炭化粒打微量二

ロームブロック中畳，焼士ブロック微量

ロームブロック少量，焼士ブロック微量

ロームプロ、ソク少量．締り弱

ロームプロ、ソク少量、焼士粒子微量

ロームブロック少量

遺物出藍状況　土師器片且3点　棒墟　嚢の）須恵器片は点　捧娠　盤1長頚瓶1嚢の　灰粕陶器片1

点（碗カ）が南部にやや集中して出土しているがタ　多くが細片で図示できるものは少なかった。灰粕陶器尉ま

北東部の覆土中から出土しているがヲ　時期から判断して第634号住居のものである可能性があり，細片のため

・覧表（表13）に記載した．。
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所見　壁外へ半円筒状に10cmほど掘りくぼめた場所が西と南の壁に2か所ずつ計4か所あり，第634号住居に

掘り込まれている東壁にもあった可能性がある。4か所とも床面は掘り込んでいない。計画的な配置がうかが

え，竪穴住居の壁を支える柱の跡である可能性がある。時期は，出土土器から7世紀後半と考えられる。

こ　　　　　こニ　ー

㌔二

第25図　第632号住居跡・出土遺物実測図
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・・　　ヽ・・　　　′　　　　　　′　′　　　　　　　′　　′　－

番号　種別　器種桓径霹高儀径胎　士i色　調i焼成i手法の特徴！出土位置i備　考
聖恒畢」攣　極細恒可長石蘭鮮明赤褐　普通　緑部内外商横ナデ　　穫土中　極％
聖巨畢」攣　恒摘恒可長石　恒磯橙普通　縁部内外面桟ナデ　　穫土中　極％

尋獅可測十つ錮豊霊料子邑」尋竺卒「‾下部欄宗鐙霊宝
5086　須恵器　婆i　恒可長石　極　　普通恒酬凱内面当て農痕　北西部一一欄巨％

′

ノ　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・

′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　．・

図一鍼○…藍である。壁高は飢～舶cmで　各壁と　やや外傾L等立ち上がり若折る。

′　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　′　　　　　　　′

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

、・・　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′　　　　　　　′　　　　ヽ　　′　′　l　　　　　　　　　　′

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′

璽土層解説

l　暗　赤　褐　色　焼上プロ、ソク中量．ローム粒J′・・枯相可少量．炭化粒召粧㍑　締り弱

2　暗　赤　褐　色　ロームプロッタ中量　焼士粒子の粘土粒子少量　炭化粒子微量

3　暗赤　褐　色　焼土プロッタ多量　粘土粒子中農　ローム粒子の炭化粒子微鼠粘性の締　強

・1暗　赤　褐　色　粘‖八白′・申結　ローム粒j’－・焼上ブロック少量∴　炭化粒召粧㍑　粘性強

にぷい赤褐色　焼土粒子多量　ローム粒子少量　炭化粒子微量

6　暗　赤　褐　色　ローム粒子の焼土プロッタを粘土粒子少選　炭柁粒子微量

γ　黒　褐　色　粘目白’一中量，ローム粒J’－・焼上プロ、ソク・炭化粒J’一少量

8　暗　赤　褐　色　粘出目・多量．U一一ム粒J’一・焼上プロ、ソク少：占　炭化粒子微量∴　締り強

！）黒　褐　色　ロー．－ム粒J’・中量．焼＝位「・炭化粒J’一・粘目白雄描：

川　極　暗　褐　色　ロームプロlソク・粘日日・少甘　旭日＼白′・・炭化粒J′一微賀；：

11灰　褐　色　粘‖拉つ’∴鋸i一呈∴　焼悌白ナー・砂粒申結　ローム粒J′・少量．炭化粒j′・微量つ出′巨締り強

12　黒　褐　色　ローーム粒J当一量．焼日日・・炭化粒J’一少量，粘＝粒子牒昌占　締り強

H　にぷい赤褐色　LJ、一ムプロ、ソク多結　焼目白’・・炭化粒白微量

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　　　′、　　　　　　′、　′　　　　　　　　　　　　　　　′

－　　　　　　　　　　　　　　ノ．　1．′　′　　　　　　　　．′、　，　　　　　′　　ノ　　　　ー

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　ノ′　　　・′

′　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′

し今　径約55cm．深さ15cmの円形で，底面は11臣状である二、

貯蔵穴1土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク少品　焼巨位！・・炭化粒自微量

2　黒　褐　色　ローム粒J’・・焼目白’一・歳化粒J’一微量

3　極暗褐色　ローム粒j’・中鼠　炭化廿少量

・1暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量，焼巨位！一・歳化粒召微量

5　黒　褐　色　鹿沼バミス申私ロームブロック・炭化粒J’・少量．

焼1一二プロ、ソク微量

貯蔵穴2土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ・ソク中量∴　炭化粒J’一少星　焼廿日’・微量．者臣）強

2　恒暗褐色　ロームプロ、ソク・鹿沼バミス少；Ii∴　焼吊打一・歳化粒召粧㌫　締年弱

．　　二　　　′　　　　　　　′一　′　、∴′、　　　　　　リ、′・：ニ　′　′ニノこ　∴′：．．

土層解説

1黒　　　色　焼日章「・炭化物少量∴　ローム粒子微晶∴　締り弱

2　極暗褐色　ローム粒J∴少量．焼巨拉！一・歳化粒J’・微結　締年弱

こう　黒　褐　色　ローム粒戸巨軋　焼「拉了・・炭化粒召持し　締年弱

…∴瀬上…



去

第26図　第666号住居跡実測図（1）
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第27図　第666号住居跡実測図（2）

二二「
0　　　　　　　　　　　　2m

遺物出土状況　土師器片542点（杯167，椀6，高杯14，小形壷19，小形嚢61，嚢230，甑45），須恵器片2点（杯），

弥生土器片20点，石器1点（有舌尖頭器）が北東部と南東部及び竃内からやや集中して出土している。5100・

5102・5104は南東部の床面から出土している。竃内からは向かって左に5107，右に5108が火床面の約15cm上に

正位で並んで出土し，火床面上やや左寄りに5099が逆位で出土している。また，貯蔵穴1内の主に覆土中層付

近からは5091・5093・5094・5098・5101・5103・5106が出土している。

所見　壁外へ張り出す，特異な貯蔵穴（貯蔵穴1）を持つ遺構である。貯蔵穴1内からは土師器高杯や内面に

赤色顔料が付着した土師器杯などが出土している。これらはおおむね覆土の中ほどから出土しており，貯蔵穴

1の東西の壁が途中で段になっていることから判断すると，中間に板などの仕切り（棚）が付設されていた可

能性が考えられる。竃は東壁に付設されており，火床面より約15cm上から土師器賓が並んで出土している。天

井部は残存していなかったが，ほぼ使用時のまま埋没したものであると仮定した場合，二掛け横並び竃である

可能性がある。茨城県内の那珂川以北における切石組みの二掛け横並び竃では，袖幅が50cm以上あるものは二

掛け横並び竃になる可能性があり，支脚が左に位置することが多いことと，左右の嚢の大きさや使用痕跡など

－40－



から左側で米を蒸し，右側で水物を煮るといった機能分化がされていた可能性が指摘されている（樫村宣行「那

珂川以北を中心とする「切石組み竃」の一考察」『領域の研究一阿久津久先生還暦記念論集－』阿久津久先生

還暦記念事業実行委員会2003年4月）。本跡の袖幅（内寸）は約55C皿であり，逆位で出土している5099は支脚

として使用していたと考えられ，左にやや寄っている。また，右側の5108は土師器嚢の体部下半のみであるが，

破断面が摩滅していること，内部に帯状の炭化物付着が認められることから，嚢の体部下半を鍋のように使用

したことが推測される。時期は，出土土器と竃の形態から6世紀初頭と考えられる。

堅88

第28図　第666号住居跡出土遺物実測図（1）

－41－



∴ 0　　　　　　　　3cm

：　；　：

第29図　第666号住居跡出土遺物実測図（2）

第666号住居跡出土遺物観察表　（第28・29図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

10cm

5108

！　　　：　　　！

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

5087 土師器 杯 14．8 5．5 － 長石，赤色粒子橙 普通内外面ナデ 北東部下層100％，PL28

5088 土師器 杯 10．3 5．0 － 石英，長石明赤褐 普通内面へラナデ 北東部下層80％，PL28

5089 土師器 杯 ［13．8］ 4．6 － 石英，長石橙 普通口縁部内外面横ナデ，内面ナデ題北脇下層70％，PL28

5090 土師器 杯 ［12．3］ 5．3 － 石英，長石にぷい赤褐普通口緑部内外面横ナデ 北東部下層60％，PL28

5091 土師器 杯 ［11．3］ 4．5 － 石英，長石にぷい赤褐普通口緑部内外面横ナデ 貯蔵穴1内
60％，内面赤色

顔料付着，PL28

5092 土師器 杯 ［13．9］ 5．1 － 長石 赤 普通内面放射状へラミガキ 南部中層 60％，PL28

5093 土師器 杯 ［11．9］（5．4） －
石英，長石赤褐 普通内面放射状へラミガキ 貯蔵穴1内

45％，内面

券面荒れ
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番号　 種 別 極 橙恒 径座 高i底 径！胎　 士 i色　 調i焼成i 手 法 の 特 徴　 恒 士位置 備　　 考
減鍼　 土瞞　 捧　 序 中 ・且！　 序英 長石 赤　　 普通 内面放射状へラ ガキ　　 貯蔵飢 内 45％
猶猶　 土師器　 堵　 鵬 恒 可　　 石英 長石 赤褐　 普通 痛 放翻太へラ ガキ　　 北東部下層

25％
渕粥　 土師器　 堵　 鵬 i 摘 i　 最石　　 船 褐　 普通 痛 放射状鵜ラ ガキ　　 南離陣層 摘％
開鮮　 士瞞　 埠　 恒 や中 摘 i　 長石　　 船 褐　 普通　 繚部楠 横ナデ　　　 穫土中 鵬湖面器面荒れ
湖　 士瞞　 綱 目 の8 日 を2 巨 石 描戯 誓中 三ぷい褐 普通i卿部外か ラ ガキ棚 へラナデ貯蔵穴 内 リ5％，PL28
車 師器 馴 車 車 中 04 廃 石車 ぷい褐 普通細 豊 横ナデ 鵜 の竃内 9軌道私外面

焼土柑嵐PL28
潤 い 潮 目 撃 つ　 －　 巨如 可　 鍼 巨繍 瀾 中 橘 i普通i脚部桶 へラミ願 の内面へラナデ極紺 床面

腑％
車 師苦　 杯 i 巨 車 6 楓 長石 赤　 普通纏 温浣 浣 ㌫ 轟 蔵飢 内 榊％，外面

煤付着
狙鵬　 土師音　 義　 恒 の5 日 対　　 極 戯 誓母 赤　　 普通 鵬纏的痛 桟ナデ礪 み痕極離路面

9詔五PL28

強空也ヱ上土聖上⊥竺」空っ尋車車謡㌻「孟議 6晦内面器面荒
れ凍色顔料付着狙糾　 土師器　 小形聾巨 も8 巨 両　　 極 戯 塁　 瞞 褐　 普通　 舶 梱面横ナデ滴面へラげ 南東部床面 05％†PL28

狙鵬　 土師器　 小形襲い 66 巨 の中　 両 石英 長石 にぷ瀾 普通　 稼部梱 面接ナデ湖面ナデ 離 下層 05％，PL20
狙鵬　 土師器 棒 形婆　　 恒 郎恒 可 摘戯 誓中 二ぷい褐 普通i内面へラげ 瀾頭痛 瀾魔み痕 貯蔵穴 内

諏％
車 器 楽 回 尋　　　 普通 縁部内摘横ナデ 輪積み 竃内

祁％瀾無私外
面焼土付嵐内面
器面荒れ亨PL29

劉一鵬 土師器 聾 i i（摘 回 石英瀾 巨 褐 普通 豊 謡 芸 濃 鸞 驚 底 竃内 麟梱鑑摘焼
土付嵐内面器面荒
れ濁猷親幾憫

車 摘　 甑 序 車 中 02 廃 着 橙　 普通 頚部指頭庄痕 汀㌦内面器
面荒れ，Pはリ

番号 器　 種 長　 さ 幅 卑　 さ 重　量 骨　　 質 井　　　　　　　　　 微 出蛾 償 い衛　 考

5m 0 有舌尖頭器 練湖 批牒 0．7 払いり十 薗岩 基部を欠く 輌 酢 軒 甑

・′　　′

位置　調査区西部のしつ自）区に位置し言有から北へ下がる緩やかな傾斜地に立地している。、

′　　　　　　　　′　　　　　′

して立ち上がっている－、

床　南から北へ」出自二緩やかに傾斜しており，中央部が踏み同められている、∴

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

火床面は被熱し赤変硬化している、、、

電土層解説

1　黒　褐　色　ローーム粒J’・∵地上プロ・ソク・炭化粒召払㌫　粘性強、締年弱

？　灰　褐　色　焼上ブ［プ、、′ク多量、ローム粒日掛11∴　粘性非常に弱．締年弱

：j　暗　褐　色　L了－ムプロ、ソク・焼上プロ・、ノク少量．炭化物f鋸11∴　粘性強，締り弱

－1　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒召鋸f呈∴　粘性強．締り弱

う　暗　褐　色　ロームプロ、ソク　㍉枯日立千中量

－　′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　ノノ　　′　′　　　　　　　　　一

3（＿）eillで南壁際中央の竜に対面する位置にあり，出入i）Il施設に伴うものと考えられる＿‥、

覆土　6層に分屑される、、「レンズ状に堆積しており。自然堆積と考えられる、二、

土層解説

1　黒　褐　色　し二7－ムプロ、ソク・焼＝位十・歳化粒J’・少甘．粘性弱

2　黒　褐　色　ローム粒子の焼土粒子の炭化粒子少量撃　粘性弱

一一一一．1－4F31－P′一pll



3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量，粘性弱
4　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

5　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　褐　　　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片34点（杯26，嚢4，甑4），弥生土器片4点がほぼ全域に散在して出土している。5046

は南壁際，5047は北東側の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から7世紀前半と考えられる。

第30図　第667号住居跡・出土遺物実測図
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番可種別攣種桓七中温可底径胎　土i色　調！焼成i 手法の特徴　　出土位置備　　考
鍼巨廉 塚　巨用い可 長嵐赤色雛　にぷい橙　普通　打線部内外商げ　内面ナデ　南壁際下層釦％，PL20
漸恒廉 棒　巨鵬可練可 長石　i橙　i普通桓縁部内夕浦ナデ蔓内面ナデ巨路部下層30％
50車師器中 つ錮恒 雲雷；悪霊諺赤褐　普通内面げ輪積み痕　　 穫土中 5％
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覆土　3層に分層される。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量，締り弱
3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量，締り弱

遺物出土状況　土師器片53点（杯15，高杯2，鉢7，嚢29），須恵器片1点（高台付杯），弥生土器片3点が出

土している。5049・5051～5054は中央部から西部にかけての床面から出土しており，特に5051～5053は図示で

きなかったが同種のものと思われる底部片を含めると，4点が一か所からまとまって出土している。

所見　北側の大半が調査区城外にあり，南東側が第669号住居に掘り込まれているため，全容を知ることがで

きないものの，時期は出土土器から7世紀前半と考えられる。5051～5053はほぼ同じつくりで，輪積み痕を残

し，粘土粒を外面につけたまま焼成するなど成形・調整が雑であり，日常使用するものではなく祭祀に関わる

土器である可能性がある。

第32図　第670号住居跡出土遺物実測図

第670号住居跡出土遺物観察表（第32図）

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　の　特　 徴 出土位置 備　　 考

5049 土師器 杯 14．7 3．7 －
石英，窯雲母，

赤色粒子
にぷい橙 普通

口縁部内外面横ナデ，内面ナ

デ
中央部床面

85％，内面器

面荒れ，PL29

5050 土師器 杯 ［12．2］ （3，0） － 長石 赤褐 普通 口緑部内外面積ナデ 中央部中層 5 ％

5051 土師器 鉢 10．1 6．3 5．2 長石，赤色粒子 明赤褐 普通 口緑郡内外面横ナデ，内面へラナデ溜積み痕 西部床面 98％，PL 29

5052 土師器 鉢 9．9 5．7 6．1
長石，

赤色粒子
にぷい褐 普通

口緑部内外面横ナデ，内面へ

ラナデ
西部床面

95％，外面に粘

土拉付着，PL29

5053 土師器 鉢 10．6 5．9 5．1
長石，

赤色粒子

にぷい赤

褐
普通

口緑部内外面横ナデ，内面へ

ラナデ，輪積み痕
西部床面

60％，

PL 29

5054 土師器 尭 － （23．3） － 石英，長石 にぷい褐 普通
口緑部内外面槙ナデ，内面ナ

デ
西部床面

30％，外面煤

付着，被熱痕

－46－



第671号住居跡（第33・34図）

位置　調査区西部のC4b6区に位置し，南から北へ下がる緩やかな傾斜地に立地している。

重複関係　第670号住居と第51号溝に掘り込まれている。

規模と形状　東西長は6・2mで，南北長は北側が調査区域外へ延びており，3．6mのみ確認できた。平面形は方

形もしくは長方形と推定され，主軸方向はN－220－Eである。壁高は12～22cmで，各壁ともほぼ直立してい

る。

床　ほぼ平坦で，壁際を除き踏み固められている。

ピット　2か所。Pl・P2は深さ約45cmで主柱穴と考えられる。

貯蔵穴　径約60C皿，深さ25cmの円形で，南西コーナー部に位置している。土層は単一層で，堆積状況は不明で

ある。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

・一二・ニー 4 7 6 m

2
K

耕　　 作　　 土

1　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

5 2　　 S D 5 1　　　 2　　　　　　　　　　　　　　　 S 1 6 7 0

6
5　　 4　　　　　　　　 3

l

第33図　第671号住居跡実測図

－47－

0　　　　　　　　　　　　2m



覆土　6層に分層される。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量，粘性強

4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量，粘性強
5　黒　褐　色　ローム粒子微量，粘性強

6　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘性強

遺物出土状況　土師器片156点（杯3，聾145，柑6，器台2），弥生土器片2点，土製品片12点（支脚）が出

土している。そのうち，5055・5057～5059は中央部から南西コーナー部にかけての床面から出土し，5056は南

壁際の覆土下層から出土している。また，5057と貯蔵穴の間に直径20cmほどの粘土塊が西壁に寄って出土して

いる。

所見　5056は破断面が摩滅しており，口緑部が破損した後に打ち欠いて調整している可能性がある。5059は「竃

に付随しない土製支脚」である。多くは3～4個を組み合わせて炉で使用するものであるが，本跡からは複数

個体になると思われる破片が出土したのみであり，個体数は確定できず，炉も調査区域内では確認できなかっ

た。時期は出土土器から4世紀後半と考えられる。当該期の住居跡は調査区東部から中央部には少なく，西部

に比較的多い。中心的集落は今年度調査区域よりも西にある可能性が考えられる。

－48－

第34図　第671号住居跡出土遺物実測図
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第繹号住居跡出土遺物観察衷　　第錮圃ラ

番可頂 駅‖隼営恒牒 器可底径中台　土 色　誘恒痢＋ 手法の特徴＋ 恒測纏 「満　考
彿十彿器恒鞍上聖 紺 巨可 踊 橙　　 普通　縁部内面パケ冒後ナデ　 摘部床面極％激減
彿 極 礪 巨項 仕お目儲 上欄溜鏑 船褐 i普通！内面へラナデ　　　 極壁際禰中脇
5車 師中 形整序 あ2 項 掴 橿 欝 にぷい褐回 謂票讐譜豊覧ケ南輌 中 ％朋

淵十摘器「輿十聖 針目 5諸ト臓の緒 にぷ磯 普通内面へラナデ　　　　 極西角床面極％澱諏

番号 器　種 長　 さ 幅　 匝 可 壷 可 財　 嚢つ＋ l特＋ ＋ ＋ 攣 出士位置 備　　 考

5059 支蜘 （†0．0十
項 錮 巨 可 魁

中央部床面 30％タ
被熱痕

ノ

位置　調査区西部の監後嗣区に位置し　商から北へ下がる緩やかな傾斜地に立放し等折る。

重複関係　第2001号十坑に握り込まれている、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

傾して立ち上がっている、一、．

′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′

きれる、－

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　　　・・　′

）ノ　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

電土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　灰　褐　色

5　暗　褐　色

（う　暗　褐　色

丁　暗　褐　色

ローム粒√‥址土粒守一微量

焼「ブロック中量，ローム粒J’一・歳化粒j’一少量．締り弱

tJ－ムブtJ・ソケ中量∴　焼上ゾU－ソク・炭化粒召糾IL　粘性強．締り弱

地上ブしいノケ・粘目白’・中；I；∴　しトーム粒召粧㍑　粘性弱．締り強

焼上プロ、ソク多量、炭化物・帖上位イ・少㍑　粘性弱

焼上ブLJlノク小結　ローム粒J’・・炭化粒J’l少量．精一「牛強・締り弱

ローム粒子中農撃　焼土粒子微量

ピット　7か所、I－）1、FI‾）∴‖お朱き58、70（、nlで日i穴と考えられる、I－）5つ当うはそれぞれ深さ17cl臣と25enlで勺

・．　．′ノ　　　　　　　′　′　　　　∴　　　ノ　　，　ノ　　′　　－　′！　′ノ　　ノ　．　　　　ノ

ナ一部に位置するが性格は不明である．。

′′　　　　　　　　ノ　　　　　　　　′　′　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

ノ　．・　　　　　　　　　．′　　　　　　　　　　　′　　ユニ　　　　　　　　　　　　　　　、・′　　　′

えられる＿∴

貯蔵穴土層解説

1暗　褐　色　ローームプロ、ソク少量．焼目白’一・歳化粒自微量

2　明　褐　色　ロームプロ、ソク多量，締り強

，　．　　　　′　　ノ　　‾　　　　　′　　　．ノ・！　　　　　　　　′　　　　′　　′　ノノ　ー　　　′　　一　　′．　二　′　′

－　　　′　　　　　　　　　　′　′　　　　　／　　　一∴　ノ　．′　　　　　′′／　　・．　　　　．　　′　　　′．’′′J　・／

′　′、・ノー　′ノノ　ーノ　　′．　　　　′ノ＼一　一　　．、′′　　．．・　′ノニ・・′′　ノ

土層解説

l　黒　　　色　ロー一一′、粒Jつ故量

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少；Il：

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

1　暗　視　色　ローーム粒J’一′レ量

5　黒　褐　色　ロームブロック中量

（う　極暗褐色　ロームプロ・ソク中量．焼「斗1つ’－少量
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第35図　第672号住居跡実測図（1）
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第36図　第672号住居跡実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　　1m

遣物出土状況　土師器片267点（杯133，嚢110，甑23，ミニチュア1），須恵器片4点（杯2，嚢2），石製品

1点（紡錘車）が出土している。5060・5061・5063～5067・5070・5074・5075は中央部から北東部にかけての

床面から，特に5064は5065の上に重なった状態で出土し，5076は南西部の床面から出土している。これらは住

居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　多数の食膳具が出土しており，当該期の土器様相をとらえるうえで良好な資料といえる。また，遺棄さ

れたと考えられる床面出土の遺物のうち，食膳具と煮炊具は竃にやや近い北東部付近から出土しているのに対

し，紡錘車は対角の南西部から出土しており，住居内の空間利用の一端が推測される。時期は土師器杯が黒色

処理を施したものが目立ち，偏平化の傾向を示していることから，6世紀後葉と考えられる。

－51－

第37回　第672号住居跡出土遺物実測図（1）



第38図　第672号住居跡出土遺物実測図（2）

第672号住居跡出土遺物観察表　（第37・38図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　　 考

50 6 0 土 師 器 杯 15 ．0 3 ．5 －

長 石 ，

赤 色 粒 子

に ぷ い 赤

褐
普 通

口緑 部 内 外 面 横 ナ デ ， 内 面 ナ

デ 後 放 射 状 へ ラ ミガ キ
中 央 部 床 面

1 00 ％ ，焼 き

割 れ ，P L 30

50 6 1 土 師 器 杯 14 ．6 4 ．3 － 長 石 に ぷ い 褐 普 通 口縁 部 内 外 面横 ナデ ，内面 ナ デ 中 央 部 床 面
90％，底部内面刻

書「×」，PL30・42

50 62 土 師 器 杯 14 ．0 4 ．1 － 長石，赤色粒子 橙 普 通 ロ縁 都 内 外 面横 ナデ ，内面 ナ デ 東 壁 際 下 層 90％ ，P L 30

50 63 土 師 器 杯 14．0 4 ．3 － 長 石 に ぷ い褐 普 通 口縁 部 内外 面 横 ナ デ ，内面 ナ デ 北 東 部床 面 100 ％ ，P L 3 0

5 06 4 土 師 器 杯 13．7 4 ．2 － 長 石 にぷい赤褐 普 通
口緑 部 内 外 面 横 ナ デ ， 内 面 ナ

デ後 放 射 状 へ ラ ミ ガ キ
北 東 部 床 面 90％ ，P L 3 0

5 06 5 土 師 器 杯 13．5 4 ．4 － 長 石，黒 雲母 にぷい赤褐 普 通
口縁 部 内外 面 横 ナ デ ， 内 面 ナ

デ後 放 射 状 へ ラ ミ ガ キ
北 東 部 床 面 95％ ，P L 3 0

5 06 6 土 師 器 坤こ 1 3．6 3 ．5 － 赤 色 粒 子 にぷい赤褐 普 通
口緑 部 内外 面 横 ナ デ ， 内面 ナ

デ 後 放 射 状 へ ラ ミ ガ キ
北 東 部 床 面 8 0％ ，P L 30

5 06 7 土 師 器 杯 ［14 ．1］ 4．5 － 石英 ，自雲母 黒 褐 普 通 口 緑部 内外 面 横 ナ デ，内 面 ナデ 南 部 床 面 3 0％

50 68 土 師 器 杯 ［13 ．0］ （3．9） － 赤 色 粒 子 橙 普 通 口縁 部 内 外 面 横 ナ デ，内 面 ナデ 覆 土 中 3 0％

50 69 土 師 器 珂こ ［14 ．2］ （3．8） － 長 石 橙 普 通 ロ緑 部 内 外 面横 ナ デ，内 面 ナデ 覆 土 中 3 0％

－52－



射り種 別！音 穫桓 径極 高極 径i胎　 土極　 諦i焼成　 手法の特徴　 恒旺離日 備√頂

椚 恒 廉 塚 恒 宜車 の可　 序英濾蟻中 ぷい橙 普通 口縁錮外商横ナデ内面ナ中 央部床面極％

酌 巨 廉 棒　 鵬 恒 可　　 長石溜雲母恒 い褐 普通　 嫁部内浦横ナデ痛 ナデ穫土中　 極％

う樟2　士師器
捧 持の… 可　 霊葺 母タにぷい綱 普通完慧票豊富警霊是認霊 濃 蘭翻 中層 諏％

肌 巨廉 婆　　 恒 も射恒 中 離蟻拗 恒 噛褐普通内浦ナデ　　　　 東壁際中層極％

うり71　士帥器
東 i 朋　 の璃 漂 舶 褐 回 鑑 孟孟宗 へラ ガキ車 東部床纏 霊砦霊禁状

1（号う　士師器
甑　 錆声 0… 招 漂 母 にぷい橙 普通臓 膵臓横ナデ　 北舶 床面 粥％謬L霊

番号i霹穫 擾攣中日中京す区竃 i材　 質 i　 特　　　　 徴 恒旺離日 彿√頂

5併6 紡錘車 長与 目撃 「蒜下請 蔚岩ヵ　恒薗研磨資側薗放翻東の調整撃乳周辺に擦痕 璽轡摘車摘

ノ　　　　′

・・・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

・・　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　ノ　　′　　　　　′′ノ　．′　　　　　　　　　ノ′　　、

′′　　　　　　　　　　　　　　　　　′・・　　　　　　　　′

床　ほぼ、臣！蔓である．、、－

′　　　　　　　　　・．　　′　ノ　ノ　′　ナ　ノ　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　ノ／　′

土層解説

1　黒　　　色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク中量
こう　暗　褐　色　ロームブU、ソク中量

遺物出藍状況　土師器片緒産　琢凱高台相棒結器台勘碧眼　ニヂュア旺須恵器片軋在　庫射高

′　　　　　　　　　　　・・・　　　′′　　　　　　′　　　　　　′　′′　　　ノ　　　　　　′　　　　　′

5077

壷閂㌔
′‘二一・・・、一　　　　　′　　′．′
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散在していた破片が接合したものである。

所見　耕作による撹乱で遺存状態が悪く，ピットも確認できなかったが，時期は出土土器や主軸方向などか

ら，5世紀後半と考えられる。

第40図　第673号住居跡出土遺物実測図

第673号住居跡出土遺物観察表　（第40図）

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　 の　特　徴 出土位置 備　　 考

5077 土師器 聾 ［15．2］ 20．1 5，7

長石，

黒雲母，

赤色粒子

にぷい橙 普通

口緑部内外面パケ目後横ナデ，内

面へラミガキ，底部内面へラナ

デ，休部下端パケ目後へラケズリ

中央～南西

部覆土上～

下層

30％

第674号住居跡（第41図）

位置　調査区西部のC4al区に位置し，南から北へ下がる緩やかな傾斜地に立地している。

重複関係　第2028号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　西側が調査区域外へ延びており，南北長5・3m，東西長3．3mのみ確認できた。形状は方形もしく

は長方形と考えられ，主軸方向はN－280－Wである。壁高は12～18cmで，各壁ともやや外傾して立ち上がっ

ている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

覆土　2層に分層されるが，覆土は薄く堆積状況は不明である。

土屑解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量 2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量，粘性弱

遺物出土状況　土師器片17点（柑1，器台1，嚢15），須恵器片4点（杯2，嚢2），縄文土器片2点，弥生土

器片2点が出土している。細片が多く，図示できるものは少なかった。須恵器片は耕作により混入したもので

ある。

所見　遺構の多くの部分が調査区城外に延びており，全容をつかめなかった。混入した遺物が多いものの相や

器台，パケ日調整の施された要が出土していることから，時期は，4世紀前半と考えられる。
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第41図　第674号住居跡・出土遺物実測図

第674号住居跡出土遺物観察表　（第41図）

0　　　　　5cm

3　　ヒ：こことここ∃

可　　　uI

0　　　　　　　　　　　　　2m

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

512 3 土師器 柑 ［13．8］ （5 ．1） －
石英，長石，

赤色粒子
にぷい橙 普通

口緑部内外面 ・体郎外面パケ 目

後へラ ミガキ，内面へラ ミガキ
覆土 中 10％

第675号住居跡（第42・43図）

位置　調査区西部のC4al区に位置し，南から北へ下がる緩やかな傾斜地に立地している。

規模と形状　南北長は8．3mで，東西長は西側が調査区城外へ延びており，7．0mのみ確認できた。形状は方形

もしくは長方形と考えられ，主軸方向はN－Ocである。壁高は42cmで，各壁ともほぼ直立している。

床　耕作により撹乱されており，遺存状態が悪い。緩やかに南から北へ傾斜している。

竃　耕作により撹乱されており，火床面の一部のみが確認できた。
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覆土　6層に分層される0撹乱されているものの，レンズ状に堆積していると推定され，自然堆積と考えられ

る。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，締り弱

3　黒　褐　色　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量，粘性強，
締り弱

4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　褐　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微
量，粘性弱

6　褐　　色　ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

遺物出土状況　土師器片187点（杯39，高杯3・賓145），須恵器片23点（杯6，高台付杯1，蓋1，尭15），縄

文土器片5点・弥生土器片11点，陶器片9点，磁器片2点，鉄製品1点（不明鉄製品）が出土しているが撹乱

により混入したものが多く，本跡に伴うといえる遺物は少なかった。

所見　時期は5082や住居の主軸方向・形状などから，6世紀前葉と考えられる。

第43図　第675号住居跡出土遺物実測図

第675号住居跡出土遺物観察表　（第43図）

0　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　の　特　 徴 出土位置 備　　 考

5078 土師器 均こ ［16．0］ （3．の － 石英 明赤禍 普通 ロ緑部内外面へラミガキ 覆土中 20％，内面

券面荒れ

5079 土師器 杯 ［15．8］ （4．9） － 長石，黒雲母 赤褐 普通 ロ緑部内外面・内面ナデ 覆土中 20％

5080 土師器 椀 ［11．8］ （5．2） － 黒・金雲母 赤褐 普通
口緑部内外面横ナデ，内面ナ

デ後へラミガキ
覆土中 20％

5081 土師器 鉢 － （3．5） ［5．0］ 長石，金雲母 赤褐 普通
内面へラナデ，外面へラケズ

リ，底部外面木葉痕
覆土中 5％

5082 土師器 高杯 ［15．扇 10．6 ［9．3］ 石英，赤色粒子 明赤褐 普通 外面ナデ 南東角下層 50％
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P4土層解説

蓬　明　褐　色　ローム粒子多義芦　締り弱

．　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　′　　・、　′ノ．　　　三　、　　　　　　、　　　　　一　′　　一

が北壁側がやや高くなっている．、＿－、

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒j’・・焼士粒J′一・炭化粒自微量

2　暗　褐　色　ロームプロ・ソク少量．焼博打・微量

3　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量，焼＝粒子・炭化粒自微量

tl　暗　褐　色　ローム粒召鋸違
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られる，。

土層解説

1暗　褐　色　ロームプロ・ソク少結　焼工粒J’一・歳化粒召散量
ご　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少＿軋　焼上粒自微量

：う　黒　褐　色　ロームブロック少量．焼士粒J’・・炭化粒召粧軋　粘性弱

4　黒　褐　色　ローム粒子微量夕　粘性の締り弱
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第44図　第495号住居跡・出土遺物実測図
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第495号住居跡出土遺物観察表　（第44図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　　 考

5 1 24 須 恵 器 高台付杯 14 ．0 4 ．5 8．3 小 礫 ，長 石 灰 普 通
底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， 高 台 貼

り付 け
南 西 部 床 面

100％，逆 位，

焼 き割 れ，益

子産 カ，P L 31

第510号住居跡（第45図）

位置　調査区中央部のE8g9区に位置し，西から東へ下がる緩やかな傾斜地に立地している。

重複関係　第493号住居跡を掘り込み，第42号溝に掘り込まれている。

規模と形状　南北長は約4．5mで，東西長は西側を第42号溝に掘り込まれており，東側は斜面部のため立ち上

がりを確認することができず，1．2mのみ確認できた。主軸方向は不明で，壁高は10～20cmである。

床　ほぼ平坦である。

覆土　2層に分層されるが，覆土は薄く堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量，粘性弱，締り強

遺物出土状況　土師器片18点（杯2，嚢16）が出土している。5125は北側の覆土下層から出土している。

所見　遺存状態が悪く，規模・形状などを把握することができなかった。時期は6世紀前葉と考えられる第493

号住居跡を掘り込んでいることと，出土した土器から8世紀代と考えられる。
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第45図　第510号住居跡・出土遺物実測図
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5温25土師器
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土層解説

〔）暗　褐　色　焼上プロ、ソク【帖∴　ロームプロ、ソク・粘欄つ’・少結　締り強
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第46図　第602A・B号住居跡実測図
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したI二に構築されている．、、ニ

電土層解説

1　暗　褐　色　ロームプロ、ソク月軒十粒子・炭化粒J∴・粘「粒子少量

2　暗　褐　色　ロームプロ・ソク・粘上プロ、ソク1日㌫　砂粒少量．粘性・締り強

：1暗　褐　色　粘上プロ、ソク申結　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’・少：‾f呈：

11暗　褐　色　ロームブロック・粘上プロ・ソク出し　焼上ブロック・砂粒少量言封ヒ粒自微量

5　暗　褐　色　ロ一・一ムプロ、ソクl国主∴　粘上ブロック・炭化物微量

（う　暗赤褐色　焼l＿プロ、ソク乳量，ロームプロ、ソク・炭化物・灰少量．締年弱

7　暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量．焼士ブロック・炭化粒子少量

8　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒‾f一・粘土プロ、ソク少量

！）　暗　褐　色

lL）暗赤褐色
11暗赤褐色

12　暗赤褐色

1：う　黒　褐　色

111暗赤褐色

15　暗赤褐色

l（う　黒　褐　色

17　暗　褐　色

18　暗　褐　色

1！）暗　褐　色

粘「プロ・ソク申軋　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’・つ砂粒少量

焼土ブロック机呈∴　尉ヒ物・吠出し　ロームプロ、ソク・粘上プロ、ソク少量、粘性胤　締り弱

焼＿I二プロ、ソク鋸量呈∴　ロームプロ、ソク中計．炭化粒J’一少量

焼土ブロック中；圭呈∴　炭化粒j’・・ローム粒J’・・粘土プロ、ソク少量

粘土粒子少量∴　ロームブロック・焼十プロ、ソク・炭化粒子微量

焼上プロ、ソク中量∴　ロームプロ、ソク・炭化粒r・粘い拉1一微量

焼上プロ、ソク針結　ロームプロ、ソク微量

ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・粘上ブロック少量，炭化粒自微量、粘性・締り強

焼上プロ、ソク・粘‖位√少量∴　ロームプロ、ソク・炭化粒子微量，粘性・締り強

粘土ブロック・焼上ブロック少鼠　ロームプロ、ソク・炭化粒子微量

粘目白’一中量．焼上ブロック少量，ローム粒J’一・炭化物微量．粘性・締り強

2（）褐　　　色　ロームブロック多量．焼上プロ、ソク少量，粘日立「微量

21黒　褐　色　「7－ノー、ブロック中結　焼上ブロック・炭化粒J’・少量

22　暗　褐　色　し了－ムプロ、ソク小結　粘上プロ、ソク少＿軋　粘性強

′　　　　ノ′、・　・′＼．、、　　　　　　　′、、　　　　　J．　　　　　　　′　　′ノ、　　　′　．　　′、　　′

′、　　、　　　′・′　一　　　　・　　　　′　　　　　∴′　一　′三　′　一　　ノ　　′、ノ′．．．′、．、　　′　′′、′　　　．

′．・：　、　　　　’．　′　′ノ∴　　′　　′　′　・　　、′　．・′　　　　．、！　ノ　　・　　　　　　．　：

′　∴こ、　ニ・　′　′　　　　　′　　　　′　′′ノ　：　　．　′　　ノ　　　　　　・．　　　　　．　′．

ナ一部に位置しているが，ノ性格は不明である、、l、

・・　　　　、　・′　′　∴、　．ノ　　ン　　　′、ノウ　　　・・′・　　　　　ノ　′′ノノ　′；′．．ノ　　　　　二．・′、′．

＼、′　、．　　　　′・′　」、　．　ノ　′一　′′，　　　′′　↓′　　　′ノ　　ー、′　′．′′ノ　′∴、∴′・∴　　　　ノ　′、．′．

積と考えられる．。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’1・焼吊、打・微量

？　黒　褐　色　焼U粒千少量∴　ローム粒千微量

こう　暗　褐　色　粘上プロ、ソク中量．焼巨粒子・少芸－L　ローム粒J’‥

炭化粒子微還

Ll　黒　褐　色　焼＝粒子少量，ローム粒J’・・炭化粒Jつ散轟二

5　黒　褐　色　焼上粒子少量，炭化粒石微量

（う　暗　褐　色　ローム粒j’一・焼目白つ数量

7　細目暗褐色　ローム粒子少量

8　暗　褐　色　ローム粒J「・少；：I呈二

焼土塊土層解説

1暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソクー帖；∴　炭化粒Jつ鋸吏呈∴　柿周弓

2　暗　褐　色　ロームブロック多軋　焼上プロ、ソク・炭化粒J’一微量．締り弱

3　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼＝粒子多‾＿L　粘士粒J’・小結，炭化粒J’一少量，粘性強、締年弱

Ll　暗　褐　色　粘上プロ、ソク中鼠　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒子少量

′′′′　　ノ、，．　．・／・／′‘　ノ・、：　′－l・　　∴′．＼ノ　仁　王、∴　′　L．、√′　・く、　ノ、．：・′、′　′、／

一・、、　一ノ　　′‘一　こ、　′・ゝ、！∴／　　′′　ノ‥　・言ノ‘　∴、くナ　　ノ　　ノ′　　　一．ん　，′・：ノ　　、‾ノ、，′▼　ネ／

．ノ　了∴　乾く7′㌧　　　′　一ノ・′　′．Il・言‘　　ノ　‾　′て′　′　ノ∴　′′．・！∴ソ．i′！．　′　ノ　′′幸一く　ハノ′、．J

I∴した破片が接合したものであるご

／＼Jい′工′′酌、′　　′′′　い　＼′’㌧∴十∴‾∴．．‘∴ソ二　．仁子・：′′・′J′、ノ，、′ノ、’．ハ／ら′ノ、∴∴　ソ∴　7ノ・′

窟される。廃絶時期は　出土土器から　僚艦前葉と考えられる。
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三二＿二二＝二⊃
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Q　　0
5142

0　　　　　　5cm

し：　F
第47図　第602B号住居跡出土遺物実測図

第602B号住居跡出土遺物観察表　（第47図）

0　　　　　　　3cm
！　　：　　！

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

5126 土師器 杯 ［11．2］3．5 － 自雲母，赤色粒子橙 普通口縁部内外面槙ナデ P4付近下層25％

5127 土師器 杯 ［12．8］（4．5） － 長石，自雲母にぷい橙普通ロ線部内外面横ナデ，内面ナデ南壁際中層20％

5128 土師器 杯 ［12．3］（3．6） － 赤色粒子 にぷい橙普通口緑部内外面横ナデ，内面ナデ南壁際下層20％

5129 土師器 杯 ［13．2］4．3 － 赤色粒子 にぷい橙普通口縁部内外面横ナデ，内面ナデ東側下層 40％

5130 須恵器 杯 ［13．4］4．3 ［4．6］
石英，長石，

黒色粒子
灰黄 普通

底部回転へラ切り，内外面ロ

クロナデ
覆土中 10％

5131 須恵器 杯 ［11．6］4．4 5．0
長石，

白雲母
褐灰 普通

底部回転へラ切り，内外面ロ

クロナデ
北壁際上層

50％，新治産，

PL31

5132 須恵器高台付杯 － （2．7）［7．2］長石 灰 普通
底部回転へラ切り後高台貼り

付け
覆土中 25％

5133 須恵器 董 15．8 3．7 － 小礫 灰 普通天井部回転へラ削り後つまみ接合竃左脇中層100％，PL31

5134 須恵器 蓋 15．5 3．9 － 石英，長石灰自 普通
天井部回転へラ削り後つまみ

接合

竃右脇上層，

Pl内
70％，PL31

5135 須恵器 蓋 ［15．0］（1．5） － 自雲母 灰白 普通内外面ロクロナデ P4付近下層10％，新治産
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番可 種 別 器 穫 招 径 器 覇 冨 竃 胎　 土　 色　 謂 焼成　 手 法 の 特 徴　 出土位置　 備　 考

狛罰　 須恵器 「 藍 巨 高 車 可　　 紘 赤色桁 極　 普通 天井部手持ちへラ削　　 覆土中　 恒 ％

5は　　 須恵器 紳 ［鵬 （3e9　　 長石　 暗灰　 良好 内浦 ロタロナデ　　 東側中層　 完霊 監 然

狙謂　 須恵器 高塚 恒 ゆ中 の中　　 濃石　 恒 如プ窯 繍 内浦 口タロナデ　　 舶 下層　 峨輌 柚

狙諦　 土師器 嚢 恒 里 長 埜 」… 二 ！相 識 雲母極 褐 i普通桓舶 梱礪 ナデ酎捌 細 覆土単　 極 ％

番号極 牒 i長 中 細 中 … 再 議 序 ＋ 可 樽 徴 i‾‾‾…‾出土位置！備　 考

5温40 十王 埜斗辛目 の五十議 「 緻主　 上蒜 逐墾∵ PLJl

番号極 牒 極 きi 幅 匝 き極 壷i材　 質！　 特　　　　 徴 i出土位置 i備　 考

5且射i 銀 恒細 恒も張恒 識 恒戯 i 鉄 i箆被部カタ鍍身の茎部欠損筆問不明 極部下層 iPと48

5142 刀子 「髭郎 0．リ 如 軋 鉄 i茎部片ヲ刃部欠損学問不明 西部中層

第醜考健腰静　第媚の鯛固）

′、′　ノ　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′

．一　　　∴　　　　　ノ　‘′　　　　　　　　、．′　．ノ　′　　t．・レ　　　′　　　　　・・、、．′

まれている、。

′　　′　　　　　ノ　　　　　・・′　　′　‘一　　　　　、　、′　　　　　　′・′　′　　－　∵′・

′　一　′　　′　　′－ノ　′　　　　　一′′′　　　－　　′　′　　　　　　′1　　　　ヽ　′′

ノ、．1′′・　一、　　　、′、　　　ノ　　　′　　、′′‘　　′　、ノ　′一　′　言　　′　　　　．

、　、　　　　・・　・．、ノ　　　　　　　ノ　　　　1′　　　　　．　　　　　、

・　　　　　′′、ノ′　　ノ　　　′

′　　′　・・　　　′　二ノ　′　、　′　、．ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　，　　　　　′．、′　　　　・・

－　　　′′　　Y∴　′　　　一　へ′　　　　　　　′　　二　　　　　　　・一‘、一　　　　′ノ．′　　′∴′・　′　　　′

シ′　ノ　　′′、　　ノ　！ノ′　　′‘′、′・′ノ′　　　′・′　′′　　ノ　　　　　　∴∴　　　．・ノ．．　　　・ノ

床面は被熱し赤変種化している、二、

電土層解説

1極　暗　褐　色　ローム粒J’1・焼巨粒イ‥抽出打一微量

2　黒　褐　色　尉ヒ粒J’・・粘‖1可少量・ロームブロック程錆呈∴　粘性強

：う　極　暗　褐　色　焼欄し子中一一iL　ローム粒J’一・粘輔と守一微量

一一1暗　褐　色　焼I二粒子・粘上粒守・少量，ローム粒召錆芸二

5　灰　褐　色　焼巨拉！・少軋　ローム粒J’一・粘巨粒子・微結　粘性強

（i　極　暗　褐　色　ローム粒J’・・焼悌′守一少量．締り弱

7　暗　褐　色　焼悌′守・炭化粒J’・・粘‖障子少量．ローム粒描紺．粘性強

8　黒　褐　色　焼日日一・精日日・少私　ローム粒自微量

9　暗　赤　褐　色　焼士粒子多量夕　粘土粒子中量

1（1黒　褐　色　ローム粒J∴焼輔と千日封じ粒J’・少軋　粘性強

11尿　黄　褐　色　粘上プロ、ソク多鼠　焼上プロ、ソク微軋　締り強

12　黒　褐　色　粘出立戸畑軋焼上プロ、ソク少軋　ロームプロ、ソク・炭化粒J’一微量．締摘i

13　吠　黄　褐　色　粘上プロ、ソク多軋　ロームプロ、ソク・焼十ブロック微危　締り強

「1褐　　　　色　ロームプロ・ソク中量，粘巨粒子少量．締り強

15　黒　褐　色　ロー一一ムプロ、ソク・焼上ブロック・尉ヒ粒J∴粘廿日∵微量．締吊蚕

用　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・粘I二粒J’・少結　焼上プロ・ソク微量．締り強

17　にぷい黄褐色　粘廿日∵多結　ローム粒J’・・焼廿1千・尉ヒ粒召粘I∴　締り強

は　黒　褐　色　焼上プロ、ソク・粘「粒子少量．ローム粒召持し　締り強

1〔）黒　褐　色　ロームブロック・焼i二プロ、ソク・粘悌汀少軋　尉ヒ粒召鋸呈∴　締摘i

′　　　　　　1日　ノノー　′て．　　　′、、　　′‾　、、．．　リご一一　　　ノ．、′　一′．．．

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量言封ヒ粒召射i∴　締年弱

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒J㌧少軋　締り弱
：j　黒　褐　色　ロームプロ、ソク中量．炭化粒J’一少結　締i）弱
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遺物出土状況　土師器片196点（杯34，高台付皿2，鉢1，高杯3，嚢156），須恵器片13点（杯7，高台付杯

1，盤1，嚢4），灰粕陶器片2点（短頸壷1，長頚瓶カ1）がほぼ全域に散在して出土しているが，多くが

覆土の上層から中層にかけて出土しており，住居の廃絶後の流れ込みと考えられる。その中で5154は南東コー

ナー部の床面から，5150は竃内から出土している。また，火床面奥からは，下から5156・5153・5147・5155が

重なった状態で出土し，それぞれ被熱していることから支脚に転用していたものと考えられる。

所見　時期は，竃内の出土土器から9世紀後葉と考えられる。5149は体部が内攣して立ち上がり，口緑部が外

反する椀形を呈するもので，岩瀬町堀ノ内窯跡出土資料のうち上野武臣氏所蔵品に類例が求められ，本跡の時

期にほぼ符合するものである。

第48回　第604号住居跡実測図
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′　　ノ、　　二㌦いノン　′　　　．　　′

番号種別極橙im径極高極饉i胎　士i色　調i焼成i 手法の特徴 i出土位置i備　考

5摘土師器　中 細i車 扇温 唇瀾普通讐監豊底部内面穫土中i鵠％

狙舶土師器　捧　 回 摘め離農轟 にぷい橙普通豊欝霊漂部内面伽．．‾穫鯛　唇

別離須恵器　塔　拍・8　…ザS　 iにぷい黄車纏霊豊麗方恥ラ削娠‾竃内　 宗豊慧

凱媚須恵器　塔恒・扇　机巨も中欄長石恒い褐序段　部纏へラ切娠酸化炎焼成北壁際上層恒％澤は

車 恵器高鍋車中 車 2監予灰　 良好欝纏へラ切後納貼り縮欄i翻％謹む凱

車 師中 細はe中 の　 靡 石車ぷい橙普纏霊譜後高鍋馴 ！謝％瀾熟痕

別狙　須恵器　盤　　 恒の　　 紘黒色断褐灰　普通舶纏へラ切後高餓酬穫土中　棒％

はま師器　婆恒も中細　　 恒瀧冊明赤褐　普通　縁部梱繍丹楠へラナ中央部中層恒％

狙消土師器　婆　　 拍車 8i雷雲漂着車ぷい褐普通内面へラナデ　　 竃内

別封巨師器　婆i i紹摘巨　擁拓瀾恒齢褐普通痛へラナデ　　　 極東角床商車％被熱病

狙嶺　土師器　嚢　　 恒可　　 拓泊雲母赤褐　普通桓デ勝頼鋸瞳頭揃竃内　　職被躯

狙溝　土師器　聾　　 恒可　 恒嘉踊橙　 普通内面へラナデ瀾積み痕　竃内　極瀾熟痕

車輌器短類義　 回　　　 匿プ回内郷タロげ　 穫土中

狙溝卵臓器軌i iは可 i禁子警隻灰良好内郷グロナデ　 覆土中ト％蹴産

′

ノ

重複関係　第腑　の消音佳屠跡を掘　込んで折る。

親機藍形状　東商濃は0mで　南北藻は北側が調登区外鴨延びてお酌　かmのみ確認で　た。紗際は方形も

、　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ノ

床　ほぼ辛j里で。壁際を除き踏み回められている＿、、

一　　　　　　　　　　　　　　　・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　ノ　　　　′　　　　　・・　　　　・′ノ

出入り口施設に伴うものと考えられる、、

・′　　、一　　　／／′′　／　’′　′　　　　　　　　　ノ　　　　　・・

土層解説

1暗　褐　色「トムプロ、ソク・焼「粒守少量，炭化粒Jナ・・机上　（－i　極暗褐色　ロームプロ、ソク・焼日章1・少量．粘性強

粒子微義　　　　　　　　　　　　　　　　　7　黒　褐　色　ロームブロック少量夕焼士プロッタ微量

2　黒　褐　色　ロームブし「ノク・焼上ゾt」、ソク少量．炭化粒J’・f鋸；：　8　暗　視　色　ローーム粒J∴中量．焼上位1㌧・炭化粒J′1射－i：

：1黒　褐　色　ローームプロ、ソク・焼上了、ロ・ソク少量．炭化物微量　　～）暗　褐　色　ロームプロlソク小結焼日出・少量．炭化粒招致

・1暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼悌1千少量、炭化粒日放量　　　　　　　　　　＿壬L　締周蚕

5　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ・ソク・炭化粒J’l少量　　10　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少軋　焼工粒J′・極微量

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′

．　　　　　′　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　・一′・　　一　　　．　　　ノ

′　　　　　　　・′　　　　　　∴　一　　　　　一　　　．　　　　　　　　　　　　′　　　　　‥　　　　　　　　　1、　　　　　′

で，51＿5〔）・5′‾l（．Hは覆圭下層から出上している＿＿＿、

′　′　　　ノ　　　　　　　　′　　　　　　　　　∴　‥・′てJ　一　∵人・了　　′・′

′　　ノ　　　ノ・′・　言　；　　　　　　　′　　　　′J　了ニ∴、∴！′　′　　　．′　ノ　　′二

‘　′　　′　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　、　′　　　　　　　∴・

である．－、

一一68－－・



第50図　第607号住居跡・出土遺物実測図
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第51図　第607号住居跡出土遺物実測図

第607号住居跡出土遺物観察表　（第50・51図）

廿
0　　　　　　　　　5cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」　　」

番号種　別券　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

5159土師器珂こ－（4．0）－自雲母にぷい赤褐普通口綾部内外面槙ナデ，内面ナデ南西角下層30％

5160土師器杯［12．3］3．8 －赤色粒子橙 普通口緑部内外面横ナデ 覆土中40％

5161土師器杯［12．1］3．8 －赤色粒子明赤褐普通口綾部内外面椀ナデ，内面ナデ覆土中40％，PL32

5162土師器杯［10．0］（3．2）－窯雲母，赤色粒子にぷい橙普通口緑部内外面横ナデ，内面ナデ覆土中40％

5163土師器杯［10．6］3．8 6．6自雲母赤褐普通口綾部内外面積ナデ，休部内外面ナデ覆土中40％

5164須恵器土不11．6 4．0 5．0小礫，石英，長石灰黄褐不良底部回転へラ切り 南壁際下層95％，PL31

5165須恵器巧こ15．7 5．1 5．0黒色粒子褐灰普通底部回転へラ切り 南壁際床面
90％，内面漆

付着，PL32

5166須恵器杯［10．4］4．2［3．0］長石 灰自普通底部不定方向へラ削り南側床面30％，内面器面荒れ

5167須恵器杯［11，6］3．1［7．0］石英，長石，窯雲母黄灰普通底部不定方向へラ削り南西角中層20％

5168須恵器蓋［14．0］（2．0）－長石 褐灰普通天井部回転へラ削り 酉壁際中層20％

5169須恵器蓋［13．5］（1．3）－長石 暗灰普通ロタロナデ 覆土中10％

5170須恵器長頚瓶－（6．0）－長石，黒色粒子黄灰普通ロクロナデ 覆土中10％，外面自然袖

5171土師器嚢［20．2］（6．0）－
長石，

赤色粒子にぷい褐普通
口緑部内外面横ナデ，内面へ

ラナデ，外面へラ削り
覆土中10％

5172須恵器嚢－（4，7）－石英 褐灰普通外面叩き，内面同心円状の当て具痕覆土中10％

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

5173紡錘車（3．3）（1．9）0．8（3．9）滑石全面研磨，側面・下面鋸歯状の線刻 覆土中20％

5174不明3．5 2．4 1．5 18．6 滑石全面研磨，双孔（両側から穿孔，表裏面外側に擦痕）西側床面PL45

5175 叙4．8 2．1 0．2 4．62 鉄無柄ヵ 南部中層PL48

第609号住居跡（第52・53図）

位置　調査区東部のFlld7区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第623B号住居跡を掘り込み，第625号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・4m，短軸3・2mの方形で，主軸方向はN－120－Eである。壁は四方とも掘り込まれてお

－70－



i主　壁高は不明である、、，

床　ほぼ平出で．壁際を除き踏み固められておi主　壁溝が北壁の一一一…▲部を除き周回している。

竃　上部構造の痕跡はないが　北壁のやや東寄附二壁清が遜って齢ない部分があ娠　士層の観察と合わせてヲ

この部分に竃があったものと推定される。、

。ッ　　　号′・詳　ニ　∴こ＼）′：㍉∴㍉言上．′二　一　∵∴！′ごレニ′チ′声一一‾、，読　ノ∴・）1　′‥上　一′二、ィ．′′　ノ二　二　ノ．

・十／読∴　　八′－′物が多く　一．∴　二二∴′′、！7ノら：晶∴一∴の一二ノ、．く一気ノへ、÷′議の・l工．∴－ノ∴ノつ′し／、了′；／／「．で／ノ′、．

P2は深さ24cmで∴南壁際の竃に対面する位置にあを上　出入l＝つ施設に伴うものと考えられる。＿r

Pl土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼しこプロ、ソク・炭化物・粘土ブロック微量

2　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック少量，ロームプロ、ソク微量．締り弱

3　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼1二ブロック・炭化物少量，粘土プロ、ソク微量．柿i）弱

・i　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・炭化粒J’一少量，焼士粒守一微量．締年弱

5　褐　　　色　ローム粒J’・・粘上プロ・ソク中＿景∴　締i）弱

P2土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量．焼土粒自微量 2　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量．締i）強

覆土　5層に分層される。レンズ状の堆積状況を示し，自然堆積と考えられるこ、

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子・焼巨拉了・少量．締i）強　　　　　　　　・1　極暗褐色　焼十粒f・・粘土粒千l恒妄蔓∴ロームプロ、ソク・炭化粒

2　極暗褐色　ローム粒J’・・焼出自つ鋸毒し　締り強　　　　　　　　　　　　　　　　J’一少量，粘性強

3　暗　褐　色　ローム粒戸上景∴焼悌Hl・炭化粒J’・・粘悌白’l少lf呈：　5　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量

第盤図　第瞞号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片15点（杯3，椀2，嚢10），須恵器片5点（杯2，要3），出土している。5177はPl

西側の床面から，5176・5178・5179は覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。

第53回　第609号住居跡出土遺物実測図

第609号住居跡出土遺物観察表　（第53図）

5179

0　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

5176 須恵器 】不 ［12．9］ 3．8 ［7．3］ 石英 黄灰 普通 底部回転へラ切り 東壁際下層 25％

5177 土師器 嚢 － （7．7） 7．0
石英，長石，

赤色粒子
明赤褐 普通 体部外面へラ削り P l西脇床面

10％，外面炭化掛

焼土付乱放熱痕

5178 須恵器 襲 － （9．1） － 石英 灰自 普通 外面叩き，内面同心円状当て具痕 南壁際下層 10％

5179 須恵器 嚢 － （6．3） － 長石 灰褐 普通 外面叩き，内面同心円状当て具痕 中央部下層 10％

第610号住居跡（第54・55図）

位置　調査区東部のF12e2区に位置し，平坦部に立地している。

規模と形状　東西長は4．0mで，南北長は北側が調査区域外へ延びており，2．8mのみ確認できた。形状は方形

もしくは長方形と考えられ，主軸方向はN－80－Eである。壁高は31～36cmで，各壁ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，壁際を除き踏み固められており，壁溝が調査区域内を巡っている。

ピット　3か所。主柱穴はPl・P2が相当し，深さは約30C皿である。P3は深さ23cmで南壁際中央にあり，

出入り口施設に伴うものと考えられる。

覆土　6層に分層され，レンズ状の堆積状況を示し，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック多量，炭化粒子少量，締り弱

2　黒　褐　色　ロームブロック中呈，炭化粒子少量，締り弱

3　黒　褐　色　ローム中ブロック中量，炭化粒子少量，締り弱

4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，締り弱

5　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微

量，締り弱
6　黒　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片214点（杯34，皿1，鉢1，嚢178），須恵器片16点（杯9，高台付杯1，盤1，蓋1，

控鉢2，高盤1，賓1），縄文土器片1点，石器1点（砥石）が，中央部から南東部にかけての床面から10－

15cm上に集中して出土している。図示した遺物のうち5180－5182・5184・5185がこれにあたり，5183は南西

－72－



コーナー部の床面から出土している。

所見　前述したように床面上10～15cmのところから遺物が集中して出土しており，これはおおむね覆土第1層

と第2層の境目にあたる。住居廃絶後に第2～6層が堆積したあとのくぼ地に投棄したものと考えられ，時期

は9世紀中葉から復業と判断される。また，床面出土の5183は9世紀中葉ごろのものと考えられ，これらのこ

とから本跡は9世紀中葉ごろに廃絶したものと考えられる。

」二二二二二二

第54図　第610号住居跡・出土遺物実測図
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鍔
リ　　　　　　　　ノ　′　　ノ

0　　　　　　　　10cm

転義器器器意義器器器器器』

′　　　′　　　　ご　ン′′．’．　　　ノ′　　　　　一

離車陸別極種持径i器高i底径！胎　士i色　調i焼成i手法の特徴i出土位置i備　考

別離　須恵器　　盤齢幻恒や中銅棒英長石極　　普通　部纏へラ削後高地摘け軸部欄i渕％諸は

狙再恵器捏鉢 可も中英長石暗灰　回底部摘機方向へラ削　摘部下層慧芸濃豊も

5車恵器唇恒巨項㌘隼
狙鋸　須恵器　高盤i

中の可　 石英瀾灰　普通内郷タロナデ

狙鋸　須恵器　　婆 巨細！　極雲母　巨ぷい橙普通桶叩摘南幌隅の当て農痕東壁際か・官層極％

番可器橙長　さ堅庚蔓逗曇上覧蔓⊥二二吏＝二二二車「…手話遠苧茹竃

狙鏡　　砥石†コ．0聖上望逗聖」璧」垂逐＝＝二二二二「「嘉前市議

／一　一　　　　、

位置　調査区東部のFはI12区に位置し，、印朝日二立地している、＿、、

重複関係　第36号溝に握り込まれている、、．

、　　　　　　　　　　　′／ノ・′．′二　　　　　．　．　　　　　、、′′．′．　　　　：　．′′　′　　㌧・C

も外傾して立ち上がっているJ

床　ほぼ、上田で一巨央部が踏み伍lめられている。〕

′　　　′．′　′　　　　′　　ノ、　つノ、′∴－・　　　　．　　　　′　′、・！′　∴ノ　ー・ノ　ハ′　、′　て

ノ∴　　′・了　　　　　・′′　　　　′一　　　′、‘、　ノ　　　　　．′　′　　、ウニが　こく・、－　．・　．　′　′′．．ノ

′二て了J一′′．、′了　′．′　′　　′－′、．　　′′′　・′′．．∴、．′・　　　　　　ノ　、、．′、′　′、′．・　一′、′′．、

碩化している。

電土層解説

l　黒　褐　色　ローム粒十焼上ブロック・炭化粒子粘廿日’一f鋸一呈：

2　暗　褐　色　粘目白’・少星　ロームプロ、ソク・焼目白’一・歳化

粒J’一微量

：う　暗　褐　色　ロームブロック・粘巨粒子少量．焼‖粒子・炭化

粒子微量

・l　黒　褐　色　ロームブロック・焼一上プロ、ソク・炭化粒自微量

7　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少結　焼巨粒子一・歳化物微量

8　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼目白’一・歳化粒J′・少：li：

〔）暗　褐　色　焼上プロ、ソク・粘「プロ、ソク少量．ロームプロ、ソ

ク・炭化粒自微量

10　暗　褐　色　焼土プロ、ソク中鼠　ロームブロック少量∴　炭化物

微‡f呈二

5　暗　褐　色　焼巨位イ・少；iI∴ローム粒子炭化粒子瑞‖二粒自微量　11暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック中量．炭化粒j’・・

（i　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼目白’一・粘上プロ、ソク少量．　　　　　　　　　　粘＝粒r微量

炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　12　黒　褐　色　ロームブロック・粘上プロ・ソク・砂粒：少；重；：

…－7‘－′‥1一一



13　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土粒子・15　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土プロツ

砂粒少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク・炭化粒子・砂粒少量，締り強
14　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少

量，粘性・締り強

ピット　Plは深さ38cmで，南壁際中央の竃に対面する位置にあり，出入り口施設に伴うものと考えられる。

覆土　7層に分層され，各層にロームブロック・焼土・炭化物を多く含んでいる。また，床面上に焼土塊が散

在しており，住居廃絶時に投棄されたものと推測され，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量　4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量，締
2　暗赤褐色　焼土ブロック中呈，ロームブロック・炭化物少量，　　　　　　　　　り弱

締り弱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　ロームブロック

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量，　6　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
締り弱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片282点（杯35，高杯1，嚢245，甑1），須恵器片37点（杯14，高台付杯2，蓋9，嚢

12），石器5点（砥石），石製品1点（沈子），鉄製品1点（釘），椀状揮1点，焼礫1点が出土している。5186・

5188・5190・5205は床面から，5189・5192・5195～5199・5201・5204は覆土下層から出土している。

所見　5188は内面が磨り減っており，漆が薄く付着している。漆を塗る際にパレットとして使用したと推定さ

れ，口緑部付近に筆を整えたものと見られる痕跡がある。他にも5192～5194の転用硯，5198～5202の砥石など

特殊な遺物が多く出土しており，工房的な性格が推定される。時期は9世紀前葉と考えられる。

克2h2望
A

第56図　第612号住居跡実測図
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第57図　第612号住居跡出土遺物実測図（1）
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第58図　第612号住居跡出土遺物実測図（2）

第612号住居跡出土遺物観察表　（第57・58図）

⊂＝フ
5206

0　　　　　　　　　　　10cm

0　　　　　　　　　5cm
上　　　：　　　！

ロ罰
□

5205

番号 種　 別 器　種 口　径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　 考

5186 土師器 杯 12，4 4．4 8．0 石英，金雲母 にぷい黄橙 普通
底部外面不定方向へラ削り，

底部内面一定方向へラミガキ
南東部床面 100％，

PL32

5187 須恵器 杯 ［13．4］ 3．9 7．1 長石 灰 普通 底部回転へラ切り 竜内中層 40％，益子産ヵ

5188 須恵器 高台付杯 ［14．4］ 6．2 8．0
小礫，長石，

白色針状鉱物
黄灰 普通 底部回転糸切り後高台貼り付け 竃左脇床面

70％，底部内面研

磨傾付着，PL32
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第削骨佳屠渉出土遺物観察衷　　第㍍療開園ラ

番号　 枠　 用 i券 種 im 径極 高！底 径i 胎　 士 i色　 調i焼成i 手 法 の 特 徴 ！出土位置 i 備　 考

封榊　 須恵器
輌 i 拍 車 も 石英瀾 灰　 普纏 回転へラ切 後高油 牛 鬼部下層！警 蕾 ［語警

封リ0　 須恵器
回　 国　　　 褐玩　 良好i欝 纏 へラ切 後高油 車 東部床商は漂 ㌫霊台

凱鋸　 須恵器 盤 恒 ゆ幻恒 も中 細 長石窯雲母 貴族　 普通 底部纏 へラ切 後高鍋 輔 車 東部一服 極射 憾

封里　須恵器 尋 ＝ 巨 王 事 宗 達 ＝ 経 歴 空 空 攣 率 孟 極 恋

対頂　 須恵器
盤　 回　 監 予 灰　 良好細 転鵜ラ切 後高台貼り 酋壁際”ム上層は 霊 荒 さ

畠山　 須恵器
蓋 施 中 温i 楓 庭石 旋　 回 義棚 転へラ削り

吊り5　士帥器
婆 回 は可　　　 にぷい橙 普通纏 内外面接ナデ 内面中 東部下層i摘％

狙粥　 土師器 嚢　 鵬 恒 扇i　 摘戯 鷺　 明赤褐　 普通　 縁部梱 商横げ 恥 ラナ中 央部下層　 減

封樟　 須恵器
整 序 頼 頼　 黒色粒子 灰　 良好 内郷 タロげ　 南部下層

番号極 牒 序 可 幅 i厚 さi養 叢i樹　 質　　 特　　　　 徴　 i 出土位置 i 備　 考

5且98日航 込 止 聖 捷 吏 重 工 垂 ヨ 車 重 二 二 二 二 「 司 嘉 司 義

狙鱒日 経 陣 中 を釦巨 中 細 ラ　石英斑岩 踊 南　　　　　　　 極射腔層恒 4√∵

5封臓日 航 巨 ・9 日 ol 恒 の項 絹中　 砂岩　 砥離 癖　　　　　　　 南部中層 恒 割れてい私軋媚

5鋪温日 航 捷 辻 堂 逗 吏 重 工 垂 ヨ 車 重 二 二 二 二 「 司 嘉 司 義

5鋪望 砥右 璧 止 曇 ⊥ 聖 上 憂 捷 垂 ヨ 垂 逐 二 二 二 二 二 「 「 猿 茹 「 蒜

うごりJ 沈子 両　 刃　 可　 摘　 軽石　 緑に刻みか所溝 か所は義郎 裾 に鋸 覆土中 i㌘m購

5封摘 焼礫 聖 上 聖 上 隻 逗 女 工 垂 ＝ 蜃 吏 二 二 二 二 二 二 「 薄 嘉 訂 笹 遠 議 義

5205 釘 線 Fラい さ4　 ぉ中 の釦　 銑　 基部を祈 曲げて頭部を作る濁鵬 を欠　 西側床面 iPL 藍 三 三

番号！器 穫 極 き！ 幅 i厚 さ極 量　　　　 特 徴 i 出土位置 備 考

5封媚 椀状津 恒 あの 封お8 恒 畑 野中 老磁 完乳 豪商茶褐色 地暗褐色タヰ一・一部首灰色を里す 極 西部上層i

′

、　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

重複関係　第飢骨佳膚跡　第㍍骨藩捗を掘　込み　第観音佳屠　第膵開音土塊　第消暑井炉に掘　込まれて

いる∴

規模藍形状　違酌のm　短湘6mの長方形で　室軸方向はN…　0…Wである。壁高は8cmで　各壁と　や

や外傾して立ち上がっている、一、．

床　ほぼ、臣世上l恒夫部から北側が踏み出められている－

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

土層解説

鼠　極暗褐色　廃土粒子少量タ　ローム粒子微量

二　極暗褐色　ロームプロ、ソク微結　粘性強

二号　恒暗褐色　ロームプロ、ソク‥暁上粒守・・炭化物微量つ出生強

－1暗　褐　色　ロームプロ・ソク微量

う　極暗褐色　ロームプロ、ソク・焼巨拉イ・・炭化粒J’－・粘1二粒召錆L　粘性強

′　　′　　　　　　　　　　　　　　　一　　・・　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　ノ

′　　　　　　ノ　　　′　　、　　　　　′　　　　一

F一一一78－－一一一．－r



所見　5208は体部外面に「囲上」と読める墨書があり，これと同様の墨書土器が第619号住居跡から出土して

いる。出土土器は10世紀前葉に比定されるものであるが，同様の土器が出土している第615号住居に掘り込ま

れていることから，時期は10世紀前葉の中の9世紀寄りになると考えられ，第615号住居への短期間での住み

替えが推定される。

0歌純。
第59図　第613号住居跡・出土遺物実測図

－79－
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′　　　　　　′　′　　　　　　∴　　ノ

番号　種　別極種恒径i器高極径i胎　土i色　調i焼成i 手法の特徴 i出土位置i備　考

5207　土師器
巨 巨車 中 5 石英瀾 橙　 普適齢 慧農禦羞底南部床面i粥％諸L黒

52梱　士師器
中 を車中　 石英潤 にぷい橙普通内郷グロげ

5錮　　土師器
椀恒　 の可　 石英長石にぷい橙普通纏監禁 讐綽部床面ト％

うご用　十師器
椀i i紹濾車 2 石英瀾 赤　 普通慧㌫豊覧欝豊 舶床中 ％

記1†　工師器
椀は車 中 9i芸者車ぶ鳩車纏 摘転糸切後高地柑南東嫡纏 欝

削り器橙序き！幅匝き極量！材　質i　 特　　　　　 徴 ！出土位置i傍考
5飢2　　釘いさ2巨8恒諸日用！銑 ！基部を折り曲げて頭部を作る i南部床面！

毀臓　　釘圧時巨温恒識恒磯i 銑　上郷膵臓げて頭部を作る亨先端部を欠く極部床面i

5封目　　釘 紅潮 0．5恒詔恒潮 銑 i基部ゆ先端部を欠く 南部床面i

5飢　　　釘 ィ．0 1．1 03日の犯 銑　上郷膵臓げて頭部を作る 南部床面

第馴　考健贋跡　第醐㊧飢脚）

′・　　　′′　　　′　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

重複関係　第（i13・616の机7号住居跡を掘り込んでいる。－、

′　－′　　′′　′　ノ　　　　　′

もやや外傾して＿立ち上がっている、一、．

．　　　　　　　　‘　　　　、∴　・　′　　　　　　　　　　′　ノ／

′　′ノ　ー　ノ　　′　′′　ノミ　′、　．　ノ　　　′′　　　・一、、　，、、　　二　′　′．・　′　　　　′′　　、′

′　　　′　　　、　　　ユ・’　、　′′　∴　．．／′．・ン　′　　　′　　′∴一！′．、一′、、ノ　　　4ノ．

′′　ニ　　′・／　′′．り、　′′、・‾　′′一　′・’′ノ′　ソ′′′　ノ・・・　　′　′　、・二！了′、、・・三　　十

′′′一‥・′．′、・ノ　∴　　　′　　　　ノ　　′　′　　一　′ノノ、／ノ　′・・－：′　・・′　　　′　　　　　′・ノ′　　　．　′　′，－

ノ　′・　′．′．ノ′ん′　ノ、《一　　　　∴ノ　　　　　′′　　．′ノ、，工広告∫　ノ　㌔了　　　、、．てJ

電土層解説

1暗　褐　色　粘土ブロック出し　ローム粒j′一・焼上位丁・・炭化

粒子微量、締り強

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼1∵プロ、ソク・炭化粒J二・粘上

粒子微鼠　締iH蛮

：う　黒　褐　色　粘土ブロック出し　焼上プロ、ソク少量，ロームプ

ロ・ソク・炭化粒召榔凱　締り強

11暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・炭化物・粘上プ

ロ、ソク少量

5　暗　褐　色　焼上プロ、ソク・炭化粒J’・・粘上プロ、ソク少量，

ロームブロック微量

（う　暗　褐　色　焼十粒子・炭化粒丁一・粘l二粒J’一少量．ロームプ

ロ、ソク微量

7　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼「粒子・・炭化粒J’1・粘十粒j’・

微最

8　極暗褐色　粘日へ白’中量，焼巨粒子・ローム粒j’・少量　粘性
強

さ）極暗褐色　粘巨拉丁一申＿鼠　ローム粒J二少量．焼十粒j’‘・炭化

粒子微量，粘性強

10　黒　褐　色　炭化物少軋　焼上プロ、ソク微量．締り弱

11脚注赤褐色　炭化物小結　焼上ブロック少鼠　締年弱

12　暗赤褐色　焼出自’中量言封じ粒J′一少量．締り弱

13　暗赤褐色　焼上プロ、ソク少量．炭化粒子微量∴　締り弱

了、‘′′　一、　！．．、′　′′　′　　　ノ、′　．、．、‘‾′　一ソノ・／．ノ′・′．．・）

ノ　、っ、′　　ニく’′、′　　　′、　ニ／′立　′　　　　′　ノ　　ノノ　　　′／、二′　　一、・、、、′．ノノ　ノ．

積と考えられる。

1－－180－－一一p



土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
黒

黒

黒

極

暗

褐　色　ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量，粘性強

遺物出土状況　土師器片437点（杯102，椀3，嚢332），須恵器片32点（杯17，盤1，蓋1，嚢13），灰粕陶器

片2点（碗1，長頸瓶1）が出土している。土器は竃内から多く出土し，そのほとんどが第6層よりも上層か

らのもので，竃の崩壊後，あるいは破壊したあとに廃棄されたものと推測される。図示した遺物のうち5216・

5218～5220がそれにあたる。覆土中から出土したものは上・中層のものがほとんどで多くは細片であった。

所見　ほほ同時期と思われる第613号住居跡を掘り込んでいるため，時期は10世紀前葉の中でも後半になると

考えられ，第613号住居跡からの短期間での住み替えが推定される。5216は体部外面に「井」と刻書され，5217

は墨書があるが，文字は不明である。灰粕陶器片はいずれも細片で図示できなかったため，一覧表（表13）に

記載した。

第60図　第615号住居跡実測図
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第61図　第615号住居跡出土遺物実測図

第615号住居跡出土遺物観察表　（第61図）

「甘
5217

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　 考

5216 土師器 坪 ［13．0］ 3．8 7．6 自・金雲母 にぷい橙 普通 底部回転へラ切り 寵内

60％，体部外面

刻書「井」・煤付

着．被熟痕，PL33

5217 土師器 杯 ［14．0］ （1、の － 自雲母 にぷい橙 普通 内面へラミガキ 覆土中
5％，休部外面

墨書「ロ」

5218 土師器 椀 － （3．0） ［8．0］
石英，長石，自

雲母，赤色粒子
赤褐 普通

底部回転へラ切り後高台貼り付

け，底部内面一定方向へラミガキ
竃内 10％

5219 土師器 襲 18．0 29．6 ［8胡
長石，

白・金雲母
明赤褐 普通

口緑部内外面横ナデ，内面へ

ラナデ，底部外面へラ削り，

輪積み痕

竃内

70％，体部外面

煤・炭化物付嵐

被熱痕，PL33

5220 土師器 斐 ［20．5］ （26．0）
長石，

白・金雲母
赤褐 普通

口線部内外面横ナデ，内面へ

ラナデ
竃内

30％，休部外面

煤・炭化物付鼠

被熱痕，PL33

第616号住居跡（第62・63図）

位置　調査区東部のF12fl区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第617号住居跡，第37号溝跡を掘り込み，第613・615号住居に掘り込まれている。

－82－



規模と形状　長軸3・25m，短軸2・65mの長方形で，主軸方向はN－20－Eである。壁高は11C皿で，各壁とも

やや外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で中央部が踏み固められている。

竃　北壁に付設されているが，西半分は遺存状態が悪く，袖部も確認できなかった。焚口部から煙道部までは

90cmで，壁外へ30cmほど掘り込んでおり，袖部幅は90cmほどと推測される。天井部は残存しておらず，袖部は

砂質粘土で構築されている。火床部はほぼ床面と同じ高さで，火床面は被熟し赤変硬化している。

寵土眉解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒微量

2　灰　黄　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　にぷい黄褐色　炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量

4　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量
5　極暗赤褐色　炭化粒子少畳，焼土粒子微量，締り弱

ピット　Plは深さ14C皿で南壁際にあり，出入り口施設に伴うものと考えられる。

覆土　7層に分層される。ブロック状に堆積しており，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　極暗褐色

2　極暗褐色
3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　極暗褐色
6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量，締り強
ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量，締り強

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第62図　第616号住居跡実測図

∈
く〇

ぐり

着
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遺物出土状況　土師器片103点（杯22，椀2，賓79），須恵器片21点（杯12，高台付杯1，蓋1，鉢1，瓶2，

嚢4）が出土している。南西部から中央部にかけての床面や覆土下層からやや多く出土しており，少し離れた

場所の破片が接合することから，住居廃絶時に南西方向から投棄したものと考えられる。

所見　5222は内面に墨が付着しているが，器面は磨り減っていない。5223は底部内面が研磨されており，使用

状況の一端がうかがえる。時期は8世紀中葉と考えられる第617号住居跡を掘り込み，10世紀前半代と考えら

れる第613・615号住居に掘り込まれていることと出土土器から，9世紀前葉と考えられる。

／

第63図　第616号住居跡出土遺物実測図

第616号住居跡出土遺物観察表　（第63図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　　 考

5 22 1 須 恵 器 珂： ［13 ，6］ 4．7 7 ．2 長 石 灰 黄 褐 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り後 ナ デ 南 壁 際 下 層 4 0％

5 22 2 須 恵 器 蓋 － （3．1） －
石 英 ，長 石 ，

金 ・白雲 母
黄灰 普 通 天 井 部 回転 へ ラ削 り 覆 土 中 2 0％ ，

内 面 塁 付 着
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番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位置 備　　 考

522 3 須恵器 鉢 ［34 ．0］ 20．1 ［14 ．6］
長石，

黒雲母
黄灰 普通 体部外両叩 き・内面ロクロナデ 南東 ・東部

床 面～下層

30％ ，底 部

内面磨滅

522 4 土師器 要 ［23 ．4］ （16．5） － 石英，長石 にぷい赤褐 普通 口緑部内外面横ナデ，内面へラナデ 中央部下層 15％

第617号住居跡（第64・65図）

位置　調査区東部のF12el区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第37号溝跡を掘り込み，第615・616・619号住居，第64号井戸に掘り込まれている。

規模と形状　南北長は3・Omで，東西長は西半分が第619号住居と第64号井戸に掘り込まれており，2．7mのみ

確認できた0形状は方形もしくは長方形と考えられ，主軸方向はN－80－Eである。壁高は20～24cmで，各

壁ともやや外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で中央部が踏み固められており，壁溝は他遺構に掘り込まれた部分以外を巡っている。

竃　北壁の東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは100cmで，壁外へ50cmほど掘り込んでおり，袖

部幅は110cmである。天井部は残存しておらず，神都は砂質粘土で構築されている。火床部は地山を30cmほど

掘り込んだ部分を炭化物を含む土で埋め戻した上にあり，火床面は被熟し赤変硬化している。

第64図　第617号住居跡実測図

－85－



寵土屑解説
1暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量　　4　明赤褐色　焼土プロッタ少量，粘性弱
2　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量　　5　極暗赤褐色　炭化物中量，焼土粒子少量，締り弱
3　灰黄褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック・炭化材微量　　6　黒　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子微量，締り弱

覆土　5層に分層される。ブロック状に堆積し，層内にロームブロックを不均一に含むことから，人為堆積と

考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子少量，締り弱

4　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片211点（杯23，高台付皿4，賓184），須恵器片16点（杯9，蓋5，嚢2），石器1点（砥

石）が出土している。5225は中央部，5229は北東コーナー部の床面からそれぞれ出土している。5230は竃内の

覆土中層，中央部の床面，南壁際の覆土上層から出土した破片が接合したもので，土層の堆積状況と併せて，

＼－う

1

5 2 2 8

→

l

くュ　5231
第65図　第617号住居跡出土遺物実測図
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一　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　ノ　　　　′ノ

ると流れ込みと考えられる、、

所見　出「十器の時期は。床面から出上した5225e5229が8世紀中葉，覆土卜層から出上した522（うは9世紀後

一：′′．・　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　・・′　　′　　、　一　′　　　　一．・′　　　　′

ほ近隣の遺構からの流れ込みであると判断され，時期は8匪紀中葉と考えられる．、二、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　・・　　　　　　‥、

酎十種別極湖中㌫可器高極径胎　ま斗免　訴恒はi 手欄の特徴＋日蝕服 備　　考
髭質　須恵器　塚　目の5日対　せ5 小磯夕凝着i貴族 ！普通恒摘転へラ切り　　 極嫡欄10両完PL33
5車 師器i高鍋中 扇巨車 釦畿轟 にぶ減褐普通纏踪豊票禁新盤部下層7り％，

PL∴3
崇7　須恵音　義　　 恒郎！ 小磯諸可妖＋ 「摘区堀鵬再㈲）＋ 「料彿 渕％
尋 欄中磯年中可 … 霊轟 にぷい褐普通匿 内外南棟ナデ内面纏 南壁5啄桶雛嵐

被継浮と33
髭車 師器　登恒 触郎i 慧漂着学橙　 普通！禁内浦機ナデ桶瑞光薬効床面

温5％

尋 繍可 整序中項 霊霊；悪霊謡暗赤褐普通唐 内浦横ナデ内海鵜靡 蒜至芸20％，外面
煤付着

離‥器橙上覧項目幅　軽可遺墨材　質！　 特　　　　 徴 出士位置 備　　考
削り　断 「服つ臓項ア逐日憫 凝鵜　 上踊摘 束壁際中層PL寸7

′

位置　調査区東部のfつ2dl区に位置し，、神川吊二立地している、、－、

重複関係　第（Ht）号仕居跡，第37号溝跡を袖口）込んでいる、、

．、　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　．′　二　　　　　　　　　　　　　　　　　、′ノ∴　　　　　、　　、　　　′′

もほぼ直立している、－．

床　ほぼ、伸しで一回豆l；が踏み回められており，壁溝が全周している、、．

竃　東壁のやや南寄りに付設されている∴焚‖部から煙道部までほ70cnlで，壁外への据i）込みはほとんどない。、

袖部幅は85cmである∴天圧部は残存していないが，第5層が崩落した天井の　部と推定される。袖部はローム

と粘上で構築されているが．各層に焼上と炭化物が見られることから竃の作り替えが行われたと推定される、、

火床部は床面とほぼ同じ高さで．火床面は被熱し赤変碩化している。

電土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・炭化粒j’・少量．締i）弱

2　暗赤褐色　焼上プロ・ソク中［占　ロームプロ・ソク・炭化粒J’・・粘上プロ、ソク・砂粒少量，締周Ij

こう　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・炭化粒J’一・粘巨位！一・砂粒少品　締年弱

－1　黒　褐　色　ロームプロ、ソケ・焼上粒j二・歳化粒J’一少量

5　暗赤褐色　焼上プロ、ソク・砂粒中量∴　ロームプロ、ソク・炭化物㍉帖上プロ・ソク少量．楯川弱

（う　畔；‥赤褐色　焼上プロ、ソク・f射叫1量．ロームプロ、ソク・炭化粒j′一・粘上プロ、ソク少結　締年弱

γ　暗赤褐色　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク少量，炭化粒自微量

8　暗赤褐色　焼上プロ、ソク小結　ロームプロ、ソク少量．炭化物・粘‖宣子微量

！）暗　褐　色　ロームプロ、：・′ク・焼上プロ、ソク少量．炭化粒J∴・粘出自’一微量

l（〕黒　褐　色　ロームプロtソク少量、焼上プロ、ソク微量

11暗　褐　色　ロームプロ・ソク・焼l二プロ、ソク少量．炭化粒自微量

ピット　2か所、＿1一・一　Plは深さ30cnlで，西壁際中央の竃に柚征する位置にあり言Il入りIl施設に伴うものと考え

られる－　P2ほ深さ∴10cmで，竃の左脇に位置しているが∴性格は不明である、∴

一一一87－－ムーん一・一



覆土　2層に分層される。覆土は薄く，堆積状況は不明である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量，締り弱
ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量，締り弱

遺物出土状況　土師器片167点（杯46，椀4，小形嚢2，嚢115），須恵器片13点（杯6，嚢7），灰粕陶器片1

点（碗）が竃内や北東部にやや集中して出土している。須恵器は細片が多く，流れ込みと考えられる。5233・

5234は竃内から出土している。

所見　9世紀後葉と考えられる第619号住居跡を掘り込んでおり，食膳具が土師器を主体とすることから，時

期は10世紀前葉と考えられる。

Ⅴ

第66図　第618号住居跡・出土遺物実測図
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1′　　　′　　　　　　　　ノ　、

番可種別軽や桓径極嶺生動やH　土極∴軒彿手法の特㌢つ離職中備　考
脱巨瀾つ　杯　巨融車高恒は組匡鉦軒彿内面へラガキ　　　覆土中　座％
淵巨瀾中潮中細可読単車蟻灘車強頑彿冒嫁部梱海横ナデ瀾積み痕馴　極％
尋響車中可読廃澄母車ぷ減褐普通

＝禄高両軸椿ナチ，内面へラナチ　竜両　　　　川㌦
毀車摘　婆恒巨郎票差軌粕褐　普通臓納外繍ナデ痛へラげ穫土中i摘％

碗恒恒 塵灰，
断言巨プ　良好休部内外面吠紬刷毛章り　　　将士申

第馴　考健贋妙　策鮮～梱囲う

′　　　　　　　　　　、

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

もやや外傾して立ち上がっている．

、

た部分以外を巡／〕ている、＿

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

l　　　　　　　　　　　　　　　′　′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′　　　　一　　　　、・一′　ノ　　′　　　　　′　一

′　　　　　　　　　　　　－　　　　　　′一　　　　　　　　　　　　　ノ

は竃の捕り方である－、

電土層解説

l　黒　田　色　L7－－ムプロ∵！ケ・焼上ブlコ・・ノ・′クつ出∵プロ㌧ソク少量．尉ヒ粒召粧㍑　締り強

ご　暗　褐　色1出∵ブLJ、ソク中量．U－ムブtJ、ソク・焼上プロ・ソク少㍑　炭化粒J’一微量　締り強

：1黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ・ソク・粘l∵プロ、ソク少量言封じ粒石版量

Ll　黒　褐　色　焼上プロ、ソク・粘‖㍉ロー少量∴　ローム粒自微量

う　暗　褐　色l：ブ一一ムプロ・ソク・焼上プロ、ソク少量、炭化粒召散量．舶用強

（ミ　黒　褐　色　粘上ブU、ソク′い㍑　ローームプロいノク・焼上粒日掛㍑　締り強

7　暗赤褐色　焼1ヅし「ノク多量．ロームプロ、ソク・炭化粒J’－・粘日章自微量

8　暗赤褐色　焼士粒子多選タ　ローム粒子微量資　粘性弱

黒　褐　色　ローム粒子を焼土粒子の粘土粒子微量　炭化粒子極微豊

川　褐　　　色　ローームプロlソク中量．焼‖六日′一少結　粘性弱

11粘上プロ、ソク

且2　暗　褐　色　粘土粒子少量ク　ローム粒子の焼士賂子微量　炭化粒子極微靂　締　強

蟻　黒　褐　色　粘土粒子中量　ローム粒子や焼土粒子少量　炭化粒子微量　粘性。締　強

「l　黒　褐　色　焼‖位r小結　粘日詰守一少量，ローム粒千・歳化粒Jつ錆－L　締り強

15・極暗褐色　焼日章r中量．粘‖六日’・少‾‾L　ローム粒J’一・歳化粒召微量

摘　黒　褐　色　廃土粒子の粘土慶子中量　ローム粒子微量努　締り強

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　ノ　ノ　　　′　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　′′　　　　J　　′′　　　　一　′∴　‾、　ノ・・　　　　ノノ　′　　　　　　　　　　　　　　7、ノ′・・　　′．

ノ、　　　　　　′　　　、′ご　；ノミ　　－　．　　　、　　　　　　　ハ　　、′：

一　　　　　　　　　　一′　′′　　　　　　　　　′　　　　　／　　　　ノ　′　　　ノ　　　　　．・ノ

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、、・！ク・焼上プロ、ソク・尉ヒ粒出精：　（i　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ∵！ク・粘上プロ、ソク少

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・席上フ’’ロ、ソケ少量．炭化粒Jr・微量　　　　　　　　；－呈∴　炭化粒召粧㍑　締り強

：j　黒　褐　色　ロームプロ、ソクl冊∴　焼目白′一・炭化粒J’・微量　　　7　黒　褐　色　ローlム粒J’・・焼巨拉！∵・炭化粒招猫

．i　暗　褐　色　U－ムゾUい・′ク少結　焼＝粒子微量　　　　　　　8　暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量

5　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼出自二・粘1二プロ、ソク少量

…㍊藍巨…



遺物出土状況　土師器片527点（杯139，椀20，皿2，高台付皿5，耳皿1，鉢13，器台1，嚢323，甑23），須

恵器片80点（杯38，高台付杯1，盤1，蓋3，鉢8，瓶4，嚢25），灰粕陶器片4点（碗カ1，長頚瓶3），縄

文土器片2点，土製品1点（管状土錘），鉄製品1点（釘）が全体に散在して出土している。やや離れた場所

から出土した破片が接合したものがあり，遺物を住居廃絶時に投棄したものと考えられる。5238と5245は貯蔵

第67図　第619号住居跡実測図
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穴の覆土中層から出土したもので，貯蔵穴の埋没に伴い住居内の遣物が流れ込んだものと考えられる。5256は

左右の神都の内側に貼り付けられた状態で出土したもので，竃の補強材として使用されていたと推定される。

所見「井上」と墨書された土師器が4点（杯2，高台付皿1，耳皿1）出土している。中でも5248は高台圏

内に朱墨痕が見られ，硯に転用されたと推定される。灰粕陶器も数個体出土しており，本跡の居住者をこれら

の物を所持できるだけの地位・役割を持ち，「井上」の文字を標識とする集団の有力者層と推測することがで

きる。時期は食膳具に占める土師器の割合が須恵器を上回っていること，土師器椀・皿・甑の存在，須恵器高

台付杯の椀形化，灰粕陶器の年代観などから，9世紀復業と考えられる。

∈≡≡≡≡！
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第68図　第619号住居跡出土遺物実測図（1）
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第69図　第619号住居跡出土遺物実測図（2）

第619号住居跡出土遺物観察表　（第68・69図）

宜

一‾「二‾

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　」

・l：1二5

ロ

0　　　　　　　　　5cm

！　　　l　　　！

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

5237 土師器 杯 13．4 4．1 6．6
石英，長石，

金雲母
橙 普通

底部回転へラ切り，底部内面

不定方向へラミガキ
東部壁際床面～下層

90％，体絡外面墨書

「囲上」，PL33・42

5238 土師器 杯 13．8 3．7 8．4 石鼠長石，金雲母橙 普通底部回転へラ切り 貯蔵穴内中層80％，PL33

5239 土師器 杯 ［13．0］3．8 ［5．6］石英，長石，金雲母にぷい褐普通底部回転へラ切り，底部内面ナデ北東角中層30％

5240 土師器 杯 ［13．2］（3．7）［6．2］石英，長石，金雲母にぷい褐普通底部回転へラ切り 覆土中 15％

5241 土師器 杯 ［13．6］3．7 ［6．6］
石英，長石，

金雲母
にぷい褐普通

底部回転へラ切り，底部内面

不定方向へラミガキ
中央部床面

20％，体部外面墨

書「井上」，PL42

5242 土師器 坪 － （2．3）－ 長石 にぷい橙普通ロクロナデ 覆土中
5％，体部外面

墨書「ロロ」

－92－



番号　 種 別　 器 種桓 径 器 高 底 径　 胎　 土　 色　 謂 焼成　 手 法 の 特 徴 出溺 瀾 恒跨　 考

髭車 恵器　中 0車 中 9樋墓石車黄褐国 都掛 ラ切娠酸化炎焼輌角下纏 豊
霊魂　 須恵器　 輝　 鵬 恒 も中 の扇 石軋 長石巨ぷい橙 普通 郎摘転へラ切娠酸化炎焼成 西部下層　 擁％

尋空士止」聖圧鴻窓矩司可恋盃恋短 貯蔵晰中％
ヌ　南　口　　　音ム lHトト、　　　　　　　　　亜’　　宣　　　　　　　　！√1‘！ 細 欄　 巨軌 甑

J2亜　 須恵器　 回日付井　　　　　 川・2〕　 7．2　長日．黒1母　吠白　　　 日通　底部回転へフ切冊摘台裾廿冊車 師器　 中 の2　 車 再 欝 石車 ぷい黄橙 普通 底部回転へラ切り
西部下層

52逢8 土師器 高鍋皿 ［且4車 斗 項 欝 車　 序端 野 鵠 欝 88％草体部外面墨書
南西納 層 蒜も漂 霊

み部摩滅ラPL3頼2
車 師中 皿　 の車 中 6 趣 漂着漂明褐　 普通細 転へラ切 後高地 り北東鮒 層匿 禁怨 霊

湖　 須恵音　 盤　恒 e中 可　　 着乳 長石 黄灰　 普通内臓ロタロナデ 覆土中　 巨％

弧　 土師器　 鉢　 鵬 巨 も　恒 さ中 英 長石恒 噛褐 普通！底酔 デ遽錮薗欄 輔 弼 踊層載右頼 9％澱34

崇髭　 須恵芳　 養頚瓶i i線 扇　　 恒戯 軒 極　　 普通 頸部内離 頭庄痕 瞞 み痕 摘 部床面極％

尋空 士中 尋聖 上 悌欝 序可 可奈彿 霹靂 電内
尋 響車中 中 空 「 橿窓矩 尋可 奈彿 霹靂 竃内 i摘％瀾熱病
氾嶺　 土師器　 聾　 恒 の中 や可　　 恒 戯 盤母 橙　　 普通　 縁部内桶 横ナデ桶 へラナデ東壁際床面i柑％瀾熱病

髭車 師器　甑恒 車 が扇i 橿 石タ明褐　回 線部内摘横ナデ瀾 ナ左湘 纏 普

司欄司 郎「つ囲 恒項‰言 語 イ司恋恋盃疫痢 摩土中525頼繍礪
！

度⊥」空吏虫箪」箪」勲箪畿豊豊科紺
目せ離　　　 匪 プ 良好 内郷 タロナデ　 穫土中

測十つ融 「守‰訂恵一プ良好内浦脚 ナデ　 東壁際緬健芸監錆0

圭≠有り天柚陶器
義頚瓶i　 の封　 禁 予 齢 プ 良好 内郷 グロナデ　 穫土中

番号 券 種 極 き 最植 極 径 重　 量 財　 嚢 i　 特　　　　　 徴 出士位置 備　　 考

5261 管状士錘 恒 のユ 可　 も9 35諸 粘土 i外面ナデタ指頭庄痕 覆士中 50％，PL引

番号序 種 極 き巨幅　極 可 重 量 材　 質 i　 特 徴 ！出土位置 i備 考

5262 釘 線潮 恒 凍 日周 巨細 ！ 銑　 庫腋離 将士中 i

第鵬考健腰掛　第開園）

位置　調査区東部のFll否）区に位置し，、円里部に立地している．、二．

重複関係　第（う22号什舟誹亦を掘り込み，第16甘甘上坑に掘り込まれている∴

．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　′　　／／ノ　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ノ　・　　′

、∴　、ノ　ニ　ノで　′　　　　　　′∴　∴∴　　ノ、∴∴　．．′．二　　　　　　　．′　　　　　′　　　　∴

壁高は20cmで，各壁ともやや外傾して立ちI二がっている。

床　ほぼ平川であるし、．

‘　　1　　‾　　　　　　　　　′　　′’　一　　一′　′′　　　　　′　　　　　　　　　／、ノ、、りニ′二一

土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・鳩目三日’－少量，炭化粒J’・・粘目白つ鋸－I：

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量　焼＝位千・歳化粒召粧結　締年弱

：i　暗　褐　色　ロームプロ・ソケ中量

一一93－－－一一一



遺物出土状況　土師器片37点（杯18，嚢19），須恵器片3点（杯1，嚢2），鉄淳1点が出土している。ほとん

どが細片で図示できなかったが，5264が床面から出土している。

所見　遺構の大半が調査区城外に延びており，全容は判明しないが，9世紀後葉と考えられる第622号住居跡

を掘り込んでいることから，時期は10世紀以降と考えられる。

＼　　J　讐5264

第70図　第621・622号住居跡，第621号住居跡出土遣物実測図

－94－

0　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　　1m



′・・　　　　　　　　　　　　　ノ　・　　　　　　　　　　・

番号塑可塑頼溌凍寺区可五竃色　調i焼成i 手法の特徴　恒朗潤い清　孝

5263
空士豆聖巨可「唇議

にぷい橙　普通　ロタロナデ　　　　　　　　蔑土中

526複土師器　輝i　 摘巨　石薬凝着橙　　普通底部纏へラ切　　　 中央部床面極％

第鵬考健贋妙　策閥～開園ラ

位置　調査区廃部の群温旺　区に位置し　平坦部に立地して折る。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

・・　’、　　　　　　　　　　　　　　　∴、＿．、′・　　．・二

ノ　′、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′

ともやや外傾して立ち上がっている、－、

床　はぼ平坦で　中央部が踏み固められて締る。壁清は調査区域内では登周覧若齢る。

畿　東壁に付設され若齢る。牽Ⅲ部から煙道部までは鋪臓で　壁外戦閥だⅢはど掘　込んでお酌袖部幅は温蟻

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　′

火床面は被熱し赤変硬化している、

竃土層解説

1暗　褐　色　「1品一一ムブHい！ケ・焼上ブし1・ノン・粘上ブ［「ソケ少

量　炭化物微量　締　強

2　暗赤掲色　目－ムブt二Jいノク・焼上ブtJ、ソケ・机上プロ・ソク少

選　炭服粒子微量

8　暗　褐　色　焼土龍予中量汐　ローム慶子を粘土東予少量
9　暗　褐　色　焼土粒子中量　粘土慶子少数　胃…ム凝子概数

粧l、′巨締り強

摘　暗　褐　色　粘土プロッタ中量ローム隊刊劉凱粘性瀾摘強

暗　褐　色　ロ…ムプロ、ブタぁ廃土プロッタ少量炭化粒子微量　且　暗　褐　色　粘土ブロック中鼠　ローム粒子や廃土粒子少量タ
i　暗赤褐色　U一一ムプロ・リク・焼上ブロック中量、炭化粒J’・

枯吊Il′つ’一少量．粘性強．締り弱

う　赤　勘　色　鳩目＼リぁ多量．粘上プロ、ソク微量

（う　暗　褐　色　ロー－ム粒J∵・焼日章！・・粘巨位！・少量

ア　褐　　　色　ローム粒子中量撃焼土粒子の粘土粒子微鼠粘性強

粘性の締り強

は　暗　褐　色　粘上プロ、ソク・ローム粒J’つ尭上粒√少量∴粘性強

且3　褐　　　色　ローム粒子中農芦　焼土粒子徴農学　粘性強

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

、　　　　′　　　　　　　　　　、　′′　′　、　　　　、　　　　　　　　　　　　　　′′

′　　　　　　　　　　　　′

土層解説

1黒　褐　色　ロームブし「ソク少量．焼‖章子微量

粘土塊土層解説

l　暗　視　色　机上プロ、リク中量．［J－叫ムブtJ、ソク・焼上ブlJツ

タ少量夕　粘性強

ゴ　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ㍉ノク・封じ粒j’・少量

こう　黒　配　色　tトームプロ、ソク少星　焼日章つ∴・炭化粒自微量

ユ　　　　　　　　　　　　　　　：′　　　　′　　ノ　　　′　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′

・　　　　　　　　∴　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　・・

上している、、、

′　′′　　　　　　　′　′　　　　　　　．ノ′、　ヽ　　　　　　′　　′′　　　　′．　　　　　　　′

′　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　．・　　、　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　′ノ

．・′　　　　　ウ　ノ　′　′　　一　　　　　′　　　　　　′　′　　　　　　　　　　′　一　　ノ′ニ　′　　　　　　　′　′

′′　ノ′　　′J　　　　　　　　　　　　　′　　　l　　・ノ　　　　　　　　　　　　　　　　／

ることから，t）世紀後栗と考えられる∴

一一一1195－…



第71図　第622号住居跡出土遺物実測図（1）
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第72図　第622号住居跡・出土遺物実測図（2）

第622号住居跡出土遺物観察表　（第71・72図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

52 6 5 土 師 器 杯 ［13 ．2 ］ （3．5） －
石 英 ，長 石 ，

金 雲 母
明赤 褐 普 通 ロ ク ロ ナ デ 南 東 部 床 面

10％，休部外面

墨書「真」，PL44

52 66 須 恵 器 杯 14 ．0 4 ．5 7 ．6
小礫 ，長石 ，

窯雲 母
灰 自 不 良 底 部 回 転 へ ラ切 り 南 東 角 床 面

90％，新治鼠

PL 34

52 67 土 師 器 皿 13 ．7 3 ．0 7 ，3 石 英 ，長 石 褐 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り 竃 前 床 面 80 ％ ，P L 3 4

5 26 8 土 師 器 皿 ［1 4 ，0］ 2 ．9 7 ．4
石 英 ，長 石 ，

黒 雲 母
に ぷ い 橙 普通 底 部 回 転 へ ラ切 り後 ナ デ 南 壁 際 床 面

70％，休部外面墨

書「巾」，PL34・43

5 26 9 土 師 器 高台付皿 1 3 ．6 4 ．2 7 ．1 石 英 ，長 石 橙 普 通
底部 回転 へ ラ切 り後 高台 貼 り付

け，底 部内面 一定方 向へ ラ ミガキ
南 東 部 床 面 8 0 ％ ，P L 3 4

5 270 土 師 器 高杯 － （5．3） － 石 英 ，長 石 橙 普 通 外 面ナデ，内面一定方向へラ ミガキ 掘 り方 中 10％

52 71 土 師 器 小 形 嚢 ［12 ．0 ］ （4 ．4） －
石 英 ，長 石 ，

金 雲 母
橙 普 通

口緑 部 内 外 面 横 ナ デ ， 内 面 へ

ラ ナ デ
東 壁 際 床 面 10 ％

5 27 2 土 師 器 小 形嚢 ［14 ．4 ］ （5 ．5） －
石 英 ，長 石 ，

赤 色 粒 子
橙 普 通

ロ緑 部 内 外 面 横 ナ デ ， 内 面 へ

ラ ナ デ
南 東 角 床 面 10 ％ ，内 面

漆 付 着

5 27 3 土 師 器 小 形 牽 ［1 0 ．3］ （5．5） －
石 英 ，長 石 ，

赤 色 粒 子
橙 普 通

口 緑 部 内 外 面 検 ナ デ ， 内面 へ

ラナ デ
南 壁 際 床 面 10 ％

52 74 土 師 器 要 ［18 ．8 ］ （13 ．4） －
石 英 ，長 石 ，

金 雲 母
赤 褐 普 通

口 緑 部 内外 面 横 ナ デ ， 内面 へ

ラ ナ デ
竃 前 下 層 2 0 ％

52 75 土 師 器 璧 － （15 ．0） －
石 英 ，長 石 ，

赤 色 粒 子
暗 赤 灰 普 通 内 面 へ ラ ナ デ ，輪 積 み 痕 竜 右 袖 部 10％

5 27 6 土 師 器 嚢
－ （10 ，7 ） －

石 英 ，長 石 ，

赤 色 粒 子
明 赤 褐 普 通 内 面 へ ラナ デ， 輪 積 み 痕 竃 左 袖 部 5 ％

5 27 7 須 恵 器 聾 － （6 ．1） － 長 石 褐 灰 普 通 外 面叩 き，内面 同心円状 当て具痕 掘 り方 中 5 ％

番 号 券　 種 長　 さ 最 大 径 最 小 径 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

52 78 支 脚 （9．1） 8 ．8 7 ．4 （4 5 5） 粘 土
ナ デ ， 中央 部 に 径 5 皿 の 孔 ，底 部 繊 維 状 圧 痕 ，

被 熱 痕 ， 胎 土 に 石 英 ・長 石 含 む 竃 内

527 9 支 脚 （7．5） 7 ．6 7 ．9 （3 77 ） 粘 土
ナ デ ， 底 部 繊 維 状 圧 痕 ， 被 熱 痕 ，胎 土 に 石 英 ・

長 石 含 む
竃 内

5 28 0 支 脚 （2 ．8） （7 ．3） － （6 1 ．2） 粘 土
ナ デ ， 底 部 繊 維 状 圧 痕 ， 指 頭 庄 痕 ， 被 熱 痕 ，

胎 土 に 石 英 ・長 石 含 む
竃 内

－97－



第624号住居跡（第73・74図）

位置　調査区東部のFllb6区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第604号住居，第42号掘立柱建物，第1645号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　一辺が3．8mの方形で，主軸方向はN，100－Eである。壁高は約30cmで，各壁ともやや外傾して

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で中央部が踏み固められている。壁溝が東側の一部を除き巡っている。

竃　北壁中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは100cmで，壁外へ50cmほど掘り込んでおり，袖部

幅は130cmである。天井部は残存していない。袖部はロームと粘土で構築されているが，各層に焼土と炭化物

が見られることから竃の作り替えが行われたと推定される。火床部は皿状に浅く掘りくぼめられ，火床面は上

下に重なって二面あり，被熟し赤変硬化している。

第73図　第624号住居跡実測図
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埴土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量，
炭化粒子微量

3　灰黄褐色　粘土粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量，
粘性強

4　黒　褐　色　粘土粒子多量，ロームブロック微量

5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

6　暗　褐　色　粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック・
炭化物微量，粘性強

7　窯　褐　色　粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
8　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少

量，炭化物微量

9　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土粒子微量

10　暗　褐　色　粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ロームブロッ
ク・炭化物微量，粘性強

11黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量，粘
土粒子微量，締り弱

12　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，粘土粒子微量，
締り弱

13　暗　褐　色　粘土粒子多量，ロームブロック・焼土粒子・炭化
粒子微量，締り強

14　暗　褐　色　粘土粒子多量，焼土ブロック少量，ロームブロッ
ク・炭化粒子微量，締り強

覆土　5層に分層される。第2～4層はブロック状に堆積しており，人為堆積と考えられ，その後第1層が自

然堆積したものと推測される。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微　　3　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土プロツ

畳，締り弱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク・炭化粒子微量，締り弱

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量，　4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，締り弱
締り弱　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　黒　　色　ロームブロック・焼土粒子微量

遣物出土状況　土師器片256点（杯57，椀7，嚢192），須恵器片31点（杯16，高台付杯2，蓋2，賓11），石製

品1点（紡錘車），鉄製品1点（刀子），瓦2点（平瓦カ）が北西側にやや集中して出土している。5285は西部

の床面から出土し，5286・5287は中央部の覆土下層から出土している。

所見　時期は出土土器から9世紀前葉と考えられる。

＿∠＝＝］：

⊂コ二⊂⊃　5284

第74図　第624号住居跡出土遺物実測図

0　　0
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・′　、′　　　　　′　　　　　　′′

番号生む旦奥斗奥や可鷹可五二可茹頂焼成i手法の特徴　恒朗潤い清　孝

528l
須恵器　中車中　石英瀾貴族普通讐譜へラ切後一意方矩醐檀

5282須恵器　蓬　鵬恒の郎i　石英凝着族普通ロタロナヂ　　　　 竃前下層　恒％

5283
空士尋聖小舅∴橿密事普通慣撃内外商機ナデタ内面へi竃内iL

番可器穫恒纏乳径軽さi重　量相賀i　特　　　　　 徴 出土位置i備　考

㌍出目・紡錘車2．7銅棒＋＋寸．丁抽斗極蘭礪 覆土中i望堅＿…

鵬恒…中産項　幅摩可重　量骨　質 特　　　　 徴　i出土位置i備　考
潮「据i如月…摘　恒幽鉄茎部を欠ら一部に米桝着　　　　 商都床面i

騨十摘力恒凍巨摘2諸　恒鵬砧十凹輌昌痕誹離附き痕　　　　 極東部下層i

響半纏力棒球巨細2諸　恒幽粘士凹面布目痕凸離錮痕　　　　　 中魂部下層i

第醍考健腰妙　第関診開園ラ

′　　　　′

′　　　　　　　　　　′

規模磨形状　義朝のm　短軸のmの長方形で　室軸方向はN…　0…藍である。壁高は臓～鋼cmで　各壁と

もやや外傾して立ち上がっている、l

床　はぼ平出で、壁際を除き踏み枯1められている．

一　　　　　　・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　′　　、ノノ

ノ　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、　　・・　　・　　　♪、　　　　＼　　　　′

熱し赤変硬化している。、

電土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク・炭化粒J’一・精上プロ・ソク少量

2　黒　褐　色　ローム粒子の焼土ブロック少量　炭化粒子微量

：j　暗赤褐色　焼上ブlJ、ソク中量．ローム粒J’一・尉ヒ粒J′・・粘巨位！－1秒ポ′：少量

11暗赤褐色　焼上ブ［「ノク・炭化粒J『－量，ローム粒J’一・粘日日一・砂粒少量

う　黒　褐　色　粘上ブロック中結　焼上プロ、ソク・炭化粒J’一少量．ローム粒召踪持主∴　粘性軋　締年弱

（う　黒　褐　色　粘上プロ、ソケ・焼上プロ、ソク少量．ロームプロ・ソク・尉ヒ粒千微軋　締り強

γ　黒　褐　色　粘上プロ、ソク中量，ロームプロ、ソク・焼1二プロ、ソク少量．炭化粒召鋸‾呈∴　締り強

8　暗　褐　色　枯上ゾlJ、ソク申結　ロームプロ、ソク少量，焼l∵ブロック・尉ヒ粒日程錆呈∴　粘性・締り強

・　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ．ノ　ー．　　　　　′′　′、一　′′　　　　　　　　　　　′ノ了、

′　　ノ　　　／　1、′′ノ　　　　　　　　　　　　　　′

一　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′

土層解説

1暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量、焼L二粒j′・・炭化粒自微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼自障子・炭化粒召微量

：う　暗　褐　色　ローームプロtソク少量．焼目白’・微量

、1暗　褐　色　ロームプロ・∵ク・焼上ブ仁「ソク少；占炭化位相猫

5　暗　褐　色　ローームプロ、ソク・焼上プロいノク・粘上プロ、ソク

少量．炭化粒J’一微量

（う　暗　褐　色

ア　暗　褐　色

8　にぷい′村境色

9　暗　褐　色

川　極　暗　視　色

ローームプロ、ソク・焼‖幸子・炭化物微；‾－i－‡：

ロームプロ・ソク少；l▼l：

焼上プロ、ソク小結ロームプロ・ソク・炭化粒描描：

ローーム粒√‥墟上粒守・・炭化粒召精一i二

ロームプロ、ソク少量．焼目白’一・歳化粒召粧－1∴

粘性強

′　　　　　　　　　　′　　ノ　　　　　′・ノ　　；　　　　　　　　′　　　　　　　　　′　　′．　　　　　　　　　　　　∴

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　ノ′　　　　　　′　　　　　　　’＼′　　　′′ノ　　ノ

′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′

一一一一1（）（＿、）－lh－



けての床面から出土している。また，竃の火床面奥からは下から5303・5300・5290・5291・5295が重なった状

態で出土し，それぞれ被熱していることから支脚に転用していたものと考えられる。

所見　床面上から覆土中層にかけて焼土・粘土塊が散在しているが，炭化材等は見受けられず，出土した遺物

に二次被熱の痕が見られないことから焼失住居ではなく，住居廃絶時に遺物とともに投棄されたものと考えら

れる。時期は，竃内出土の土器から9世紀復業と考えられる。5303は竃内で支脚として使用されていたもので，

形態は丸瓦を2つ張り合わせたような形をしているが，製作技法が瓦とは違い，本来の用途・性格は不明であ

る。

第75図　第625号住居跡実測図
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第76図　第625号住居跡出土遺物実測図
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、．　′　′　　　　　　　　　　　　　　′′　　　二・、　′　　　　．　　　′

那十軽別極堪車日射器可底径恒畜　士色　射撃可＋手法の特徴　車料彿備　　考
瀾恒瞞「捧　恒可線項　…　序蟻榔赤褐i普通i内面ナデ　　　　 極西部欄25％
年瀾巨「巨中庸欝にぷい橙回底部回転鵜ラ切り　 北東錮層

25％

尋鵬可塔恒可摘巨中島
橙　　　　不良　底部纏へラ切娠酸化炎焼成　竃内鮮㌦被熱痕†

PL35
胤恒離日　舞　い融月　摘日用序蟻働にぷい繍序盈舶纏へラ切娠酸髄焼成竃内30‰被熱痕
胱恒摘「梶　棒項　針目m序戯 舶　普通細纏へラ切後高油輔車部欄器％被熱痕

煎中車中巨搬にぷい橙普通票回転へラ切複高城　南部床面3錫舶摘録二滴緋か＼ラ書き「コ」きPL43捌車鯛儲極測車融中細4　…　棒鋸朋にぷ磯橙　普通　舶纏へラ切　後高台彪伸す　西部欄20％
尋瀾車中項捌「匡臓にぶ齢褐国禁内外薗横ナデ内面へ竃内川％．被熱痕，

外面煤付着
中掴巨「巨中庸㌢にぷ磯車道唐霊荒票デ内面ナ南部下層

用％新治産
5m　須恵器　聾i　 鵬i　 石英 灰　　 普通i摘叩き　　　　　 南西角床薗5％
詑弼　須恵浮　聾　　 恒可　　 石英長石灰　　 普通恒酬き　　　　　 穫土中 5％
崇鱒　須恵器　聾　　 恒のi　 石英凝着灰　　 普通！摘叩凱痛鵜ラナデ　夜鍋 5％

尋繍中潮序小河 紅旗桓㈱ザ　巨議5％牒投産黒勘相葉式十
尋郷中潮「巨項 瓢プ序好桓㌍げ　恒5％野猿投産
番号　器種軽さ　幅　厚さ重量　樹　質 特　　　　　 徴　　 恒朗潤い清　孝

5m舶土錘巨や中　の5i　巨可　粘土涌ナデ胎土に石英の砂粒食紅孔軌甑摘部床面iPL舶

馳日経　巨鵬車細目摘恒鵬i舶砥癖商港状の擦痕春　　　　　 繭画角床面iPL墟

音吐整堅姓刃堅軋堅軋整軋生ザ士…∴響＋‾　読「‾丁嘉嘉備　　考
閲車脚i拍車中小摘郎　粘土靡竃霊豊内面輪積み痕被熟痕胎士に竃内

PL寸5

′

位置　調査区東部のIつld8区に位置し，、再現的二立地している＿、〕

重複関係　第（う33～封圭居，第1708片口五　第38号溝に据i）込まれている．、‥、

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　′

もやや外傾して立ち上がっている．、一、，

床　ほぼ、上根で勺　中央部が踏み固められている、予断芹が南側の　部を除き巡っている。、

′　　　　　　　　　　（、　　　　′　．、　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　．

′ノ　　　　　′　′、　　　　　　　　　　　′　　　′　　　　　′　　　　′　　　　　　　　　′・′ノ　　′

′　　　　　　　一′　　′　　　　′　　　　　　　　　　　ノ　′　ノノ′　′　　′　ノノ　　　　　ノ　　ノ　　′　′　′　　′　′′　′　　　l　　′　′′

火床部は床面とほぼ同じ高さで。火床面は被熱し赤変種化している、二，

電土層解説

且　暗　褐

2　暗　褐

3　暗　褐

4　暗　褐

5　暗　褐

色　焼上プロ、ソク少結　ローム粒J’一・歳化粒子・粘

上プロ、ソク微軋　締り強

色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・粘土プロ、ソク

少－fL　炭化粒召散量

色　ローム粒J’・・焼上プロ・ソク・炭化粒j’・・粘「粒

子微量診　締り強

色　粘自位！一少量．ロームプロ、ソク・焼目白’一・歳

化粒Jつ鋸1－L　寺帝り強

色　ローム粒J’・・焼‖章子・炭化粒J’・微量．締り強

（う　にぷい赤褐色　ローム粒J’－・焼日章！一・粘目白’一少甘．締り強

7　暗　褐　色　粘吊Jつ’・多量．ロームブロック少量、焼上プロ、ソ

ク微量．粘性・締り強

8　暗　赤　褐　色　焼上プロ、ソク申‡l呈∴　締り強

！）暗　褐　色　焼上プロ、ソク少量．1ロームプロ、ソク・粘上ブ

ロック微量

川　暗　褐　色　焼上プロ、ソク・粘上粒j′1少量∴　ローム粒自微量，

締り強

－103一．一一一



11赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子少量，締　14　暗　褐　色　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子徹鼠　炭
り強　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化物極微量，締り強

12　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量，締　15　灰　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量，締
り強　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り強

13　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化物　16　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量，
極微量，締り強　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　締り強

ピット　3か所。Plは深さ43cmで南壁際中央の竃に対面する位置にあり，出入り口施設に伴うものと考えら

れる。P2・P3は深さ15cmと27cmで中央やや南寄りに位置し，柱穴の可能性が考えられる。

覆土　2層に分層されるが覆土は薄く，堆積状況は不明である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量，締り強

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量，締り強

遺物出土状況　土師器片279点（杯114，椀15，聾150），須恵器片28点（杯18，高台付杯1，棄8，甑1），灰

粕陶器片11点（碗5，皿4，長頸瓶2），緑粕陶器片2点（碗1，稜碗1），土製品1点（球状土錘），石製品

第77図　第627号住居個；実測図
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1点（支脚），鉄製品1点（鉄）が全体に散在して出土している。覆土が約10cmと薄く，ほとんどの遺物が覆

土下層から床面での出土である。竃の中央に一辺20cmほどの四角い自然礫があり，火床面奥には5326の上に5308

が逆位に置かれていた。

所見11点の灰粕陶器片，2点の緑粕陶器片が出土しており，居住者に富裕な有力者層を推測させる。覆土が

薄く堆積状況は不明だが，遺物の出土状況を見ると，住居廃絶時に埋め戻しながら廃棄したものと考えられる。

竃内には中央に自然礫があり，天井の一部と思われる第5層を壊して火床面上で止まっている。火床面奥には

5326の上に5308が逆位に置かれていたが5308には被熟痕がなく，支脚として使用していたとは考えられない。

竃を廃棄する際に自然礫で天井部から壊し，その後5308を5326の上に置いたものと考えられ，住居廃絶時の竃

祭祀に伴うものと推測される。また，出土遺物のうち，5306は底部外面にヘラ書き禰」があり，魔除けの符

号「＃」（九字）の略字と考えられる。5317は東渡窯産と考えられる。時期は食膳具に占める土師器の割合が

多いことと灰粕・緑粕陶器の年代観から，9世紀後葉と考えられる。

‾そこ
5319

第78図　第627号住居跡出土遺物実測図（1）
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5cm
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二
第79図　第627号住居跡出土遺物実測図（2）

第627号住居跡出土遺物観察表　（第78・79図）

『〒

0　　　　　　　　　10m

！　　　l　　　　≡

肇莞1

0　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

5305 土師器 杯 13．2 3 ．5 7．7 石英，長石，金雲母 にぷい橙 普通 底部回転へラ切 り 中央部下層 55％，PL 35

5306 土師器 巧こ － （1，0） － 石英，長石 にぷい褐 普通
底部不定方向へラ削り，底部

内面一定方向へラミガキ
西壁際下層

5％，摘 外面へ

ラ書き「削，PL43

5307 須恵器 ま不 ［14．0］ 3．6 ［7．3］ 小礫，長石 灰自 不良 底部外面一定方向へラ削り 中央部下層
50％，外面

器面荒れ

5308 土師器 椀 13．7 5 ．8 8．4
石英，長石，

赤色粒子
橙 普通

底部回転へラ切り後高台貼り付

け，底部内面一定方向へラミガキ
竃内

80％，

PL 35

5309 土師器 椀 － （3．2） 8．0 ． 石英，長石 にぷい橙 普通
底部回転へラ切 り後高台貼り

付け
中央部上層 20％

5310 土師器 椀 － （2．2） －
小礫，石英，

赤色粒子
橙 普通

底部回転へラ切り後高台貼り付

け，底部内面不定方向へラミガキ
北西部上層 15％

5311 須恵器 甑 － （1．1） － 石英，長石 灰黄褐 普通 外面ナデ 覆土中 5％，

5孔式ヵ

5312 灰粕陶器 碗 ［16．扇 （4．5） －
緻密，

黒色粒子

灰白，

灰オリーブ
良好

灰和刷毛塗 り，内外面ロクロ

ナデ
覆土中

15％，猿投産

窯笹90号窯式

5313 灰粕陶器 碗 ［14．2］ （3．0） －

緻密，

黒色粒子

灰白，

オリーブ灰
良好

灰軸刷毛塗 り，内外面ロクロ

ナデ
東部上層

5％，猿投産

黒笹90号窯式

5314 灰寒由陶器 碗 ［14．0］ （3．4） －
緻密，

黒色粒子

灰白，

灰オリーブ
良好

灰粕刷毛塗 り，内外面ロクロ

ナデ
覆土中

5％，猿投産

黒笹90号窯式

－106－



番号　 種 別　 券 種恒 径 器 高 儀 経　 胎　 土　 色　 調 焼成i 手 法 の 特 徴 i 批雄 置 i 備　 考

中小斗事項‰ 良好恒鵬塗娠内郷タロ竃内　履憲
項 つ 項 i良好i内夕摘ロタロナヂ　 桓

郡極郡司　劇且恒痛巨摘「m 序纏＋ ＝浩一プ

尋尋血巨恒「恒対症
項尋血恒巨「恒項‰帝㌍臓腑桓憧懇

中 つ 項 良好靡刷毛塗勘内浦ロタロ竃内

帝尋測恒極上虜■聖 良車輌冊デ＋ 唇
5霊威粕陶器凝頸瓶i　 減　　　 船 プ車酢冊

中斗可つ‰ 唇は還
尋翻尋繍序中可 良好桓㈱ず　 巨綱

番号 器　 種 長　 さ 最大行 最小律 重　 量 財　　 質 甘　　　　　　　　　 徽 出土位置 i 備　 考

5326 支卿 （18．5→ 凱藩 9。4 十2りいり十 安山岩 摩滅面有り砥石を転用や，被熱痕 馴 ＋ 巨閻

番号恒　 種 長　さ 幅 摩 可極 量 樹　 質 i　　 特　　　　　 徴 出雄 償 い話　 者

鑓27　　 姦 ←12．鋸 隠滅 鍼 圧縮 鉄　　　 道刺片方0茎部先端を欠信　直角開 酋那 融 中 臓

窮鵬考健腰妙　策錮囲う

位置　調査区東部のFlld（う区に位置し，、神川；に立地している∴＿

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

もしくは長方形と考えられ，主軸方向はN－Oeである、＝一、－壁高は25、3（．）用で。各壁ともやや外傾して立ち上がっ

ている。

床　ほぼ辛J壇で中央部が踏み回められており，壁溝が調査区域内では全周している、

ピット　Plは深さl（〕cmで南東コーナー部にあるが，性格は不明である、－、

覆土（う層に分層される、二、レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる、、

土層解説

且　黒　褐　色　腎－ム粒子の焼士粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子の炭化粒子微量

3　極暗褐色　ロームプロ、ソク少量

・1　黒　褐　色　ロー一一∴ブUlソク微量

51け；二　褐　色　ロームプロ、ソク中量．焼目白′一・炭化粒子微量

（う　褐　　　色　ロームプロ・ソク多量．炭化粒自微量

遺物出土状況　日油器片＝工－：叫こ10，椀上　悪2（畑　須恵器片5点　叫こ2，悪3）がI廿上している．、＿

所見　遺構の大半が調査区域外にあi主全容はつかめなかった誹、；潮jは出十I二器から9世紀後葉と考えられる′、．

一一p107－－1
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第80図　第628号住居跡・出土遺物実測図

第628号住居跡出土遺物観察表　（第80図）

0　　　　　　　　　　　2m

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　特　 徴 出土位置 備　　 考

5328 土師器 杯 14．0 4．4 7．2
石英，長石，

金雲母
にぷい橙 普通

底部回転へラ切 り，底部内面

一定方向へラミガキ
東部床面 85％

5329 土師器 珂こ ［13．8］ 3．9 7．4 長石 明褐 普通
底部回転へラ切り，底部内面

不定方向へラミガキ
北東部床面 40％

5330 須恵器 杯 ［13．6］ 4．5 6．8 長石，赤色粒子 灰黄褐 普通 底部回転へラ切り後ナデ 東壁際床面 50％

5331 土師器 椀 － （2．0） 8．0
石英，長石，

金雲母 にぷい褐 普通
底部回転へラ切り後高台貼 り

付け
北東部床面 30％

第629号住居跡（第81・82図）

位置　調査区東部のFlle6区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第630号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸4・3m，短軸3・5mの長方形で，主軸方向はN－2OTEである。壁高は11～20cmで，各壁と

もやや外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

－108－



竜　北壁中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは110cmで，壁外へ65cmほど掘り込んでおり，袖部

幅は105cmである。天井部は残存しておらず，袖部はロームと粘土で構築されているが，各層に焼土と炭化物

が見られることから竃の作り替えが行われたと推定される。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は被熟し

赤変硬化している。

寵土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

焼土ブロック

焼土ブロック

焼土ブロック

焼土ブロック

焼土ブロック

ローム粒子・

焼土ブロック

焼土ブロック

・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

・粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量

中量，ローム粒子・粘土粒子少量，炭化物微量

少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量，締り強

粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量，粘性・締り強

・粘土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量，締り強

・炭化物・粘土粒子少量

9　黒　褐　色　粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量，粘性・締り強

ピット　3か所。Pl・P3は深さ35cmと45cmで中央部の北側と南側に位置し，中心を通る線は主軸方向とほ

ぼ一致する。P2は深さ40cmで中央部に位置している。それぞれ柱穴である可能性があるが，性格は不明であ

る。

覆土　6層に分層される。各層にロームブロック・焼土・炭化物を含み，人為堆積と考えられる。

第81図　第629号住居跡実測図

－109－



土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　5　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック少量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　6　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片245点（杯94，椀14，皿3，高台付血1，鉢5，嚢128），須恵器片39点（杯18，盤1，

嚢20），灰粕陶器片2点（碗），鉄製品1点（刀子）が全体に散在して出土している。5334のようにやや離れた

場所から出土した破片が接合しているものがあり，遺物を住居廃絶時に投棄したものと考えられる。

所見　9世紀中葉と考えられる第630号住居跡を掘り込んでいることと出土土器から，時期は10世紀前葉と考

えられる。

二言l

第82図　第629号住居跡出土遺物実測図
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錮車針町極や桓径器可極径胎　　土免　訴恒郵＋手法の特徴＋恒棚纏「満　考
消車嫡　輝j 服巨

右奥，長右
にぷ尋普通i讐票霊豊壌部内薗単軌頼豊票

消車締着　中細可周
有英，長有

赤褐i普通i底部纏へラ切り　 i竃内

最中師器巨斗鵬可m 右奥、長有，
金雲母

にぷい橙普通摩監豊壌部内纏：謂車％

儲車師音　椀恒 6車ぜ3
右奥．長石

警棒癖霊豊漂綽獅唇

泊車師器　椀恒 5車ず6
石英，長有

に尋普通纏踪豊覧禁禁綽窺部中層i閥％

郡十鯛儲極獅車肌 0日　の8右奥，長石にぶ浴場普通離纏へラ切後高地輔車部下層　極％諸は
泊車師器　鉢恒（冒せ逢うi 石英，長石，

赤色粒子
橙　回脚冊ザ＋ 「餌

泊中綿器　鉢i 舶恒石英，長右，
赤色粒子

橙　回讐票霊豊郎内面南西鮮層匿鐙笠と

馴巨瀾つ　聾　巨鵬他項 石英通説鍍母にぷ減褐普通　縁部内外面横ナデ　　竃内　！邦％瀾熱病
尋翻可項嗣

「乱射 緻密，
黒色粒子

浣震い橙車好ロタロナデ　　 南部中層宗鑑譜産

朗十静種序き幅厚さ！重畳極　質i　 特　　　　 徴　 i出土位置！備　考

潮目据　巨舶 ㌃牒 の中摘なお　鉄　刀身中旗部せ茎部基部を欠く　　　　 南部下層！

第鵬考健腰妙　第鋸⑳錮園）

位置　調査区東部のIつ圧7区に位置し。、印刷；に立地している∴．

重複関係　第（う2t）号佃軋　第1（H2号士坑に握り込まれている、、「．

′

もやや外傾して立ち上がっている．、、

床　ほぼ、口車で，l巨央部が踏み枯lめられておりゃ　壁溝が西側半分と束壁際の　ム部を巡っている．、

竃　北壁中央部に付設きれている、－、焚‖部から煙道部までは1．20cmで，壁外へ70cmほど掘り込んでおりや　袖部

幅は濫用監mである。義井部は残存して齢な齢。磯部は闇一義と粘土で構築され若齢るが　各層に焼土　成魔物

が見られることから竃の作り替えが行われたと推定される＿、＿、火痢狛ま床面とほぼ同じ高さで，火床面は被熱し

赤変種化しているl

竃土層解説

1　黒　掲　色　焼上ブr「ソク少量，ロームプロ・、′ク・炭化物・粘上プロ、ソク微；li＿：

暗　褐　色　粘土プロッタ少靂　ロ…ムプロッタぜ焼土プロッタさ炭化粒子微量

：；　暗　褐　色　粘‖三日’－・焼上プロ・ソク少量．ローム粒J′一・歳化粒子微量．：

・1　黒　褐　色　焼吊Il′つ∴粘上プロ、ソク少甘．炭化物微：ll：

う　黒　陽　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒j’・・枯上プロ、ソク微量

（；黒　掲　色　しトームプロ㌧ソク・焼上ブロック・炭化粒J’・・粘日章r微量

7　暗　褐　色　し二7－ムプロ・ソク・焼上プロ、ソク　e炭化物微量．粘性強

8　暗　褐　色　焼上プロ、ソク中量、ロームブリ、ソク・炭化粒J∴・粘上プロ、ソク少量

！）黒　褐　色　焼上ゾ1」、ソク・精工ゾt」、ソク少量、U－∴ゾU、ソク・炭化粒召私私∴締り強

10　暗　褐　色　枯目白’・出し　焼上ブしい・′ク・炭化粒J’・少量，ロームプロ、ソク微量，粘性・締り強

11黒　褐　色　しトームプロ、ソケ・焼上プロ、ソケ・粘上プロ、ソク少量．炭化粒召根占　締り強

は　黒　　　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化物少結　粘‖訂つ’・微量

臓　暗赤褐色　廃土プロッタ中量　ロ…ム粒子少量　炭化粒子あ粘土粒子微量

ピット　2か所、、Plは深さ1（うcmで南壁際中央の竃に対面する位置にあり。出入り1時鮎設に伴うものと考えら

れる．＿＿、，P2は深さ25cnlで南東コーナー部に位置しているが。ノ性格は不明である．、＿一

貯蔵穴　長径（う鉦乱　短径Ll1－8cnlの楕円形で，深さは20cmである、＿一　北東部に位置し，底面は111日夫である。日商は2

ー1r一一一Fll＿1－－け－



層に分層される。ロームブロック・焼土・炭化物を多く含み，人為堆積と考えられる。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量，締り弱

2　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，締り弱

覆土　5層に分層される。ロームブロック・焼土・炭化物を含み人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片335点（杯80，椀8，血5，高台付皿2，鉢3，斐237），須恵器片40点（杯30，盤1，

蓋1，嚢8），灰粕陶器片1点（長頸瓶），弥生土器片1点が竃前と北東部から集中して出土している。北東部

の床面からは5344・5345・5347・5349・5350が出土し，5343は竃前の床面から出土している。5352は南東部か

ら竃前にかけて散在していた破片が接合したもので，住居廃絶時に投棄されたものと考えられる。

所見10世紀前葉と考えられる第629号住居に掘り込まれており，土師器杯の体部下端に回転へラ削りが見ら

れるものが多いことから，時期は9世紀中葉と考えられる。

第83図　第630号住居跡実測図
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5353

第84回　第630号住居跡出土遺物実測図

第630号住居跡出土遺物観察表　（第84図）

＼＼∈≡

l
l

l

一ゴこプヂ「

／

＼＼ぅ

・・「．♂
5354

番号 種　別 器　種 口　径 器　高 底　径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　 考

5343 土師器 杯 ［15．0］ 4．7 8．6
石英，長石，

黒雲母
にぷい赤褐 普通

底部回転へラ切り，底部内面

一定方向へラミガキ
竃前床面 70％，PL35

5344 土師器 杯 13．4 4．5 5．1

石英，長石，金雲

母，赤色粒子，白

色針状鉱物

明赤褐 普通
底部回転へラ切り，底部内面

一定方向へラミガキ

北東壁際床

面

80％，体部外

面墨書「屋」，

PL35・43
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番号　 種　 別　 器　 楯　 日　 経　 器　 高　 吠　 葎　 胎　　 士　 色　　 調　 焼成　　　 手　 法　 の　 特　 徴　　　 出十位置　　 備　　 考

司 議 器巨 巨車 中 6 楓長石iにぷい摘普纏 豊要語禁妄言畿 内北東部床面豊

車 師器　中 車 中 璃 漂母タ赤褐　 普通底部纏へラ切り　 竃内 i渕％

寸志序幸車中尋警吏」車讐空
可 孟 車中 胴巨 巨再翠 鱒㌣ 庚 i底部回転鵜ラ切り　 ！竃内

5鍼土師器　椀i 巨車 再諾石普橙　 普通i慧監禁 禁痢 東部床中％

消甜土師器i高鍋車 車 中 再豊石車ぶ噛褐普通纏踪漂 禁紳 輔床面監

53重可率巨小豆吏翠聖竺連座竺讐空運と遍
鑓毀恒 師器　 襲　い 可 鵬 i　 恒戯会釈 瞞 褐　 普通　舶内楠横ナデ痛へラナデ！掛踊南極％

可義幸車中可」翠聖竺凶翠竺竺聖讐適翠
5器 卵 陶器 凝頚瓶　 恒 i　　 船 灰黄 良好 ロタロナデ　　 穫土中

第闘考健腰妙　策鋸怨鋸囲う

健置　調査区東部の洋風摘　区に位置し　平坦部に立地して折る。

・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　・．′

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　、

て立ち上がっている

床　ほぼ、上根で一回上部が踏み出められている∴

′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ノノ、

ほ85cn了亡ある．∴　天j用昔ま残存していないが，第1・3層が崩落した大坪部の　一部と推測される．‾袖部はローム

′　一　′　′　　　′′

火床部は床面とはぼ閣じ高さで　火床商は被熟し赤愛硬服して折る。

竃土層解説

l　黒　鋸　色　粘‖三立r多量．焼上711‾‾了、ソソ少㍑17－ムブTIA7、ソ

クの炭化粒子微量　粘性強

ご　黒　褐　色　粘上ブL7・ソク少軋　ロームプロ・ソク・焼上ブLJい′

タ微量

3　黒　褐　色　粘土プロッタ中量タ　ロ…ムプロッタの焼土粒子微

量学　粘性強

．1黒　裾　色　ロームブ［「ノク∴枯上プロ、ソケ少量，埴主事つ∴

炭化粒自微量

う　黒　褐　色　焼上ブロック・粘上プロ・ソク少結　ローム粒j’ん・

炭化粒子微量

（ミ　黒　褐　色　焼上プロ、ソク・粘吊Jつ’・少量．炭化粒日放量

7

8

9

暗　褐　色　焼上ブtコ、ソケ・粘目白’・少；Ii∴　ローム粒子微量

暗　視　色　ロームプロ・ソク・焼目白㌧・粘い拉イ・少＿一礼　炭化

粒子微量

黒 褐　色　ロームプロ、∵ク・焼目白’一・粘巨粒子一少量，炭化

粒子微量

摘　極暗褐色　廃土粒子の粘土プロッタ少量　ローム粒子微量

Ⅲ　暗　褐　色　焼土粒子少鼠　ローム粒子微量，粘性を締り強

12’恒暗褐色　粘l二プロ・ソクI‾帰し　焼日量千少量．ローム粒子微

量、粘性強

l：1暗　褐　色　H一一ム粒「‥地上粒守一・粘「ブt「ソク少量粘1牛

締り強

′　　　　、　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　・・・・

れる－　P2は深さ28cmでI当の北側に位置しているが，ノ性格は不明である、一

章豊　　層に分層されるが覆土は浮環　堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少結　締年弱

2　暗　褐　色　ロームブロック中量．締り弱

こう　褐　　　色　ローム粒子多量．柿年弱

遺物出羞状況　土師器片摘監査　棒猶　椀膵　聾撒ラ　須恵器片軋蕉　塔結　髪封　が竃前にやや集中しぞ出土

・　　　　　　　′　ノ　　ノ　′
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のと推測される。5360は左右の袖部内に外面を竃の内面に向けるようにして埋め込まれていた破片が接合した

もので，竃の補強材として使用したものと推定される。

所見　杯に小形化の傾向が表れ，底部に回転糸切り離しのものが見られること，足高高台椀の出現などから，

時期は10世紀中葉と考えられる。
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第85図　第633号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　1m
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第86図　第633号住居跡出土遣物実測図

第633号住居跡出土遺物観察表　（第85・86図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

53 55 土 師 器 杯 11．6 3 ．4 6 ．8 長石，金雲母 に ぷ い 橙 普 通 底 部 回転 へ ラ切 り 薗内～前床面 7 0％

53 56 土 師 器 杯 ［1 1．6］ 2 ，9 6 ．3 石 英 ， 長 石 に ぷ い 橙 普通 底 部 回転 糸切 り 竃 脇 床 面 4 0％

53 57 土 師 器 杯 ［1 2．7］ 3 ．5 6 ．5
石 英 ，長 石 ，

赤 色 粒 子
に ぷ い 橙 普 通 底 部 回転 へ ラ 切 り

竃 内 ・北 東

部 床 面
4 0％

53 58 土 師 器 椀 1 6．7 （6 ．0） －
石 英 ，長 石 ，

黒 雲 母
に ぷ い 橙 普 通

底 部 回転 へ ラ切 り後 高 台 月占り

付 け
竃 前 床 面

90％，正位，内外

面煤付着，PL36

5 3 59 土 師 器 椀 ［1 5．7］ 6．2 ［ 9．6］
石 英 ，長 石 ，

黒 雲 母
にぷい赤褐 普 通

底 部 回 転 糸 切 り後 高 台貼 り付

け
寵前～脇床面 50％

5 36 0 土 師 器 要 － （19．8） ［14 ．1］
石 英 ，長 石 ，

赤 色 粒 子
に ぷ い 橙 普 通 内 面 ナ デ 竃左 右 袖 部 50％ ，

P L 36

第634号住居跡（第87図）

位置　調査区東部のFlle9区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第632号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2．7m，短軸2．5mの方形で，主軸方向はN－1020－Eである。壁高は30～35cmで，各壁とも

やや外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。第632号住居跡を掘り込んでいる部分には一部貼床が見られ

る。

寵　東壁中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは110cmで，壁外へ80cmほど掘り込んでおり，袖部

幅は120cmである。天井部は残存しておらず，袖部はロームと粘土で構築されている。火床部は皿状に浅く掘

りくぼめられており，火床面は被熟し赤変硬化している。
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第87図　第634号住居跡・出土遺物実測図
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竃土層解説
l　黒　勘　邑

2　窯　褐　色

こう　黒　褐　色

・i　黒　褐　色

5　暗　褐　色

粘土粒子少登，ロームブロックの焼士プロジグ槻儀

しトーlム粒J’－・焼上ブしト・ノケ・帖上ブ目しソケ少量

ロームプロ、、・・′ク・焼上プロ、、ノケ・粘上プロ、ソケ少：－1：

ロームプロ、ソク・枯上位千少量．焼上プロ、ソク微量

焼「プロ・ソケ小結lコームプロ、ソク・炭化粒「粘

土粒子少量

6　暗　褐　色　ロームプロッタ噺凱粘土紛争鋸凱粘性欄団強

ア　暗　褐　色　粘土粒子多義努ロームブロック微量諸甜針締牒強

8　褐　　　色　ロームプロ、ソク多量．粘日章J’・微結　締り強

〔）黒　褐　色　粘上位！・多量，ロームプロ、ソク‥墟日日・少量

10　黒　褐　色　枯吊十十少量．ロー∴プロ、、・′ク微量

′、　　　′・′

土層解説

l　黒　褐　色　ロームプロ、ソクい地上プロ、ソケ少量

2　黒　褐　色　亡1－ムブし「ノク・焼上ブLJ、ソク・炭化粒子微量

3　窯　褐　色　ロームプロッタ少量焼土プロッタ0炭化粒子微量

・1黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソケ・枯上プロ・ソケ少；書l：

う　黒　褐　色　ローームプロ・、ノ・′ケ少量．焼上プロ、ソケ・炭化粒「微

量ダ　締り強

遺磯出藍状況　土師器片錮説窺　琢舶　嚢蟻郎　須恵器片親意　棒杭　盤2　蓋凱鉢結洩結　聾蟻　が出

ノ

′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′

．　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　、

ノ

番可種別！器橙恒饉極高i鷹径！胎　土極　謂i焼成！手法の特徴　恒朗彿日清　壷

うJ侶　十師器
棒恒 序 巨再 読 薄

消寝須恵器宴
輝蛭 に士 悠長石　 灰　 普通底部摘一讐 空 吏 讐 麹 翠

潮車線静巨堅　陣摘巨細 ！ 匝乳鋸中舶 i普通棒井部回転鵜ラ削り　　　 南壁際下層錆％

尋醐車中鵬恒i
i

i劇中 i普通充棚転へラ削り
尋獅可施「つ鵬！恒　棒 普通霊波状法線拍射単位　覆土中i％
尋 醐車中錮恒

… ぶ
普通禁讐監禁梱商機ナ南壁際床中％

尋 鯛可機中可 舶 i普通唇へラナデ撃輸積み痕　竃内　 恒

／、　　　′

′　　　　／　／　　′　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′・　一　　　ノ

重複関係　第1千ノ持号日揖こ掘り込まれている。、．

′　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平川で，竃前から住居の北半分にかけて踏み固められている．。

ノ　　　′　　　′　　　ノ　・・、　′・、′′′　′ノ、t　と　′　‾’＼・‘∴、　　　　　′　、、　　　　　　′　　　　′　　′

′　　・‥′　　　　・　　　　‘　　　　　　　　　′　　　ノ・　亡　′　　　　　　　ノ　　　　　　　　′　　　　′′　　　　　′　　、　　．

′　　　∴、　　　′　　　′．　　　　　　、1、．∴言・′、（．ぺ　′・　　ノ　　′　　　　　′

電土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、‥′ク・粘上プロ、ソク少軋　焼「ブロック微量．締年弱

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼土プロ、ソク・炭化物少一結　締年弱

：3　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化物・粘上プロ・ソク少量

覆土　単一－・層で覆土は薄く，堆積状況は不明である。．

一一1118－



土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量，締り弱

遺物出土状況　土師器片45点（杯11，椀7，賓27），須恵器片3点（杯1，嚢2），灰粕陶器片1点（碗），石

製品1点（支脚力）が出土している。5368・5369は北東部の覆土下層から，5370・5371は竃内の覆土から出土

している。5372は竃の火床面奥から倒れた状態で出土している。

所見　足高高台椀が出土していることなどから，時期は10世紀後葉と考えられる。

と工弐5。7。

第88図　第635号住居跡・出土遺物実測図

・j

ll「†二
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′　　　　　　　　　　　　　　、

番号　種別　器橙桓径器高底径i胎　土i色　調i焼成！手法の特徴i出土位置i備　考

5諦土師器　椀は車郎i霊霊湯姉ぷい黄褐普通細転へラ切後高洩り北舶下層！渕％

軒警棒上唇巨転　　　　普通豊醜鵜ラ切後納貼り北離下層i弼
開撒　土師器　　椀　　　　　　　持。射サ溌溜認明赤褐　普通内浦ナデ　　　　 竃内　諏％

中洲中畑融恒紅蓮拉卒「「謡頂恋
番号器橙序さi幅i厚さ！重量i材　質i　 特　　　　 徴 出土位置！備　考

5372支脚力　蟻0ア巨や畑　eァ日鋼中　砂岩　煤付着被熱痕 竃内　i

第闘考健贋妙　第錮固）
′

重複関係　筋鵬骨井炉　第膵舶尊王坑に掘　込まれ竃折る。

′、　・・　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

やや外傾して立ち上がっている、－、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ノ′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

井部は残存じ等おらず　磯部はロームと粘土で構築されぞ折る。火床部は血状に浅　掘り　ぼめられ竃お酌

火床面は被熱し赤変種化している、J

電土層解説

1暗　褐　色　ロームプロ、ソク少結　焼上プロ、ソク・粘上プロ、ソク微量

ご　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・粘悌白ナ・少量言封じ物微量

こi　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼1∵ブロック・粘出立f・・炭化粒J’・少量

Ll　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼一上プロ、ソク少軋　炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブtJック少；1呈∴　粘い拉イ・微量

（う　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少結　炭化物・粘上プロ、ソク微量

7　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少軋　焼梱「「・炭化粒自微量

8　暗　褐　色　粘出自’一少量．ロームプロ、ソク・焼日も打一・歳化粒千微量∴　締り強

し）暗　褐　色　粘上粒J’一中量．ロームプロ、ソク少量．粘性・締り強

用　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・粘‖粒子少軋　焼上プロ、ソクe炭化粒子微；－I：

11暗　褐　色　ローームブ［Jいノクー帖L　焼上プロ・ソク・粘上プロ、ソク少乱　射ヒ物微量

ノ　′・　　　、、　　　ノ、ノ　　　　　　　　　　　　　′

土層解説

1　極暗褐色　ロームプロ、ソク中量

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク多量

：1暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量　机上プロ・ソク少量

・1　極暗褐色　ロームプロ・ソク多量

5　暗　褐　色　ローム粒J’一中量

（う　暗　褐　色　焼上ブロック・炭化材・もIi上プロ、ソク少量

7　黒　褐　色　ロームブロック・粘上プロ、ソク少結焼日章「微量

8　暗　褐　色　ロームブロック中量

～）極暗褐色　しトームプロ・ノク・粘上プロ、ソク少塾

1（，）黒　褐　色　ロームブロック少量

11黒　褐　色　ロームプロ！ノク中量

′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　ニ　　　ノ

′　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′

片で図示できる遺物は少なかった。

′　　　一　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・ノ．　　　　　　　　‥

考えられる．、ニー

一一一一一120－は一一一
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第89図　第636号住居跡・出土遺物実測図

第636号住居跡出土遺物観察表　（第89図）

0　　　　　　　　　　　2m

Z74　2 10cm

し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿亡＿　　　」

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　 考

5373 土師器 杯 － （2．2） － 長石 にぷい褐 普通
口緑部内外面横ナデ，内面放

射状へラミガキ
覆土中 10％

5374 須恵器 高台付杯 ［16．6］ （3．0） －
長石，

黒色粒子
灰黄 普通 ロクロナデ 覆土中 15％

－121－



ノ　′　′

ノ　′　ノ　　′　　　ノ　　ノ　J　　　　　　　　　　　′　　　　・′ノ

・・　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　、

：　　　　　　　　　ノ　　　ニ　′：　　．・、　　　　　　・・

′　・・一′　　　　　　　′　　　　　′′′

床　ほぼ平出である、「

′　　　　　‥　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　、　一　　　ノ

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・封じ粒白坂量　　　ニi　暗　褐　色　ローlムプロ、ソク少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少芸‡一1∴　焼上位了＼・炭化粒自微量

一　　　　　　′　　　′一　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、　′：　・・

3　　　　　　0

′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ノ　　　　　　　　ノ　　′

0　　　　　　5cm

l－l h一　　一′r＿

番号種　別器　種拇叫極萬縮射胎　土色　　調焼成」ま旦聖墾隼丁嘉議了嘉竃

53ア5士師器椀紅潮甘耳　右耳金雲母褐普通語回転へラ切後高油り南西部床面摘％

第鍼考健腰妙　第飢園）

／　′

重複関係　第桐生星住居・に掘り込まれている、

ノ　．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　一

おり，壁高は不明であるご

ノ　　　′　　　　　　　　　′　′　′　　　　　　　　　　′　　　′

ノ　　　　ノ　　　　　ノ　　　　　　～　　ノ　　　　　　　　　　　、　，∴　　′′・、′・・　・′．　　′　　　′

cmで，柱穴の可能性が考えられる二．

Pl土層解説

l　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量　焼日立√恒微量

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少結　焼‖＼白’一・歳化粒石微量

ニi　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量

l一一12211－F－P



覆土　第619号住居に削平されており，覆土はほとんどなく，壁溝の覆土のみ確認できた。堆積状況は不明で

ある。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量

遣物出土状況　土師器片68点（杯26，椀4，鉢1，嚢37），須恵器片4点（杯1，高盤1，藍2），鉄製品1点

（刀子カ）が出土している。覆土が薄かったため，明確に本跡に伴う遺物は東側の壁溝中から出土した刀子カ

のみであり，他は第619号住居の遺物である可能性がある。

所見　第619号住居に上面を削平されており，遺存状態が悪い。本跡を建て替えて第619号住居を構築した可能

性も考えられたが，当遺跡の類例を見ると旧住居を削平せずに壁を拡張し，新住居の床面を旧住居の床面上に

新たに構築しているものが多く，本跡の場合はそれらとは違うため，建て替えとは判断しなかった。出土土器

は9世紀後葉から10世紀前葉に比定されるものであるが，本跡に伴う遺物ではなく，第619号住居のものであ

る可能性があるため，住居の形態と主軸方向から，時期は8世紀以降，9世紀後菓以前としておく。

第91図　第642号住居跡・出土遺物実測図

と≡圭司
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0　　　　　　　　　　　　2m
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第642号住居跡出土遺物観察表　（第91図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

5 3 76 土 師 器 杯 ［1 5．8］ （4 ．2） － 石 英 ， 長 石 褐 普 通 ロ タ ロナ デ 覆 土 中 2 5％

5 3 77 土 師 器 椀 － （2 ．7） 8．3 長石 ，金 雲母 に ぷ い 褐 普 通
底 部 回 転 へ ラ切 り後 高 台 貼 り

付 け ，内 面一 定 方 向 へ ラ ミガ キ
南 西 部床 面 30％

番 号 券　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

5 37 8 刀 子 カ （12．7） 1，3 0 ．3 （1 3．5） 鉄 先 端 部 ・基 部 を 欠 く 東 側 壁 溝 中 P L 4 8

第644号住居跡（第92図）

位置　調査区南部のK12C2区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第1804・1806・1825・1827・1828・1830・1859・1860号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．6m，短軸2．5mの方形で，主軸方向はN－330－Eである。壁高は5cmで，各壁ともやや

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。

覆土　3層に分層されるが，覆土は薄く堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　褐　　　色

ローム粒子・炭化粒子微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　極暗褐色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片40点（杯9，椀1，小皿4，嚢26），須恵器片2点（蓋1，嚢1），縄文土器片1点が

出土している。

所見　他の遺構に掘り込まれている部分が多く，竃も検出できなかった。時期は主軸方向と出土土器から，10

世紀後半以降と考えられる。

第92図　第644号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m
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第舶骨住居跡出丑遺物観察末　　節犯囲う

番号i 種 別 担 曇 吏 と 魁 車 重 匝 予 抒 嘉 「 貢 簿 謂i焼成i 手 法 の 特 徴 ！出土位置 恒 考

5野9 士帥器 小皿 i　 巨 の中 も融 序石滅桃 子 橙 普通　感酒粕転糸切り 将士中 摘％

窮錮考燵腰跡　第消砂鍼囲）

′　　・　　　　・　　ノて

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　；、　′・′、

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　′　′′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′

で　各壁と　やや外廃して立ち上がりて折る。

床　ほぼ、上根である、－．

覆羞　　層に分層されるが　覆土は淳　堆積状況は不明である。

土層解説

且　極暗褐色　ローム粒子0巌佗粒子微量 2　褐　　　色　ロームプロ、ソケ少結．尉ヒ粒自微量

遺物出藍状況　土師器片膝塵　塚鋸　聾鋸　須恵器片凱産　婆　が出漉し若齢る。

ノ・・　　、　　′　l　　　　　　　　　　′　・・ノ′　′　　　　′　　　　　　　　　　　　′′

ほ言廿十日器から用世紀前葉と考えられる、＿∵

5381

七＿」㌦
一ノ、　′　　′、　　　　　　′　ノ　′ノ

′　　　　　　　　　　　　：　∴′　　　　′′

0　　　　　　　　　　　2m

藍器惑

番号i種別！器饉極径i器萬i底径i胎　土i色　調i焼成i 手法の特徴 恒班置棒 考

5380恒瞞 琢　 鵬 日時　　 恒戯鰭中三ぷい褐普通摘ロタロナデ 覆土申　極％

5381 須恵器 婆　　 ね鴻　　 鵠賢　 褐灰　 普通摘叩き
南東部床面　5％

ー…－125－－－r－1



第94図　第646号住居跡出土遺物実測図

第647号住居跡（第95図）

位置　調査区中央部のE8e5区に位置し，西から東へ下がる傾斜地に立地している。

重複関係　第40号溝，第1876号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北側が撹乱されており，南北長は5．3mのみ確認された。東西長は東側が傾斜により立ち上がり

が確認できず，ピットからの推定で6．5mと判断した。主軸方向はN－00である。壁高は62cmで，各壁ともほ

ぼ直立している。

床　緩やかに東へ傾斜している。鹿沼層を床面とし，中央部から西壁際にかけて踏み固められている。壁溝が

西壁際と南壁際の一部で確認された。

ピット　4か所。主柱穴はPl～P3が相当し，深さはPlが73cm，P2が60cm，P3が40cmである。P4は深

さ20cmで，南壁際中央に位置し，出入り口施設に伴うものと考えられる。

覆土　9層に分層される。西側の斜面上部から流れ込んだ様相を示し，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微
量，粘性弱，締り非常に弱

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量，粘性・締
り弱

3　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子・鹿沼パミス微量，
粘性弱

4　黒　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス少量，炭化粒子微量，
粘性弱

遺物出土状況　土師器片148点（杯51，椀2，賓95），

（内耳鍋），陶器片1点（常滑棄），弥生土器片2点，

5　黒　褐　色　鹿沼パミス少量，ロームブロック・焼土粒子・炭

化粒子微量，粘性弱
6　黒　褐　色　鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

7　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子・鹿沼パミス少量，焼
土粒子微量，粘性弱

8　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微量，粘性粥

9　暗　褐　色　ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

須恵器片14点（杯8，瓶2，賓4），土師質土器片1点

土製品13点（噂），石器1点（磨石）が出土している。

多くが細片で破断面も摩滅しており，流れ込みと考えられる。

所見　撹乱されている部分や調査区域外の部分が多く，遺物も時期を特定できるものは少なかったが，須恵器

が少なく，内面に放射状のヘラミガキが施された土師器杯が出土していることなどから，時期は8世紀前菜と

考えられる。
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④

第95図　第647号住居跡・出土遺物実測図

第647号住居跡出土遺物観察表　（第95図）

二、＿こ．二　二＝才，
5383

0　　　　　　　　　　　2m

10cm

！＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿亡　　　」

番号 種　別 器　種 口　径 器　高 底　径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　 考

5382 土師器 杯 ［15．6］ （4．7） －
石英，黒雲母，

赤色粒子 赤 普通
口緑部外面積ナデ，内面放射

状へラミガキ
覆土中 10％

5383 須恵器 杯 － （1．8） ［6．4］長石 黄灰 普通底部回転へラ切り 覆土中 10％

第648号住居跡（第96～100図）

位置　調査区中央部のE8g5区に位置し，西から東へ下がる傾斜地に立地している。

重複関係　第650号住居，第40号薄に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5・Om，短軸4・85mの方形で，主軸方向はN－200－Eである。壁高は66～88cmで，各壁とも

ほぼ直立し，壁上部が崩落して外傾している。

床　緩やかに東へ傾斜している0鹿沼層を床面とし，中央部から東壁際にかけてと，P5の東側が踏み固めら
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れているつ勘辞が西壁際の・部にのみ碓認きれた．、一、

′

－　　　　　　　　　′一

′

竃土層解説

】にぷい赤掲色　H一一ムプロ・リク・焼上ブlコック・炭化物少量．粘性非常に弱、締り弱

コ　にぷい′八潮色　焼上プロ、ソケ中量．ロームプロ、ソク・封じ射持し　粘性」用1二鉱　毒闘弱

3　灰　褐　色　砂粒多選撃　ローム粒子中量　焼士粒子や炭化粒子微鼠　粘性非常に弱

4　褐　　　色　砂粒中量ヲ　焼土プロツダ夢魔＼ロームプロッタの炭化粒子微鼠　粘性非常に弱　締　強
1　ローム層

6　鹿沼層

酢汐睦　　か所。主柱衆は㌘　～㌘　が欄当し　深さは舶～挽Ⅲである。㌘狛深さ鋼だ皿で　南壁際中盤の竃

に対面する位置にあ射　出ゑ　描施設に伴う　のと考えられる。

′

土層解説

1　黒　陽　色　ローームブトト′珂瑞，焼‖六日’・・炭化粒j∴鹿沼

バミス微量∴　粘性・締年弱

ご　黒　裾　色IllJ－ムプロ、ソク小結焼日章「・鹿沼′〈ミス少量

炭化粒子微塵

：j　暗　褐　色　ロームプロ、ソク小品∴　炭化粒J’一・鹿沼バミス微；－l：

l　暗　褐　色　し了－ムブ［「ノク多量，鹿沼バミス小甘　焼吊Jつ’－

少量　炭化粒子微量

5　暗　褐　色　口如ム粒子多量撃　鹿沼パミス少量ラ　締り弱

（；暗　褐　色　ローームプロ、ソク4船臣1ミス少量，損じ粒召粧㍑

粘性強

ア　灰　褐　色　ローム粒子の鹿沼パミス少登

呂　暗　褐　色　ローム慶子中量　鹿沼プ叛ス微量

！）褐　　　色　ロームプロ、、′ク中量．焼「プロ、ソク・炭化粒J’・・

鹿沼パミス少量芦　粘性弱

臓　暗　褐　色　ローム粒子e鹿沼パミス微農学　粘性強

思　灰　褐　色　焼土プロッタ中量　炭化物少量　ローム粒子徴最

、

函館堵路　盤飢孟錮　露頭瓶凱　聾め　族聴陶器片私産　最悪瓶）縄文土器片鉱産　弥生土器片扶養　蕊

私産　慰雄蕊カラ　丑製品凱擬　支卿結紡錘車新羽描招　石器や石製品凱痕　磁石結紡錘車幻　鉄製

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′

′

53机上53！）2、539十5∴仕B・51柚主封080封12・5・iltト5∴12‾le5∴128・封こう3である、、つ婁日一万予から中層にかけて出

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　！　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　′　・

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　一

・′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′

ノ　　　　　　　　　　′　　　’　　　　　　　′　　　　　′　′′　！ノ　．　′　′、ノ　ー　　′一

′　　′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　二　′　′　　　　　　　　　　′

－　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　・　　　　　　　　　　　′　　　二

・°　　′　′　　　　′・　　　　　　　　　′　　　　　　　∴　　　　　・　　　　ノ　・′　′　′　ハ　　イ

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　一　　′　′　一二　　　　　　　．　　　．′　　　　　　　　　　ち′

′、　　ノ　　　　　　′　　　　　　　ノ′　　　　　′　　　′′　′ノ　′′・／二　ノ　、　　　　　　　　　　　　　　′

・・　′　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　ノ　　　　′
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⑥

第96図　第648号住居働；実測図
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第97図　第648号住居跡出土遺物実測図（1）
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第98図　第648号住居跡出土遺物実測図（2）
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第99回　第648号住居跡出土遺物実測図（3）
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ー「二二二、
第100図　第648号住居跡出土遺物実測図（4）

第648号住居跡出土遺物観察表　（第97～100図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

53 84 土 師 器 土不 ［13 ．0］ （3．2） － 長石 明 赤 褐 普 通 外 面 へ ラ削 り後 ナ デ ，内 面 ナ デ 北 西 部 中層 20％

53 85 土 師 器 杯 ［11．0］ （4 ．0） － 赤 色 粒 子 にぷい黄橙 普 通 口緑 部 内外 面 横 ナ デ ，内 面 ナデ 北 西 部 下 層 20％

5 38 6 須 恵 器 杯 1 6．2 4 ，3 9．0 小 礫 ，長 石 灰 黄 褐 普 通 底 部 回転 へ ラ切 り後 ナ デ 南 壁 際 中 層
100％，内面研掛

漆付着，PL 36

53 8 7 須 恵 器 杯 15 ．1 4 ．1 9 ．0
小 礫 ，石 英 ，

長 石
浅 黄 普 通 底 部 回転 へ ラ 切 り後 ナ デ 寵 前床 面

100％，内外面漆

微量付着，PL 36

53 88 須 恵 器 杯 15 ．1 4．3 8 ．6 小礫，石英，長石 浅 黄 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り後 ナ デ 南 壁 際 中 層 10 0％ ，P L 37

53 89 須 恵 器 杯 13 ．0 3．9 7．4
小 礫 ，石 英 ，

長 石
灰 自 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り 南 壁 際 下 層

10 0％ ，口縁 部

墨 付着 ，P L 37

53 90 須 恵器 杯 13．4 4 ，0 7．8 長 石 ， 石 英 灰 黄 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り 北 東 部 下 層 90％ ，P L 3 7

5 3 91 須 恵 器 杯 1 3．5 3 ．8 7．5 長石，石英，黒色粒子 灰 普 通 底部回転へラ切 り後不定方向へラ削り 南 部 中 層 70％ ，P L 3 7

5 39 2 須 恵 器 坪 1 4．3 4 ．2 8 ．6
小 礫 ，石 英 ，

長 石
灰 普 通 底 部 回転 へ ラ 切 り 南 部 下 層

軌 舶 外面へテ書き

「田滋子産カ，PL37・43

53 93 須 恵 器 杯 12 ．4 3．4 8 ．6 小礫，石英，長石 灰 普 通 底 部 回転 へ ラ切 り 南 部 下 層 100％ ，P L 37

53 94 須 恵 器 杯 ［13 』］ 4．0 ［9 ．0］
石 英 ，長石 ，

黒 色 粒 子
灰 普 通 底 部 へ ラ削 り 南 東 部 下 層 15％

5 3 95 須 恵 器 コップ形 11．9 7．3 8．2
小 礫 ，長石 ，

白色針状鉱物
灰 普 通 内外 面 ロタ ロナ デ 北 東 部 床 面

95％止位，休部下端・底

部外面摩滅，外面自然

軋容積糾50m l，PL駕

5 39 6ロ 須 恵 器 高台付杯 1 4．7 5 ．6 8 ．4
石英，長石，

白色針状鉱物 灰 普通
底 部 回転 へ ラ切 り後 高 台 貼 り

付 け

南 西 部 ・中

央 部 中 層 85％ ，P L 3 7

5 397 須 恵 器 高台付杯 ［16 ．2］ 4 ，7 ［10 ．2］ 石英，長石，黒雲母 灰 黄 普 通 高 台 貼 り付 け 覆 土 中 2 0％

53 98 須 恵 器 高台付杯 － （3 ．7） ［1 1．0］ 石英，長石溜 雲母 にぷ い 黄 普 通 底 部回転へ ラ切 り後高台貼 り付 け 南 西 部 中 層 3 0％

53 99 須 恵 器 高台付杯 － （1．8） ［11 ，0］ 石英，長石，窯雲母 にぷ い 黄 普 通 底 部回転へ ラ切 り後高台貼 り付 け 覆 土 中 5％，内面券面荒れ

5 40 0 須 恵 器 高台付杯 10．2 4 ．6 7 ．0 長 石 暗 青 灰 良 好
底 部 回 転 へ ラ切 り後 高 台貼 り

付 け
中 央 部 中層

9 5％ ，内 外 面

自然 粕 ，P L 37

5 40 1 須 恵 器 盤 ［1 3．2］ 2 ．4 ［ 6．8］ 長 石 灰 普 通 底部回転へ ラ切 り後高台貼 り付け 中 央 部 中層 20％

54 0 2 須 恵 器 蓋 ［1 3 J ］ 3 ．2 － 小 礫 ， 長 石 灰 普 通 天 井 部 回転 へ ラ 削 り 西 部 上 層 35％
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鮒　 種別i器種聖頼輿中堅可胎　 土幸言可彿 手法の特徴　 恒朗潤 い海　嶺

5硯須恵小職 匡江」㊨料 極言唇 讐 竺 ア　 巨榔 璃 磨
5硯醐 庫 竺序車石　匡＋ 庫靡掛ラ切禄高融掴竃楓と層樋漂

対頂　士帥器　小彬悪臓… 05　さ満票石英夕明赤褐　普通翠翠箪 触辱輌極悪

封州　 士師器　　 楽
鵬藩札楠～打線部内外面横ナデ 内面へ 南西部下層 痛憤射臓踊

ラナデ，底部木葉病　　　　　　 舎銅線 PL37
融　 掴06　 の瑞 賢 荒 にぷい黄橙 普通

5購車二師器i聾 聖 恒車 誹 豊 中 読 唇 讐内外面榛ナデ内面へ竃内下層廃 嫡
狙車 師器　婆 聖 匪 車 当 ㌢ 中 読 唇 冒警篭票デ瀾へ竃前下層！購％
酬い瀾中　聾 恒e糾い両石私産石塀赤褐　普通内面へラナデ郎腑薬療　穫土中　恒％
5摘「離藩i婆 聖山聖上∵庫嘉　い√「嘉 内夕摘ログロナデ　　 極東部床面巨％
5紺i須恵器　聾 座 壷 項 豊 中 「 唇 舶欄へラ削り　 庫 謡 函 ㌃

54車 恵器　婆 聖十つ鑑賢庫「唇 竺 〔 …　 巨榔 幽 転

54車 孝由陶器長頚瓶聖 拉 上 項 ‰ 凍 衰 笹 内郷 タロナデ　 桓

番号　券　種　長　さ　最太径 馴㌔径i重 畳 材　 質 ！　 特　　　　 徴　 i出土位置 備　　考
領 「繍　 い如 月 錮 周 中 綿 粘土　　ナデ被熱病胎士に石英も長石の掛金雲母含む　竃左脇上層

番号　器 穫　長 さ最大径極 饉 重 量　漸　 質 特　　　　 徴　　 座職潤 い清　 孝
墾 巨細 「錮 巨細 恒痛 恒料 「 嘉 ナデ予被熟痕タ胎土に石英磁石の掛金雲母含むi穫土中 ！

番号　 器　橙　 凝太径　乳　径　厚　さ　重　畳 材　 質 ！　 特　　　　 徴　 i 出土位置 備　　 考
聖 上 攣 聖 十 空 目 鍼 日 用 巨読 粘土　 序デ撃胎土に長石含む　　　　　 桓 鯛

PLl・寸
酬 中 級 車 巨 溌 目測 i m 「品 滑石 i全研 磨タ側醜 射状の調整を刻酎 酎 」 桓 珊 廟

PL工ト捕
響 再 準 中 は可 鍼 巨 諸 恒 心 滑石　 軽薗研凰 側面放射状の縄　　　　 極 西部下層

PL寸6

番号 器 種 序 き 幅　 匝 き 重　　 量 材　 質 i　 特　　　　 徴　　 序 城 中 備　 考

5寸17
縮　 巨細 柚 子 錮 （39滴 酸性凝灰岩i砥薗2薗　　　　　　　 ！覆土申 ！

う寸20
i 釘　 巨細 帰 日 鍼 纏。55） 銑 i基部を欠く　　　　　　　　 北西部下層

542且 釘　 巨細 帰 日 鍼 （アせ95） 銑 ！基部の先端部を欠く　　　　　　 中央部下層

5436 慰斗瓦力恒 摘 約 日 m （268．0→ 粘土　 桓離腑 凹面布目痕　　　　　 覆土中 i

番可 器 種 凝 可　 幅　 極目 再 読 特　　　　　　　　 徴　　　　　　　　　 出士位置　　 備　　 考

鍼22　　鉄棒 0日　 e　巨 中 2 ぉ2 表面茶褐色，地黒褐色　　　　　　　　　　　　　　　　　 将士申

鍼23　　銑浮 摘 i 軋中 洞 「鮮 表面茶褐色夕地黒褐色　　　　　　　　 i穫土中 i

鍼鋼　　 鉄浮 m i 就中 2議 日嗣 豪商茶褐色夕地黒褐色学一部音灰色　　　　　 i穫土中 i

銅鏡　　 銑浮 3．7　　　∴1．8　　　2．2　　　37．0 表面茶褐色夕地黒褐色夕一部青灰色　　　　　 ！穫土中 ！

5摘 「 踊 e　巨　 巨 5 恒 08 表面茶褐色タ地黒褐色タ一部音灰色　　　　　 ！穫土中 ！

髭27　　鉄浮 m i 髭項 3識 巨捌 表面茶褐色努地黒褐色　　　　　　　　 ！穫土中 i

狙錆　　 銑津 後項　 ㌃可 m 日 嗣 表面茶褐色，地黒褐色普一部音灰色　　　　　　 極 部欄 つ

5墟9　　銑浮 錮 「m 巨 可 読 表面茶褐色汐地黒褐色夕上下に2個癒着　　　　 極 細 頑

錮渕　 椀状浮 ア諸 日 日 巨摘 巨捌 表面茶褐色，地黒褐色撃一部音灰色　　　　　 i中央部中層i

5親 極 栂 m 「闘 い 可 m 着磁夕表面茶褐色夕地黒褐色　　　　　　 i南東部中層i

銅器　 椀状浮 6諸 日 周 巨揃 い鋸 表面茶褐色ラ地黒褐色夕炉壁癒着　　　　　　 極壁際中層i

銅器　 椀状浮 堅 い 掴 巨 可 m 表面茶褐色，地黒褐色　　　　　　　　　 極 東部下層！

5捌 i 椀状浮 紺 巨 は 恒 可 摘 着磁夕表面茶褐色，地黒褐色タ一部音灰色　　　　 庫 綱 目

5蟻 i 椀状淫 808 日 50日　 84 巨鋸 着磁ラ表面茶褐色夕地黒褐色　　　　　　　　 中央錮 可

一一1．3‘4－－p



第649号住居跡（第101・102図）

位置　調査区中央部のF8a3区に位置し，西から東へ下がる傾斜地に立地している。

重複関係　第653号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　南北長は4・6mで，東西長は東側が傾斜により立ち上がりが確認できず，3．8mのみ確認された。

形状は方形もしくは長方形と考えられ，主軸方向はN－100－Eである。壁高は16C皿で，各壁ともやや外傾し

て立ち上がっている。

床　緩やかに東へ傾斜し，中央部から南壁際にかけて踏み固められている。壁溝が北・西・南壁際の一部で確

認された。

竃　北壁に付設されているが覆土が薄く，道春状態が悪い。焚口部から煙道部までは110cmで，壁外へ70cmほ

ど掘り込んでいる。袖部・天井部は残存しておらず，火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は被熟し赤変硬

化している。

電土眉解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量

3　にぷい赤褐色　焼土ブロック・ロームブロック微量

2　　　　SI653

第101図　第649号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　1m
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覆土　3層に分層されるが，覆土は薄く堆積状況は不明である。中央部から南部にかけて焼土が散在している。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

2　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量，締り弱

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼士ブロック少量，粘性弱，締り非常に弱

遺物出土状況　土師器片78点（杯24，椀2，高台付皿1，蓋1，嚢50），須恵器片5点（杯4，高台付杯1），

石器1点（砥石）が出土している。5437・5438・5440・5443・5444が床面から出土している。須恵器はすべて

細片で破断面が摩滅しており，流れ込みと考えられる。

所見　傾斜地にあり覆土が薄く，特に東側は遺存状態が悪かった。時期は，出土土器から10世紀前葉と考えら

れる。

第102図　第649号住居跡出土遺物実測図

第649号住居跡出土遣物観察表　（第101図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

54 37 土 師 器 杯 12．3 4．3 7 ．4 石 英 ，長 石 にぷい赤褐 普 通 口舶 外両横ナデ，底部外面不定方向へラ削り 南 部 床 画 75％ ，P L 38

54 38 土 師 器 杯 ［13．2］ 4．6 6 ．1 石英，長石，金雲母 にぷ い橙 普 通 底 部 回転 へ ラ切 り 北 西 部 床 面 4 5％

54 39 土 師 器 杯 ［13．8］ 3．9 ［8．0］ 長石雇雲母凍邑粒子 にぷ い褐 普 通 底 部 回転 へ ラ切 り 覆 土 中 10％

5 44 0 土 師 器 椀 ［13．6］ （4．9） －
長石，金雲母，

赤色粒子
にぷ い 橙 普 通 高 台 貼 り付 け 中 央 部 床 面 3 0％

5 44 1 土 師 器 高台付皿 ［13．6］ （1．8） －
長 石，金 雲母 にぷい黄褐 普 通 高 台 貼 り付 け 覆 土 中 2 0％

5 44 2 土 師 器 蓋 ［15．8］ （3．2） － 石見長石，赤組 子 に ぷ い 橙 普 通 天 井 部 回転 へ ラ 削 り 覆 土 中 2 0％

5 44 3 土 師 器 賓 ［2 3．5］ （7．2） － 石英，長石，金雲母 明 赤 褐 普 通 ロ緑部内外面横ナデ，内面へラナデ 竃 前 床 面 5 ％

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　　 考

54 4 4 砥 石 （7 ．3） 5．4 3 ．2 （1 23 ．9） 酸 性 凝 灰 岩
砥 面 2 面， 棒 状 の擦 痕 多 数 ， 両 側 面 に 三 角 形 の

切 れ 込 み
北 西 部 床 面 P L 46

－136－



第650号住居跡（第103・104図）

位置　調査区中央部のE8h5区に位置し，西から東へ下がる傾斜地に立地している。

重複関係　第648号住居跡を掘り込み，第40号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2・9m，短軸2・1mの長方形で，主軸方向はNT910－Eである。壁高は25～32cmで，各壁と

もやや外傾して立ち上がっている。

床　緩やかに東へ傾斜し，中央部が踏み固められている。第648号住居跡を掘り込んでいる部分には一部貼床

が見られる。

竜　東壁の南端に付設されている。遺存状態が悪く，火床面のみ確認された。

竃土層解説

1灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量，粘性強，締り弱

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，締り弱

3　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量，砂粒微量，粘性・締り弱

ピット　Plは深さ50cmで北西部に位置しているが，性格は不明である。

覆土　4層に分層される。ブロック状に堆積し，人為堆積と考えられる。第4層は貼床である。

土眉解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量，締り弱

4　褐　　　色　ロームブロック多量，締り強

遺物出土状況　土師器片92点（杯19，椀7，小皿1，嚢65），須恵器片11点（杯1，高台付杯1，蓋1，瓶1，

要7），鉄製品1点（鉄），鉄棒2点が出土している。5447・5449は竃内から出土し，5448は竃内出土の破片と

竃前の覆土下層から出土した破片が接合したものである。5450は北部の覆土中層から出土しているが，遺構の

時期から判断すると第648号住居跡の遺物が流れ込んだものと考えられる。

所見　南東部に竃を持つ小規模住居のうちの一つである。時期は，出土土器から11世紀前半と考えられる。

第103図　第650号住居跡実測図
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第104図　第650号住居跡出土遺物実測図

第650号住居跡出土遺物観察表　（第104図）

キ丁‾「：二：‡

∠とク
5453

「「一 蛋

5450

0　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　 の　特　徴 出土位置 備　　 考

5445 土師器 椀 ［15．0］ 5．9 6．0
石英，長石，金

雲臥 赤色粒子
にぷい責橙 普通

底部回転へラ切り後高台貼り付

け，底部内面一定方向へラミガキ
南壁際下層 40％

5446 土師器 椀 － （2，1） ［8．1］
石英，長石，

赤色粒子
橙 普通

底部回転へラ切り後高台貼り付

け，底部内面一定方向へラミガキ
覆土中 20％

5447 土師器 小皿 9．5 1．7 6．4
長石，金雲母，

赤色粒子
にぷい橙 普通 底部回転糸切り 竃内

80％，内面器

面荒れ，PL38

5448 土師器 整 ［21j ］ （10．7） －

石英，長石，

金雲母
橙 普通 口緑部内外面横ナデ，内面ナデ

竃内・竃前

下層

20％，外面煤

付着，被熱痕

5449 土師器 尭 ［19．2］ （4．1） －
石英，長石，

金雲母
橙 普通 口緑部内外面横ナデ，内面ナデ 竃内

5％，外面煤

付着，被熟痕

5450 須恵器 粟 － （1．4） （14．0） 長石 灰褐 普通 底部外面ナデ 北部中層
10％，内面研磨・

墨付着硯転用

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5451 鉄 （9．5） 1．8 0．5 （22．7） 鉄 茎部基部を欠く，圭頭，台形関 北東部下層 PL48

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5452 鉄津 7．3 5．2 2．1 58．5 着磁，表面茶褐色，地黒褐色 南部中層

5453 鉄津 3．6 3．3 1．5 10．8 表面茶褐色，地黒褐色 覆土中

－138－



第651号住居跡（第105・106図）

位置　調査区中央部のE8h4区に位置し，西から東へ下がる傾斜地に立地している。

重複関係　第652号住居跡を掘り込み，第42号ピット群のP3に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・3m，短軸2・7mの長方形で，主軸方向はN－900－Eである。壁高は12～25cmで，各壁と

もやや外傾して立ち上がっている。

床　緩やかに東へ傾斜し，壁際を除き踏み固められている。

竃　東壁のやや南寄りに付設されている。遺存状態が悪く，火床面のみ確認された。

竃土層解説

1黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微　量　3　赤　褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量，締り弱
2　黒　褐　色　　焼土ブロック少量，ロームブロック微量

ピット　Plは深さ25C皿で北西部に位置しているが，性格は不明である。

Pl土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量，締り弱　　3　褐　　色　鹿沼パミス少量，締り弱
2　暗　褐　色　ローム粒子・鹿沼パミス微量，締り弱

覆土　5層に分層される。焼土を多く含み人為堆積と考えられる。また，中央部に粘土塊が見られる。

土層解説

1黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量　　4　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量
2　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化物微量，粘性弱　　　　　5　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子微量
3　赤　褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量，締り弱

第105回　第651号住居跡実測図
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粘土塊土層解説
1　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子微量，粘性弱，締り強

2　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

3　褐　　　　色　ローム粒子中量，鹿沼パミス微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

造物出土状況　土師器片192点（杯29，椀7，皿2，高台付皿1，鉢4，襲149），須恵器片20点（杯12，蓋2，

嚢6），縄文土器片1点が出土している。5458は竃内の覆土中から出土した破片と中央部の覆土下層から出土

した破片が接合したものである。

所見　中央部に粘土塊があり，住居の廃絶時に投棄されたものか，住居の壁が倒壊したものと推測される。5454

は内面に漆が付着している。須恵器杯が少量で土師器皿が見られることから，時期は9世紀後葉と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　10cm

第106図　第651号住居跡出土遣物実測図

第651号住居跡出土遺物観察表　（第106図）

0　　　　　　　　　10qm

≡　　　　；　　　王

番号 種　別 器　種口　径器　高底　径 胎　　土 色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

5454 須恵器 坤こ ［13．4］（3．8） － 長石 黄灰 普通ロクロナデ 覆土中 5％，内面漆付着

5455 須恵器 杯 ［12．6］ 4．5 ［7．0］
小礫，石英，

長石，赤色粒子
明褐 普通底部回転へラ切り，酸化炎焼成

寵内，中央

部下層
20％

5456 土師器 椀 ［15．4］（4．2） －
石英，長石，

金雲母
にぷい黄褐普通

底部回転へラ切り後高台貼り

付け
中央部下層40％

5457 土師器 高台付皿［12．2］（1．5） － 石英，長石にぷい褐普通
底部回転へラ切り後高台貼り付

け，底部内面一定方向へラミガキ
竃内

50％，

PL38

5458 土師器 襲 ［20．4］31．9 ［15．4］
石英，長石，

窯雲母
にぷい褐普通

口縁部内外面横ナデ，内面へ

ラナデ
中央部下層40％

第652号住居跡（第107・108図）

位置　調査区中央部のE8i4区に位置し，西から東へ下がる傾斜地に立地している。

重複関係　第651号住居，第1号道路に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．5m，短軸3．3mの方形で，主軸方向はN－50－Wである。壁高は12－20cmで，各壁とも
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やや外傾して立ち上がっている。

床　中央部は第1号道路に掘り込まれており不明であるが，残存している部分では横やかに東へ傾斜し，竃前

が踏み固められている。

竜　北壁中央部に付設されている。上面を第651号住居に掘り込まれており，遺存状態が悪かった。

寵土層解説

1　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量
4　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物少量，ローム粒子微量

5　灰黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量，粘性弱
6　褐　　　色　ロームブロック中呈，焼土ブロック少量，炭化粒子微量

覆土　6層に分層される。下層はブロック状に堆積している部分があり人為堆積と考えられ，その後，上層が

自然堆積したものと考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量，締り弱

5

旦49．。m

」書聖多了

第107図　第652号住居跡実測図

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　鹿沼パミス少量，ローム粒子微量

6　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
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遺物出土状況　土師器片188点（杯19，椀2，嚢167），須恵器片24点（杯4，整19，紡錘車転用1），土製晶1

点（土人形）が出土している。多くが細片で，図示できるものは少なかった。5459は竃内から出土し，5460は

竃前の床面から出土している。

所見　5460は内面に漆が付着している。土製品は近世のものと思われる土人形の破片で，第1号道路跡に伴う

ものである可能性がある。9世紀後葉と考えられる第651号住居に掘り込まれており，出土土器に内面に黒色

処理が施された土師器杯が見られることから，時期は9世紀中葉と考えられる。

第108回　第652号住居跡出土遺物実測図

第652号住居跡出土遣物観察表　（第108図）

ミ・薫三二
迦二．

Ⅳ　5461　⊂二二⊃：5462

0　　　　　　　　　　　　10cm

＿＿＿！：

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

5 4 5 9 土 師 器 杯 － （2 ．5 ） － 石 英 ， 長 石 に ぷ い 褐 普 通 ロ ク ロ ナ デ 竃 内 1 0 ％

5 4 6 0 土 師 器 嚢 ［1 7 ．6 ］ （4 ．8 ） －

石 英 ，長 石 ，

金 雲 母
橙 普 通

ロ 緑 部 内 外 面 横 ナ デ ， 内 面 へ

ラ ナ デ
竃 前 床 面

5 ％ ，

内 面 漆 付 着

5 4 6 1 須 恵 器 斐 － （5 ，5 ） － 長 石 ， 白 雲 母 暗 灰 普 通 外 面 叩 き 覆 土 中 1 0 ％ ，新 治 産

番 号 器　 種 最 大 径 孔　 径 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

5 4 6 2 紡 錘 車 （4 ．1 ） － 0 ．6 （7 ．4 5 ） 須 恵 器 転 用 須 恵 器 杯 底 部 を 転 用 ， 周 縁 部 研 磨 覆 土 中

第653号住居跡（第109図）

位置　調査区中央部のE8j4区に位置し，西から東へ下がる傾斜地に立地している。

重複関係　第649号住居に掘り込まれている。

規模と形状　南北長は3．8mで，東西長は東側が傾斜により立ち上がりが確認できず，1・4mのみ確認された。

形状は方形もしくは長方形と考えられ，主軸方向はN－90－Eである。壁高は6cmで，各壁ともやや外傾し

て立ち上がっている。

床　綬やかに東へ傾斜している。壁溝が北・西・南壁際の一部で確認された。

覆土　単一層で覆土は薄く，堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片36点（杯10，嚢26），須恵器片1点（嚢）が出土している。

所見　傾斜地にあり，覆土が薄く西側の一部分のみ確認できた。10世紀前葉と考えられる第649号住居に掘り

込まれており，内面に黒色処理が施された土師器杯が見られることから，時期は9世紀後葉と考えられる。
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第109図　第653号住居跡・出土遺物実測図

第653号住居跡出土遺物観察表　（第109図）

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　 の　特　 徴 出土位置 備　　 考

5463 土師器 杯 ［11．0］ 2．9 ［5．8］ 石英，長石，金雲母 明赤褐 普通 外面ロクロナデ 西部床面 30％

5464 土師器 慧 ［18．0］ （6．1）
－ 石英，長石金雲母 にぷい赤褐 普通 口綾部内外面横ナデ，内面へラナデ 西部下層 5％，被熱痕

第654号住居跡（第110・111図）

位置　調査区中央部のF8b5区に位置し，西から東へ下がる傾斜地に立地している。

重複関係　第40号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4・7m，短軸4・3mの方形で，主軸方向はN－100－Eである。壁高は50cmで，各壁ともほぼ

直立している。

床　緩やかに東へ傾斜し，壁際が中央部よりややくぼんでいる。中央部が踏み固められており，壁溝が北・西・

南壁の一部で確認された。

竜　北壁中央部に付設されている。木の根に撹乱されており，遺存状態が悪かった。

埴土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

2　灰黄褐色　粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

ピット　Plは北西部に，P2は南西部に位置し，深さはそれぞれ20cmである。柱穴の可能性が考えられるが，

東側には確認されず，現状では性格は不明である。

覆土　7層に分層される。西側の斜面上部から流れ込んだ様相を示し，自然堆積と考えられる。
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土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

ローム粒子・炭化粒子微量

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，締り強

ロームブロック中量，炭化粒子少量

ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片133点（杯8，嚢125），須恵器片35点（杯20，高台付杯1，盤8，蓋3，嚢3），鉄淳

2点が出土している。多くが覆土中層から下層にかけて出土している。

所見　床面や竃内から良好な遺物が出土しなかったが，覆土中出土の土器や遺構の形状，主軸方向などから判

断すると，時期は9世紀中葉と考えられる。

第110図　第654号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　1m
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第111図　第654号住居跡出土遣物実測図

第654号住居跡出土遺物観察表　（第111図）

0　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　の　特　 徴 出土位置 備　　 考

5465 土師器 杯 ［14．8］ （5．3） － 石英，長瓦金雲母 橙 普通 ロクロナデ 覆土中 10％

5466 須恵器 杯 ［14．5］ 4．6 ［8．6］ 長石 灰白 普通 底部不定方向へラ削り 覆土中 10％

5467 須恵器 盤 ［14．8］ 4．3 8．5 石英，妬 男色粒子 灰自 普通 底部回転へラ切り後高台貼り付け 南西部中層 70％，P L38

5468 須恵器 盤 ［14．8］ （2．1） － 長石 灰 普通 ロクロナデ 覆土中 5 ％

5469 須恵器 蓋 ［14．4］ （2．1） － 石英，長石，男色粒子 灰 普通 天井部回転へラ削り 竃前下層 5 ％

5470 土師器 襲 ［20．2］ （10．3） － 石英，長石 明赤褐 普通 口緑部内外面横ナデ，内面へラナデ 南西部中層 10％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5471 鉄津 5．5 6．2 1．9 86．6 着磁，表面茶褐色，地黒褐色 覆土中

5472 鉄揮 2．4 3．3 1．4 7．0 灰褐色 覆土中

第655号住居跡（第112図）

位置　調査区中央部のF8d8区に位置し，西から東へ下がる傾斜地に立地している。

重複関係　第656号住居，第42号溝に掘り込まれている。

規模と形状　南側が調査区城外に延びているため，南北長は4．6mで，東西長は東側が第42号溝に掘り込まれ

ているため，3・Omのみ確認された。形状は方形もしくは長方形と考えられ，主軸方向はN－130－Eである。

壁高は15cmで，各壁ともやや外傾して立ち上がっている。

床　残存している部分では横やかに東へ傾斜し，南西部が踏み固められている。壁溝が西壁の南端で確認され

た。

寵　北壁に付設されているが，第656号住居に掘り込まれており，遺存状態が悪かった。壁外への掘り込みは

50cmである。左袖部は確認できず，右袖部は地山のロームを一部掘り残し，砂質粘土を貼り付けて構築されて

いる。火床面は確認できなかった。
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電土層解説

l　黒　褐　色　ローム粒J∴・焼細目’・・炭化粒自微量

2　暗赤褐色　焼巨拉f一少軋　炭化粒自微量

こう　赤　褐　色　焼上プロ、ソク多量

、、㍉　一、　二　　ノ　′　、ノ　バ　　′　一′一ノ′J

土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量，締り弱

・1吠甚褐色　机上プロ、ソク少量．焼廿日’・・炭化粒日放量

5　暗　褐　色　粘巨粒子・炭化粒f・少軋　焼日こJつ’一微量
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床　緩やかに東へ傾斜し，中央部が踏み固められている。壁溝が北・西・南壁の一部で確認された。

覆土　5層に分層される。西側の斜面上部から流れ込んだ様相を示し，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量，締り弱

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量，締り弱

4　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量，締り弱

5　灰　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子・砂粒少量，締り弱

遺物出土状況　土師器片197点（杯56，椀16，皿2，嚢123），須恵器片16点（杯11，高台付杯1，蓋2，嚢2）

が出土している。

所見　東側が第42号溝に掘り込まれており，全容は不明であるが，時期は出土土器から9世紀後葉と考えられ

る。また，覆土中からは5474のように8世紀代の土器片が少量出土しており，本跡が掘り込んでいる第655号

住居跡の遺物である可能性がある。

二1°学‾‾‾・一rr′（
5478

第113図　第656号住居跡・出土遺物実測図
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第656号住居跡出土遺物観察表　（第113図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

54 7 3 土 師 器 杯 ［14 ．0］ （3．1） － 石亀 長石冶 雲母 に ぷ い橙 普 通 ロ ク ロ ナ デ 西 部 下 層 5 ％

54 7 4 土 師 器 j不 ［13 ．8］ （4．0） － 長石，赤色粒子 にぷ い橙 普 通 口縁 部 内外 面 横 ナ デ ，内 面 ナ デ 覆 土 中 5 ％

54 7 5 須 恵 器 杯 ［12 ．8］ 3．7 ［7 ，7］
長石，自雲母，

赤色粒子
明 黄 褐 不 良

底 部 回転 へ ラ切 り， 酸 化 炎焼

成
覆 土 中 20％

54 76 須 恵 器 杯 － （2．8） ［8 ．2］ 石英，長石，黒雲母 黄 灰 不 良 底 部 回 転へ ラ切 り，酸 化 炎焼 成 穫 土 中 10％

54 77 土 師 器 椀 ［13 ．9］ （4 ．0） － 長石，赤色粒子 にぷ い褐 普 通 底部回転へ ラ切 り後高台貼 り付 け 西 部 下 層 20％

54 78 土 師 器 皿 ［13．2］ （2 ．0） － 長 石，黒雲母 に ぷ い褐 普 通 ロ ク ロ ナ デ 覆 土 中 10％

54 79 土 師 器 斐 ［2 2．6］ （4 ．4） － 石英，長石，金雲母 にぷい赤褐 普 通 口 緑 部 内 外 面横 ナ デ 覆 土 中 5 ％

第657号住居跡（第114・115図）

位置　調査区中央部のE8g7区に位置し，西から東へ下がる傾斜地に立地している。

重複関係　第658号住居跡，第2号鍛冶工房跡を掘り込んでいる。

規模と形状　斜面部にあり，北側と東側の立ち上がりを確認できなかったため，現状では長軸3．7m，短軸2．8

mの長方形で，主軸方向はN－113。－Eである。壁高は10～30cmで，各壁ともやや外傾して立ち上がっている。

床　緩やかに東へ傾斜している。部分的に貼床が見られるが，硬化面は確認されなかった。

竃　東壁に付設されている。遺存状態が悪く，火床面のみ確認された。

2

第114図　第657号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　1m
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埴土層解説

1暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量，粘性弱

2　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子少量，粘性弱

覆土　4層に分層されるが覆土は薄く，堆積状況は不明である。第4層は貼床である。

土屑解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

2　暗　褐　色　炭化粒子少鼠　ロームブロック微量　　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，締り強

遺物出土状況　土師器片68点（杯10，椀8，皿3，嚢47），須恵器片6点（杯），灰粕陶器片1点（皿），土製

品1点（小皿転用円盤），鉄津1点が出土している。須恵器片は細片で破断面が摩滅しており，流れ込みと考

えられる。

所見　5482は内面に漆が薄く付着しており，漆を塗る際にパレットとして使用されたものと考えられる。時期

は小皿の口径や足高高台椀の出土から，10世紀後葉と考えられる。

二‡－＿・一二1－

第115図　第657号住居跡出土遺物実測図

第657号住居跡出土遺物観察表　（第115図）

ノ
二三≡モ≪

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

54 80 土 師 器 椀 ［14 ．2］ 5，3 7．2
長石，金雲母，

赤色粒子
に ぷ い橙 普 通

底部 回転糸切 り後 高台貼 り付 け，

底部 内面一定 方向へ ラ ミガキ 南 西 部 下 層 8 0％ ，P L 38

5 48 1 土 師 器 椀 ［15．6］ 7 ．2 ［9 ．2］ 長石 ，金雲母 にぷ い橙 普 通
底 部 回 転 へ ラ切 り後 高 台 貼 り

付 け
中 央 部 床 面 7 0％ ，P L 38

5 48 2 土 師 器 小 皿 ［ 9．8］ 1 ．9 6 ．4
長 石 ，

金 雲 母
褐 普 通

底 部 回 転 へ ラ切 り， 底 部 内 面

一 定 方 向 へ ラ ミ ガ キ
覆 土 中

70％ ，内 面漆

付 着，P L 38

54 8 3 土 師 器 襲 ［22 ．2］ （18．0）
石 英 ，長 石 ，

金 雲 母 褐 普 通
口緑 部 内 外 面 横 ナ デ ， 内面 へ

ラナ デ
中 央 部 床 面

50％ ，

内外面煤付着

548 4 灰 粕 陶器 皿 ［13 ．1］ （1．5） － 緻密，黒色粒子 灰 白，灰 自 良 好 ロ ク ロ ナ デ 覆 土 中 5％ ，猿 投 産
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番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5485 土製 円盤 6 ．8 6 ．8 0．6 3 1．1 土師器小皿転用 回転へ ラ切 り，底部 を円形に打 ち欠 く 覆土 中 PL4 4

第658号住居跡（第116・117図）

位置　調査区中央部のE8g7区に位置し，西から東へ下がる傾斜地に立地している。

重複関係　第2号鍛冶工房跡を掘り込み，第657号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．2m，短軸2．5mの長方形で，竃は確認されなかったが形態や遺物から東竃と推測され，主

軸方向はN－850－Eである。壁高は15～32cmで，各壁ともほぼ直立している。

床　緩やかに東へ傾斜し，中央部東側が踏み固められている。

覆土　4層に分層される。層内にロームブロックを不均一に含み，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　3　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

遣物出土状況　土師器片19点（杯6，椀2，小皿1，嚢10），須恵器片1点（蓋），弥生土器片1点，石器1点

（砥石），焼礫1点が出土している。5487は北東部，5489は南部の床面から出土している。

所見10世紀後葉と考えられる第657号住居に掘り込まれていることと，小皿の口径が10cm以上であることか

ら，時期は10世紀中葉と考えられる。

④　　も
ー　　　、

てこ∃＝詔87

第116図　第658号住居跡・出土遺物実測図
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⊂二二二⊃
5488

0　　　　　　　　　　　　10cm

第117回　第658号住居跡出土遺物実測図

〔⊃ 0　　　　　　　　　10cm
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第658号住居跡出土遺物観察表　（第116・117図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　　 考

5 48 6 土 師 器 椀 － （2．1） 7 ．6 長石，金雲母 に ぷ い 橙 普 通
底部 回転糸切 り後高 台貼 り付 け，

底 部内 面一定 方向へ ラ ミガキ
中 央 部 下 層 40 ％

54 8 7 土 師 器 小 皿 10 ．4 2 ．4 6 ．8
長石，金雲母，

赤色粒子
にぷ い褐 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 北 東部 床 面 90 ％ ，P L 3 8

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

5 48 8 砥 石 （9．2） 5．8 1 ．3 （82 ．2） 頁 岩 砥 面 2 両 中 央 部 下 層 P L 4 6

5 48 9 焼 礫 13 ．1 1 1 ．0 8 ．2 15 90 砂 岩 被 熱 痕 ， 炭 化 物 付 着 南 部 床 面 P L 4 7

第661号住居跡（第118図）

位置　調査区中央部のF8a7区に位置し，西から東へ下がる傾斜地に立地している。

重複関係　第662・663号住居跡を掘り込み，第1902号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　遺存状態が悪く，北と東側の壁を確認できなかった。現状では長軸2．3m，短軸2．0mの長方形で

ある。主軸方向も不明であるが，南壁から判断するとN－1100－Eである。壁高は16～20cmで，各壁とも外傾

して立ち上がっている。

床　緩やかに東へ傾斜している。中央部に貼床がされており，踏み固められている。また，南東部から少量の

焼土や粘土が出土している。

覆土　3層に分層されるが，覆土は薄く堆積状況は不明である。第3層は貼床である。

土眉解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量，粘性弱
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量，粘性弱，締り強

遺物出土状況　土師器片34点（杯8，椀1，嚢18，甑7），須恵器片5点（杯），灰粕陶器片1点（瓶カ），焼

礫2点が出土している。5492は南東部の床面から出土した。

所見　南東部の床面から出土した5492の周囲にはわずかに焼土や粘土が見られ，遺構としては検出されなかっ

たが，竃かそれに類する火処の存在が推測される。灰粕陶器片は細片で図示できなかったため，一覧表（表13）

に記載した。10世紀後葉と考えられる第662号住居跡を掘り込んでいることと出土土器から，時期は11世紀前

半と考えられる。
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亡つ
第118回　第661号住居跡出土遺物実測図

第661号住居跡出土遺物観察表（第118図）

UI

O　　　　　　　　　　　　　2m

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

5490 土師器 要 ［19．0］ （5 ．8） － 石英，長石 橙 普通 口縁部内外面横ナデ，内面へラナデ 覆土中 10％

5491 土師器 甑カ ［22．6］ （10 ．5） －

石英，長石，

金雲母
にぷい褐 普通

口緑部内外面横ナデ，内面へ

ラナデ，輪積み痕
覆土中 10％

番号 券　 種 長　 さ 帽 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5492 焼礫 13 ．7 10 ．9 5 ．4 1260 砂岩 表面に被熱痕，炭化物付着 南東部床面

5493 焼礫 （13 ．5） 9 ．6 5 ．3 （470） 砂岩 表 ・裏 ・側面に被熱痕，炭化物付着 東部下層
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第662号住居跡（第119・120図）

位置　調査区中央部のF8a7区に位置し，西から東へ下がる傾斜地に立地している。

重複関係　第663号住居跡を掘り込み，第661号住居，第1902・1913号土坑，第43号ピット群のP6・P8－P

llに掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・4m，短軸2・8mの長方形で，主軸方向はN－100－Eである。壁高は26－34C皿で，各壁と

もやや外傾して立ち上がっている。また，竃の西側の壁に壁外へ30cmほど半円形に掘り込んだ部分がある。

床　緩やかに東へ傾斜している。第663号住居跡を掘り込んでいる部分には一部貼床が見られる。

竃　北壁のやや東寄りに付設されている。遺存状態が悪く，火床部のみ確認できた。焚口部から煙道部までは

80cmで，壁外へ35cmほど掘り込んでいる。袖部と天井部は残存しておらず，火床部は床面とほぼ同じ高さで，

火床面は被熟し赤変硬化している。

寵土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量，締　　2　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

り弱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　赤　褐　色　焼土ブロック多量，締り強

ピット　2か所。Plは北西部に位置し，深さは30cmである。柱穴の可能性が考えられるが，1か所しか確認

できなかった。P2は深さ10C皿でPlの東側に位置しているが，性格は不明である。

第119図　第662号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　1m
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覆土　3層に分層されるが，覆土は薄く堆積状況は不明である。第3層は貼床である。

土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量，粘　　2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，粘性弱

性弱，締り強　　　　　　　　　　　　　　　　　3　暗　褐　色　ローム粒子少量，粘性弱，締り強

遺物出土状況　土師器片100点（杯33，椀5，小皿1，賓61），須恵器片12点（杯4，嚢8），縄文土器片1点，

石器2点（砥石1，磨石1）が出土している。北西部と西壁際にやや集中しているが，細片が多かった。

所見　竃の西側の壁に壁外へ30cmほど半円形に掘り込んだ部分があり，その前面にPlがある。周囲には細片

が多いものの土器の散布が見られる。棚的な性格も考えられるが，Plが柱穴であった場合は使いづらい位置

であり，性格は不明である。5494は体部外面に「口上」と墨書があり，当遺跡で出土している墨書の類例から

判断すると，一文字目のわずかに残る墨書は「井」の第三画の一部と推測される。ただし，5494は覆土中から

の出土であり，流れ込んだものである可能性がある。時期は小皿の口径が第663号住居跡のものよりやや小さ

く，第663号住居跡との時期差を考えると，10世紀復業と考えられる。

⊂＝フ

5500

0　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第120図　第662号住居跡出土遺物実測図

第662号住居跡出土遣物観察表　（第120回）

〒二二二1

0　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

5494 土師器 杯 － （2．0） －
長石，

金雲母
にぷい橙 普通 ロクロナデ 覆土中

5％，体郎外面墨

書「口上」，PL42

5495 土師器 椀 － （2．9） 7．1
石英，長石，黒

雲母，赤色粒子
にぷい黄橙 普通

底部回転へラ切り後高台貼り付

け，底部内面一定方向へラミガキ
南部床面 50％

5496 土師器 椀 － （2．4） ［7．8］ 石英，長石 明赤禍 普通
底部回転へラ切り後高台貼り付

け，底部内面不定方向へラミガキ
南西角中層 30％

5497 土師器 小皿 9．9 2．6 6．4
石英，長石，黒

雲母，赤色粒子
橙 普通 底部回転へラ切 り 北壁際下層 95％，P L38
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番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

5498 土 師器 襲 ［15．5］ （5 ．8） －
長石 ，

黒雲母
褐 普 通

口綾部 内外面横ナデ，内面へ

ラナ デ，輪 積み痕
北西部下層 5 ％

549 9 土師器 嚢 ［18 ．2］ 十1 ．の － 石英，長石 褐 普通 口緑部 内外 面構 ナデ 西壁 際下層 5 ％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

550 0 砥石 20 ．7 11．2 4．9 13 70 泥岩 砥面 2 面 北西部 下層 PL4 7

第663号住居跡（第121～123図）

位置　調査区中央部のF8a7区に位置し，西から東へ下がる傾斜地に立地している。

重複関係　第661・662号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・3m，短軸3・1mの方形で，主軸方向はN－80－Eである。壁高は18～20cmで，各壁とも

やや外傾して立ち上がっている。

床　緩やかに南東へ傾斜し，中央部が踏み固められている。中央部から東側にかけて，一部に貼床がされてい

る。壁溝が西・南壁際を巡っている。

第121図　第663号住居跡実測図

旦468m
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第122図　第663号住居跡出土遺物実測図（1）
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⊂＝⊃
第123図　第663号住居跡出土遺物実測図（2）

L＿　　；　　　雷

C＝ユ　5518

0　　　　　5cm

王　　：　！

竃　北壁中央部に付設されている。道春状態が悪く，火床部のみ確認できた。焚口部から煙道部までは90cmで，

壁外へ30cInほど掘り込んでいる。袖部と天井部は残存しておらず，火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は

被熟し赤変硬化している。

竃土層解説

1　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量，粘性弱

2　褐　　　色　焼土ブロック・炭化物中量，ローム粒子微量，粘性・締り弱

3　褐　　　色　焼土ブロック多量，炭化物少量，ローム粒子微量，締り非常に弱

ピット　3か所。PlとP2は北西部に位置し，深さはPlが15cm，P2が20cmである。土層観察ではP2が

Plを掘り込んでおり，2つは同時期には機能していなかったと考えられる。2か所とも掘り方からは柱穴と

は考えられず，性格は不明である。P3は深さ28cmで南壁際中央の竃に対面する位置にあり，出入り口施設に

伴うものと考えられる。

Pl土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
P2土層解説
1　暗　褐　色　焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化物少量
2　明　褐　色　ロームブロック多量

覆土　7層に分層される。焼土・炭化物を多く含み，人為堆積と考えられる。第7層は貼床である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，締り弱
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量，粘性・締り弱

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量，締り弱

4　褐　　　色　ローム粒子少量，粘性弱

5　極暗褐色　ロームブロック微量，粘性弱

6　暗　褐　色　ロームブロック中量，締り弱

7　暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量，締り強

遺物出土状況　土師器片188点（杯57，椀6，小皿6，賓119），須恵器片19点（杯6，高台付杯1，長頸瓶2，

賓8，甑2），瓦1点（平瓦），焼礫1点が竃内と竃前にやや集中して出土している。火床面上からは下から5504・

土師器整体部片・5501・5513が重なって出土し，5505・5507がその前に並んで出土している。5501・5504・

5505・5507はすべて逆位である。5509は竜内の覆土下層から，5517は中央部やや竃寄りから被熱した面が下に

－157－



、・　　　　′、　ノ∴　．　　，′　　　、、、‘1’こ′．、－／′・′ノ′ノ′　　　　′ノ了′J

、′′∴：言　ノ・・′ノ　　　＼・ら′　：－∴∴′、ノ六’：‥ノ、′　　言㍉イ′　′′、′・、′言こ．、－、∴　ノ

′　　　　　一、　　ノ′、‘　・、・′、、　ヘ　一　一一＿＿、′∴、∴、′‘、ニ′上　ノ　∴　′了ノノ　′．ノ∴、′ノ、

、　上・一′ノ、ハ！ノ∴ハ．了う／こ　′　′、、　　　・′：、　′　′　′、つ＼、て′‾、′二、′　　∴′　／∴上1－㌦′：′．、、・ノノー　′二

・°′ノンし定　、：、工；、′ノ、一、ノ′、j′・、　′、∴　∴、ノ　ノら一′、上、′読．言一　′′ノ、′）′　∴．ソ＼．、＿　′－ノ′　　、ノ

ー、一プ言、、′／、、・」．、ソ「丈∴．　＿，ノ　′了∴　′、′′′・∴、＿　六　′′′′も言ノ、　′；－！‥‾：・、∴　ノ′、J　　　　．．、′

；、、ノ′　′・、′∴　　　・・・∴　　言′′　／．・・．、㌦∵／＼二言　㍉′。′、∴、、′ノ′・　′二‘′ノ′ノノ′、　　′　ハ′

ニ′、ノ　　　、・．．∴一　　　‘ノ　，，　ノ、′　ノ∴二　′．ノ　′∴

二：言・・∴　′1　　∴ッ∴′　′　　／∴　　′ミソ′

酎十陸別極穫ロ可器高極径胎　土i色　調！焼成！手法の特徴 出土位置i備　考

萄酎　土師器　　埠
項 摘序 票差母凋赤褐　普通底部掛ラ切り 電内

皿巨潮中　称加可　親日鍋舷全霊射撃苧「飛車彿料示前 P内　極％

萄消　土師器　　棒ヵ拍凱㌢「‖∴凱扇
竺　 巨硝　唇車高 紗争　慄温㌶

55車師器　椀且5車 さ車 2票差母にぷい橙普通票纏へラ切後高鍋り馴　 匡蜘

猶鵬　土師器　　椀搬中線可 鋸摘中泌頑普通極部纏へラ切り後高地伸す竃内　i60％
減車踊　椀

（3凍　［9。9］ 南東部床面10％
5m上欄器巨細胴imつ摘摘戯黒雲頼こぷい橙極道海部回転へラ切り 竃内　　極鋸臓
潤い朋日周 ㌫丁宕丁気 石英通説鰭母明褐灰！普通 ！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓼離摘転へラ切後ナデ　摘部下層！猶％諸L謂
55中 幡巨皿

10．イ　　　ブ．り　　ト．寸石軋長石誹
雲母諸色路子

浅黄橙i普通離隔転へラ切り後ナデ　竃内　　 霊草

捌巨瀾日周 温064巨可 m 石英き長石，赤色賽抒橙　 i普通底部回転へラ切り後ナデ！竃断層　極鋸憾

55車 師器巨皿iO車 中 68 小軋有礼長五
金雲母濾桃子にぷい橙　普通

底部醜糸切り　　 竃前欄 i鮎％謹L諏

中鵬庫 ！可 小礫，長石，
黒色粒子

灰　庫ロクロナデ
猶13　土師器　小形聾［12・4中 5可 石英，長石，金雲母にぶ減車摘ロ縁部内夕緬横げ瀾積み痕i竃内　 巨％瀾熟痕

55車師器　婆彗恒
石英，長石

橙　唇禁内浦横ナデ痛へ北舶床面！多謡付着

55且5　土師器　　聾
［ま中旬 石英，長石，

金雲母
舶褐！普通譜内浦横ナデ㈲ 唇部床面簑‰煤付着

萄摘　須恵器　　甑触可路可 石英，長石逐雲母灰黄i普通ロタロナデ　　　　 極東部床面巨％

離十静橙極 き 幅 厚　さ重量！材　質 特　　　　 徴　 i出土位置i備　考

郡1 触輝「鋸
1（う．0 複も4 3郁 i 砂岩 被熟痕　　　　　　　　 i摘離可

捌巨桟　巨細 （5。2）1．8 橘　の封　　粘土 凹面布目痕　　　　　　　　 ！竃左脇下痢

‾‘二ノ　‾∴Y　　　：′　′　　7、削

ノ、′　ノ、′　の、こ　′・　　．　ノノ　′ノ／、／、、ノ′′、′、了∴！、ノl・ノ　ー、　′てユ

′∴・∴∴・L、．′′・－，′　′・′．、∴、ノ′　′　′ノ　ノ　∴　∴†・′、′、’〃．一・．・′：′、l！・、　′て′

′∴′　幸ノ　、l・・一日′、、言‥ノ、・一、のくノ′′壬、　　互′′・∴＼　′　　　∴あら　′・・‾㌦一′′、：‥こ、√－し　シく′．1ン

もやや外傾して立ち上がっている。

’：′て∴′．′＼、千　　　ノ、’一　ノ・；′′、′　－ナミ一つノ・ノ．一、－　1　∴・′．∴　シ　′　′　∴∵、′こ言

には一部貼床が見られる。壁藩が酋壁際の一部で確認された。

－158－



竜　東壁の南寄りに付設されている。遺存状態が悪く，火床部のみ確認された。

報土層解説

1黒　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化物微量，粘性弱

2　黒　褐　色　焼土ブロック中量，炭化物少量，ローム粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

ピット　2か所。Plは深さ36cJnで北西部に位置しているが，性格は不明である。P2は深さ18C皿で西壁際中

央にあり，出入り口施設に伴うものと考えられる。

貯蔵穴　一辺約60C皿の隅丸方形で，深さは40cmである。南西部に位置し，底面はほぼ平らである。

貯蔵穴土眉解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量 2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

覆土　6層に分層される。レンズ状の堆積状況を示し，自然堆積と考えられる。第6層は貼床である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘性弱

2　暗　褐　色　ロームブロック微量，締り弱

3　黒　褐　色　ロームブロック少量，締り弱

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘性弱

5　暗　褐　色　ローム粒子少量，粘性・締り弱

6　暗　褐　色　ロームブロック中量，粘性弱・締り強

遺物出土状況　土師器片106点（杯20，椀2，賓84），土製品2点（羽口），石器1点（砥石）が出土している。

多くが細片で図示できるものは少なかった。5522・5523は竃の火床面の奥に先端部を覆土中に挿し，直立した

状態で出土した。

第124図　第664号住居跡実測図
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所見　2点の羽口が特異な状態で出土している。火床面の奥にあり，袖部は確認されなかったものの，位置か

ら判断しても袖部の心材とは考えられない。羽口は支脚に転用されていた可能性が考えられ，その場合は二掛

け横並び竃になるものと考えられる。第1821号土坑からは羽口が1点同様な状態で出土しており，平地式建物

の炉で支脚として使用していた可能性があり，本跡との関連性がうかがえる。あるいは，本跡の周囲には竃祭

祀を行った可能性のある住居跡が多く，この羽口も竃を廃棄する際の祭祀行為に関わるものであろうか。本跡

内には鍛冶関連の遺構はなく，周囲の遺構から持ってきたもの，あるいは居住者が鍛冶関連の職人であったと

推測することができようか。時期は底部回転糸切り技法の土師器椀の存在と，同様の住居形態を持つ第650号

住居跡の年代観から11世紀前半と考えられる。

β522

冤
5520

第125図　第664号住居跡出土遺物実測図

第664号住居跡出土遺物観察表　（第125図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

5 519 土 師 器 椀 － （1 ．4） －
石 英 ，長石 ，

赤 色粒 子
にぷ い 橙 普 通

底 部 回 転 糸 切 り後 高 台貼 り付

け
南 西 部 下 層 20％

55 20 土 師 器 要 ［24 ．0］ （5．2） －
石 英 ，長 石 ，

金 雲 母
にぷ い 褐 普 通

ロ緑 部 内 外 面 横 ナ デ ， 内面 へ

ラ ナ デ
覆 土 中

5 ％ ，

外 面 煤 付 着

55 2 1 土 師 器 斐 ［18．6］ （4 ．5） －

石 英 ，長 石 ，

金 雲 母
にぷ い橙 普 通

口緑 部 内 外 面 横 ナ デ ， 内面 へ

ラ ナ デ
竃 内 5 ％
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番号 器　 種 長　 さ 最大径 孔　 径 重　 量 材　　 質 特 ・　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5522 羽口 （18 ．3） 8．2 2．8 （990） 粘土
ナデ，被熱痕，先端部鉄付 着，胎土 に石英 ・長

石 ・金雲母 ・植物繊維含 む
竃 内 P L4 4

5 52 3 羽口 （12．5） 8．5 3 ．25 （67 9） 粘土
ナ デ，被 熱痕，先端部鉄付 着，胎 土に石英 ・長

石 ・金雲母 ・植物繊維含 む
竃内 PL 4 5

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5524 砥石 21．6 6 ．6 3．5 6 40 花崗岩 砥 面 2 面 竃 内 PL4 6

第665号住居跡（第126・127図）

位置　調査区中央部のE8j8区に位置し，西から東へ下がる傾斜地に立地している。

重複関係　第664号住居，第1913号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　一辺が2・8mの方形で，主軸方向はN－70－Eである。壁高は16cmで，各壁ともやや外傾して立

ち上がっている。

床　緩やかに東へ傾斜し，中央部が踏み固められている。壁溝が西壁と南壁際の一部で確認された。

竃　北壁中央部に付設されている。遺存状態が悪く，火床部と左袖部の一部のみ確認された。焚口部から煙道

部までは85cmで，壁外へ55cmほど掘り込んでいる。天井部は残存しておらず，袖部はロームと粘土で構築され

ている。火床部は皿状に浅く掘りくぼめられ，火床面は被熟し赤変硬化している。

埴土層解説

1　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
2　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗　赤　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック中量，炭化粒子微量，粘性・締り弱

4　時　赤　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量，締り弱

第126図　第665号住居跡実測図

F　　　　5527　55305528　5525
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ピット　Plは深さ32cmで，南壁際中央の竃に対面する位置にあり，出入り口施設に伴うものと考えられる。

覆土　3層に分層されるが，覆土は薄く堆積状況は不明である。

土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック微量

3　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片34点（杯29，嚢5），須恵器片4点（杯3，嚢1），灰粕陶器片1点（瓶）が出土して

いる。竃の火床面奥に，下から5527・5526・5525・5530・5528が重なって出土した。5527は正位で，他はすべ

て逆位である。

所見　竃内から重なって出土した5525～5528・5530は5530を除き被熱しておらず，支脚として使用していたと

は考えられない。住居を廃絶する際に竃に対する祭祀行為を行ったものと考えられる。時期は食膳具に須恵器

杯がまだ見られることから，9世紀後葉と考えられる。

第127図　第665号住居跡出土遺物実測図

第665号住居跡出土遣物観察表　（第127図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　　 考

55 2 5 土 師 器 杯 14．6 4 ．8 7 ．0
小 礫 ，石 英 ，

長 石，金 雲母
赤 褐 普 通

底 部 回転 へ ラ切 り， 底 部 内面

一 定 方 向 へ ラ ミガ キ
竃 内

85％，外面亀材付着，

内面器面荒れ，PL39

55 26 土 師 器 杯 13．8 4 ．2 7 ．7
石 英，長 石，黒

雲母，赤色粒子
にぷい黄褐 普 通

底 部 一 定 方 向 へ ラ ミ ガ キ， 底

部 内 面 不 定 方 向 へ ラ ミガ キ
竜 内 9 0％ ，P L 39

55 27 須 恵 器 杯 13．0 4 ．0 6，6 長 石，自雲母 黄 灰 普 通 底 部 不 定 方 向 へ ラ 削 り 寵 内 9 0％ ，P L 39

5 5 28 須 恵 器 呵こ 1 5．6 4 ．5 8．6
石 英 ，長 石 ，

黒 雲 母
橙 不 良

底 部 回転 へ ラ 切 り， 酸 化 炎焼

成
竃 内

95％，内面炭化物・

外面竃材付着，PL40

5 52 9 須 恵 器 杯 － （2 ．1） － 長 石 灰 黄 褐 普 通 ロ ク ロ ナ デ 覆 土 中
5％ ，

内面 漆 付 着

5 53 0 土 師 器 嚢 ［19 ．5］ （12 ．2） －

石 英 ，長 石 ，

金 雲 母
明 赤 褐 普 通

口 縁 部 内外 面 横 ナ デ ， 内 面 へ

ラナ デ
竃 内

10％，被熱風

外面竃材付着
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